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また、介護保険サービスや介護予防への取組、インフォーマルサービスなど、高齢者を支えるサービスは

多種多様化していますが、これらを認知している高齢者は少ないのではないかと思われます。いつかは皆、

高齢者となることから、年齢が若いうちから介護保険サービスや介護予防の重要性などに関する情報を発信

し、すべての人が安心して高齢者を迎えられる社会を構築していくことが重要ではないかと考えられます。  
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○○高高齢齢者者一一般般  調調査査票票  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

所
沢
市
高
齢
者
福
祉
・
介
護
実
態
調
査

ご
協
力
の
お
願
い

（
６
５
歳
以
上
の
方
）

市
民

の
皆

さ
ま

に
は

、
日

ご
ろ

よ
り

市
政

発
展

の
た

め
、
ご

理
解

と
ご

協
力

い
た

だ
き

厚
く

お
礼

申
し

上
げ

ま
す

。

所
沢
市
で
は
、「

第
８
期
所
沢
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
令
和
３
年
度
～
令

和
５
年

度
）
※

」
を
策

定
す
る
に

あ
た
り

、
皆
さ

ま
の
生
活

実
態
や

ご
意
見

を
お
聞
か

せ
い
た
だ

く
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の

調
査

の
対

象
と

な
る

方
に

つ
き

ま
し

て
は

、
所

沢
市

に
お

住
ま

い
の

要
支

援
・
要

介
護

認

定
を

受
け

て
い

な
い

６
５

歳
以

上
の

皆
さ

ま
の

中
か

ら
、
３

，
２

６
０

名
を

無
作

為
に

選
ば

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。
ご

回
答

い
た

だ
い

た
内

容
は

す
べ

て
統

計
的

に
処

理
し

、
他

の
目

的
に

使
用

す
る

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。

お
忙
し
い
と
こ
ろ
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
調
査
の
趣
旨
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

令
和
２
年
１
月

所
沢
市

長
藤
本

正
人

※
こ
の
計
画
は
、
高
齢
者
に
関
す
る
福
祉
施
策
や
認
知
症
施
策
を
定
め
る
と
と
も
に
、
令
和
３
年
度
か
ら
の

介
護

保
険

料
を
決

め
る

た
め
の

介
護
保

険
サ
ー

ビ
ス

見
込
量

を
定

め
る

重
要

な
も

の
で
す

。
所
沢

市
の
実

態
に
合
っ
た
計
画
を
作
成
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

【【
ここ
のの

調調
査査
票票

のの
ごご

記記
入入
にに

ああ
たた

っっ
てて
】】

●
こ
の
調
査
は
、
無
記
名
で
す
。

●
こ
の
調
査
は
、
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
の
状
況
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

●
あ
て
名
の
方
ご
本
人
お
ひ
と
り
で
の
回
答
が
む
ず
か
し
い
場
合
は
ご
家
族
の
方
が
お
手
伝
い
い
た
だ
く
か
、

あ
て
名
の
方
の
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
ご
家
族
の
方
が
代
わ
り
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
ご

回
答

は
、

あ
て

は
ま

る
回

答
に
□□

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
質

問
に

よ
っ

て
は

、
「

回
答

は
１

つ
」

「
あ

て
は

ま
る

も
の

す
べ

て
に

回
答

」
な
ど
、
□□

を
つ
け
る
数
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
あ

て
名

の
方

が
何

ら
か

の
事

情
に

よ
り

調
査

で
き

な
い

場
合

に
は

、
下

の
い

ず
れ

か
に

チ
ェ

ッ
ク

を

つ
け

て
ご

返
送

く
だ

さ
い

。

□
医
療
機
関
に
入
院
中

□
市
外
に
転
居

□
そ
の
他
（

）

●
ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
１１

月月
３３

１１
日日

（（
金金

））
ま
で
に
ご
返
送

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の

調
査

票
に

つ
い

て
の

お
問

い
合
わ

せ
は

、
下

記
ま

で
お

願
い
い

た
し

ま
す

。

所
沢

市
福

祉
部

高
齢

者
支

援
課

電
話

０
４
（

２
９

９
８

）
９
１

２
０

Ｆ
Ａ

Ｘ
０

４
（

２
９

９
８

）
９
１

３
８

所
沢

市
福

祉
部

介
護

保
険

課
電

話
０

４
（

２
９

９
８

）
９
４

２
０

Ｆ
Ａ

Ｘ
０

４
（

２
９

９
８

）
９
４

１
０

 
 

【【
調調
査査

のの
目目
的的

及及
びび

活活
用用
目目

的的
にに

つつ
いい
てて

】】

◆
こ
の
調
査
は
、
効
果
的
な
介
護
予
防
政
策
の
立
案
と
効
果
評
価
の
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。
本
調
査
で
得

ら
れ
た
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所
沢
市
に
よ
る

高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
と
効
果

評
価
の
目
的
以
外
に
は
利
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
当
該
情
報
に
つ
い
て
は
、
所
沢
市
で
適
切
に
管
理

い
た
し
ま
す
。

◆
た
だ
し
、
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
時
お
よ
び
効
果
評
価
時
に
本
調
査
で
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
に
あ
た
り
、
厚
生
労
働
省
の
管
理
す
る
所
沢
市
外
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
内
に
情
報
を
登

録
し
、
必
要
に
応
じ
て
集
計
・
分
析
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
集
計
・
分
析
の
た
め
に
登
録
す
る

本
情
報
は
無
記
名
で
あ
り
、
個
人
を
特
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
本
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
以
下
の
方
法
で
公
開
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

公
開
方
法
：
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー

公
開
時
期
：
令
和
２
年
５
月
以
降
（
予
定
）
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ああ
てて
名名
のの
ごご
本本
人人
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問
１１
．．
以以
下下
はは
ああ
てて
名名
のの
ごご
本本
人人
にに
つつ
いい
てて
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。

 
（（
令令
和和
２２
年年
１１
月月
１１
日日
現現
在在
でで
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
））

  

年
齢

□
～

歳

□
～

歳

□
～

歳

□
～

歳

□
～

歳

□
歳
以
上

性
別

□
男

□
女

 
問問
２２
．．
おお
住住
まま
いい
のの
地地
区区
にに
つつ
いい
てて
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。

 

□
所
沢
地
区

（
宮
本
町
、
西
所
沢
、
金
山
町
、
喜
多
町
、
有
楽
町
、
北
有
楽
町
、
日
吉
町
、
東
町
、

寿
町
、
元
町
、
御
幸
町
、
旭
町
、
星
の
宮
、
く
す
の
き
台
１
～
２
丁
目
）

□
松
井
東
地
区

（
下
安
松
、
松
郷
、
東
所
沢
和
田
）

□
松
井
西
地
区

（
上
安
松
、
牛
沼
、
東
新
井
町
、
西
新
井
町
）

□
柳
瀬
地
区

（
東
所
沢
、
本
郷
、
南
永
井
、
日
比
田
、
亀
ヶ
谷
、
城
、
坂
之
下
、
新
郷
）

□
富
岡
地
区

（
北
中
、
岩
岡
町
、
北
岩
岡
、
所
沢
新
町
、
中
富
、
中
富
南
、
下
富
、
神
米
金
）

□
新
所
沢
地
区

（
緑
町
、
榎
町
、
泉
町
、
青
葉
台
、
け
や
き
台
、
向
陽
町
）

□
新
所
沢
東
地
区

（
松
葉
町
、
弥
生
町
、
美
原
町
、
北
所
沢
町
、
花
園
）

□
三
ケ
島
第
１
地
区

（
三
ヶ
島
、
堀
之
内
、
糀
谷
、
林
、
和
ヶ
原
、
西
狭
山
ヶ
丘
）

□
三
ケ
島
第
２
地
区

（
東
狭
山
ヶ
丘
、
狭
山
ヶ
丘
、
若
狭
）

□
小
手
指
第
１
地
区

（
上
新
井
、
北
野
、
北
野
新
町
、
北
野
南
、
小
手
指
南
、
小
手
指
元
町
、

小
手
指
町
５
丁
目
、
小
手
指
台
）

□
小
手
指
第
２
地
区

（
小
手
指
町
１
～
４
丁
目
）

□
山
口
地
区

（
山
口
、
上
山
口
）

□
吾
妻
地
区

（
東
住
吉
、
西
住
吉
、
南
住
吉
、
久
米
、
北
秋
津
、
松
が
丘
、
荒
幡
、

く
す
の
き
台
３
丁
目
）

□
並
木
地
区

（
並
木
、
若
松
町
、
こ
ぶ
し
町
、
北
原
町
、
中
新
井
、
下
新
井
）
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◆◆
ああ
なな
たた
のの
ごご
家家
族族
やや
生生
活活
状状
況況
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問
３３
．．
家家
族族
構構
成成
をを
教教
ええ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
１
人
暮
ら
し
→→
問問

33
--
11
へへ

□
夫
婦
２
人
暮
ら
し

（
配

偶
者

歳
以

上
）
→→
問問

44
へへ

□
夫
婦
２
人
暮
ら
し

（
配

偶
者

歳
以

下
）

  
→→
問問

44
へへ

□
息
子
・
娘
と
の
２
世
帯
→→
問問

44
へへ

□
そ
の
他
→→
問問

44
へへ

（
）

 
問問
３３
－－
１１
．．
【【
問問
３３
でで
「「
１１
人人
暮暮
らら
しし
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
市市
内内
又又
はは
おお
住住
まま
いい
のの
近近
くく
（（

33
00
分分
以以
内内
程程
度度
））
にに
、、
ごご
家家
族族
はは
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
は
い
→→
問問

33
--
22
へへ

□
い
い
え
→→
問問

44
へへ

 
問問
３３
－－
２２
．．
【【
問問
３３
－－
１１
でで
「「
はは
いい
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
そそ
れれ
はは
どど
なな
たた
でで
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
配
偶
者
（
夫
・
妻
）

□
息
子

□
娘

□
子
の
配
偶
者

□
孫
・
ひ
孫

□
あ
な
た
や
配
偶
者
の
兄
弟

・
姉
妹

□
そ
の
他
（

）

 
問問
４４
．．
ああ
なな
たた
はは
、、
普普
段段
のの
生生
活活
でで
どど
なな
たた
かか
のの
介介
護護
・・
介介
助助
がが
必必
要要
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
介
護
・
介
助
は
必
要
な
い

□
何
ら
か
の
介
護
・
介
助
は
必
要
だ
が
、
現
在
は
受
け
て
い
な
い

□
現
在
、
何
ら
か
の
介
護
を
受
け
て
い
る
→→
問問

44
--
11
、、
問問

44
--
22
へへ

（
介
護
認
定
を
受
け
ず
に
家
族
な
ど
の
介
護
を
受
け
て
い
る
場
合
も
含
む
）

 
問問
４４
－－
１１
．．
【【
問問
４４
でで
「「
現現
在在
、、
何何
らら
かか
のの
介介
護護
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
介介
護護
・・
介介
助助
がが
必必
要要
とと
なな
っっ
たた
主主
なな
原原
因因
はは
何何
でで
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
脳
卒
中
（
脳
出
血
・
脳
梗
塞
等
）

□
心
臓
病

□
が
ん
（
悪
性
新
生
物
）

□
呼
吸
器
の
病
気
（
肺
気
腫
・
肺
炎
等
）

□
関
節
の
病
気
（
リ
ウ
マ
チ
等

）

□
認
知
症
（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
等
）

□
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

□
糖
尿
病

□
腎
疾
患
（
透
析
）

□
視
覚
・
聴
覚
障
害

□
骨
折
・
転
倒

□
脊
椎
損
傷

□
高
齢
に
よ
る
衰
弱

□
そ
の
他
（

）

□
不
明

問問
55
へへ
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問問
４４
－－
２２
．．
【【
問問
４４
でで
「「
現現
在在
、、
何何
らら
かか
のの
介介
護護
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
主主
にに
どど
なな
たた
のの
介介
護護
をを
受受
けけ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
配
偶
者
（
夫
・
妻
）

□
息
子

□
娘

□
子
の
配
偶
者

□
孫

□
兄
弟
・
姉
妹

□
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
ヘ
ル
パ
ー

□
そ
の
他

（
）

 
問問
５５
．．
現現
在在
のの
暮暮
らら
しし
のの
状状
況況
をを
経経
済済
的的
にに
みみ
てて
どど
うう
感感
じじ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
大
変
苦
し
い

□
や
や
苦
し
い

□
ふ
つ
う

□
や
や
ゆ
と
り
が
あ
る

□
大
変
ゆ
と
り
が
あ
る

 
問問
６６
．．
おお
住住
まま
いい
はは
一一
戸戸
建建
てて
、、
まま
たた
はは
集集
合合
住住
宅宅
のの
どど
ちち
らら
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
持
家
（
一
戸
建
て
）

□
持
家
（
集
合
住
宅
）

□
公
営
賃
貸
住
宅

□
民
間
賃
貸
住
宅
（
一
戸
建
て
）

□
民
間
賃
貸
住
宅
（
集
合
住
宅
）

□
借
間

□
そ
の
他
（

）

※
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
は
「
民
間
賃
貸
住
宅
（
集
合
住
宅
）」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 
【【
大大
人人
用用
紙紙
おお
むむ
つつ
のの
利利
用用
状状
況況
にに
つつ
いい
てて
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

  

問問
７７
．．
現現
在在
、、
大大
人人
用用
紙紙
おお
むむ
つつ
をを
利利
用用
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
現
在
、
紙
お
む
つ
は
利
用
し
て
い
な
い

□
念
の
た
め
、
使
用
し
て
い
る
（
間
に
合
わ
な
い
時
や
外
出
時
用
）

□
寝
て
い
る
間
だ
け
、
使
用
し
て
い
る

□
寝
た
き
り
状
態
で
あ
り
、
常
時
使
用
し
て
い
る

□
昼
用
と
夜
用
を
使
い
分
け
て
、
常
時
使
用
し
て
い
る

□
そ
の
他
（

）

 ◆◆
かか
らら
だだ
をを
動動
かか
すす
ここ
とと
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問
８８
．．
階階
段段
をを
手手
すす
りり
やや
壁壁
をを
つつ
たた
わわ
らら
ずず
にに
昇昇
っっ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

 
問問
９９
．．
椅椅
子子
にに
座座
っっ
たた
状状
態態
かか
らら
何何
もも
つつ
かか
まま
らら
ずず
にに
立立
ちち
上上
がが
っっ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

-
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問問
11

00
．．
１１
５５
分分
位位
続続
けけ
てて
歩歩
いい
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

 
問問

11
11
．．
過過
去去
１１
年年
間間
にに
転転
んん
だだ
経経
験験
がが
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
何
度
も
あ
る

□
１
度
あ
る

□
な
い

 
問問

11
22
．．
転転
倒倒
にに
対対
すす
るる
不不
安安
はは
大大
きき
いい
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
と
て
も
不
安
で
あ
る

□
や
や
不
安
で
あ
る

□
あ
ま
り
不
安
で
な
い

□
不
安
で
な
い

 
問問

11
33
．．
週週
にに
１１
回回
以以
上上
はは
外外
出出
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
ほ
と
ん
ど
外
出
し
な
い
→→
問問

11
44
へへ

□
週
１
回
→→
問問

11
33

--
11
へへ

□
週
２
～
４
回
→→
問問

11
33

--
11
へへ

□
週
５
回
以
上
→→
問問

11
33

--
11
へへ

 
問問

11
33
－－
１１
．．【【
問問

11
33
でで
「「
週週
１１
回回
」」
、、「「
週週
２２
～～
４４
回回
」」
、、「「
週週
５５
回回
以以
上上
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
外外
出出
をを
すす
るる
際際
のの
主主
なな
行行
きき
先先
はは
、、
次次
のの
どど
れれ
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
３３
つつ
まま
でで
））

  

□
買
い
物
を
す
る
場
所

□
会
合
・
サ
ー
ク
ル
活
動
・
学
習
の
た
め
の
施
設

□
体
操
等
、
地
域
の
通
い
の
場

□
病
院
、
診
療
所

□
飲
食
店

□
公
園
、
遊
歩
道

□
家
族
・
親
戚
や
友
人
・
知
人
の
家

□
文
化
・
娯
楽
施
設

□
行
楽
地
、
観
光
地

□
ス
ポ
ー
ツ
施
設

□
宗
教
的
な
施
設
・
場
所

□
農
園

□
職
場

□
入
浴
施
設

□
そ
の
他
（

）

 
問問

11
44
．．
昨昨
年年
とと
比比
べべ
てて
外外
出出
のの
回回
数数
がが
減減
っっ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
と
て
も
減
っ
て
い
る

□
減
っ
て
い
る

□
あ
ま
り
減
っ
て
い
な
い

□
減
っ
て
い
な
い

 
問問

11
55
．．
外外
出出
をを
控控
ええ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い
→→
問問

11
55

--
11
へへ

□
い
い
え
→→
問問

11
66
へへ
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問問
11

55
－－
１１
．．
【【
問問

11
55
でで
「「
はは
いい
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
外外
出出
をを
控控
ええ
てて
いい
るる
理理
由由
はは
、、
次次
のの
どど
れれ
でで
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
病
気

□
障
害
（
脳
卒
中
の
後
遺
症
な
ど

）

□
足
腰
な
ど
の
痛
み

□
ト
イ
レ
の
心
配
（
失
禁
な
ど

）

□
耳
の
障
害
（聞

こ
え
の
問
題
な
ど
）

□
目
の
障
害

□
外
で
の
楽
し
み
が
な
い

□
経
済
的
に
出
ら
れ
な
い

□
交
通
手
段
が
な
い

□
そ
の
他
（

）

 
問問

11
66
．．
外外
出出
すす
るる
際際
のの
移移
動動
手手
段段
はは
何何
でで
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

 

□
徒
歩

□
自
転
車

□
バ
イ
ク

□
自
動
車
（
自
分
で
運
転
）

□
自
動
車
（
人
に
乗
せ
て
も
ら
う
）

□
電
車

□
路
線
バ
ス

□
病
院
や
施
設
の
バ
ス

□
車
い
す

□
電
動
車
い
す
（
カ
ー
ト
）

□
歩
行
器
・
シ
ル
バ
ー
カ
ー

□
タ
ク
シ
ー

□
そ
の
他
（

）

 ◆◆
食食
べべ
るる
ここ
とと
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問

11
77
．．
身身
長長
・・
体体
重重
をを
記記
入入
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

 

身
長
：

体
重
：

㎏

 
問問

11
88
．．
半半
年年
前前
にに
比比
べべ
てて
固固
いい
もも
のの
がが
食食
べべ
にに
くく
くく
なな
りり
まま
しし
たた
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

11
99
．．
歯歯
のの
数数
とと
入入
れれ
歯歯
のの
利利
用用
状状
況況
をを
おお
教教
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。

 
（ （
成成
人人
のの
歯歯
のの
総総
本本
数数
はは
、、
親親
知知
らら
ずず
をを
含含
めめ
てて

33
22
本本
でで
すす
））
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
自
分
の
歯
は

本
以
上
、
か
つ
入
れ
歯
を
利
用

□
自
分
の
歯
は

本
以
上
、
入
れ
歯
の
利
用
な
し

□
自
分
の
歯
は

本
以
下
、
か
つ
入
れ
歯
を
利
用

□
自
分
の
歯
は

本
以
下
、
入
れ
歯
の
利
用
な
し

 
問問

22
00
．．
どど
なな
たた
かか
とと
食食
事事
をを
とと
もも
にに
すす
るる
機機
会会
はは
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
毎
日
あ
る

□
週
に
何
度
か
あ
る

□
月
に
何
度
か
あ
る

□
年
に
何
度
か
あ
る

□
ほ
と
ん
ど
な
い

-
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◆◆
毎毎
日日
のの
生生
活活
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問

22
11
．．
物物
忘忘
れれ
がが
多多
いい
とと
感感
じじ
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

22
22
．．
ババ
スス
やや
電電
車車
をを
使使
っっ
てて
、、
１１
人人
でで
外外
出出
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
自自
家家
用用
車車
でで
もも
可可
））
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

 
問問

22
33
．．
自自
分分
でで
食食
品品
・・
日日
用用
品品
のの
買買
いい
物物
をを
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

 
問問

22
44
．．
自自
分分
でで
食食
事事
のの
用用
意意
をを
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

 
問問

22
55
．．
自自
分分
でで
請請
求求
書書
のの
支支
払払
いい
をを
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

 
問問

22
66
．．
自自
分分
でで
預預
貯貯
金金
のの
出出
しし
入入
れれ
をを
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

 
問問

22
77
．．
年年
金金
なな
どど
のの
書書
類類
（（
役役
所所
やや
病病
院院
なな
どど
にに
出出
すす
書書
類類
））
がが
書書
けけ
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

22
88
．．
新新
聞聞
をを
読読
んん
でで
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

22
99
．．
本本
やや
雑雑
誌誌
をを
読読
んん
でで
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

33
00
．．
健健
康康
にに
つつ
いい
てて
のの
記記
事事
やや
番番
組組
にに
関関
心心
がが
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

33
11
．．
友友
人人
のの
家家
をを
訪訪
ねね
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え
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問問
33

22
．．
家家
族族
やや
友友
人人
のの
相相
談談
にに
のの
っっ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

33
33
．．
病病
人人
をを
見見
舞舞
うう
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

33
44
．．
若若
いい
人人
にに
自自
分分
かか
らら
話話
しし
かか
けけ
るる
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

33
55
．．
日日
常常
生生
活活
のの
中中
でで
困困
っっ
たた
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

 

□
税
金
の
支
払
い
や
公
共
機
関
の
手
続
き

□
財
産
や
お
金
の
管
理

□
近
く
に
買
い
物
を
す
る
場
所
が
な
い

□
買
い
物
に
行
く
の
が
困
難
（
行
け
な
い
）

□
日
々
の
ゴ
ミ
出
し

□
日
常
の
力
仕
事
（
家
具
の
移
動
等
）

□
庭
の
手
入
れ

□
掃
除

□
洗
濯

□
食
事
の
準
備

□
外
出
の
際
の
移
動
手
段

□
電
化
製
品
の
扱
い
方

□
ペ
ッ
ト
の
世
話

□
そ
の
他
（

）

□
特
に
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

 
問問

33
66
．．
今今
後後
のの
生生
活活
でで
心心
配配
なな
ここ
とと
はは
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
３３
つつ
まま
でで
））

□
経
済
的
な
こ
と

□
お
金
の
管
理
の
こ
と

□
自
分
の
健
康
に
関
す
る
こ
と

□
自
分
が
認
知
症
に
な
る
こ
と

□
家
族
の
健
康
に
関
す
る
こ
と

□
家
族
が
認
知
症
に
な
る
こ
と

□
家
族
と
の
不
和

□
近
所
と
の
付
き
合
い

□
将
来
、
一
人
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
の
こ
と

□
何
か
あ
っ
た
と
き
に
ど
こ
へ
相
談
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い

□
住
ま
い
に
関
す
る
こ
と

□
そ
の
他
（

）

□
特
に
心
配
し
て
い
る

こ
と
は
な
い

  
 

-
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◆◆
地地
域域
のの
活活
動動
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問

33
77
．．
以以
下下
のの
よよ
うう
なな
会会
・・
ググ
ルル
ーー
ププ
等等
にに
どど
のの
くく
らら
いい
のの
頻頻
度度
でで
参参
加加
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。

  

※※
①①
かか
らら
⑧⑧
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
にに
回回
答答
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

  

週
回

以
上

週

～
回

週
回

月

～
回

年
に

数
回

参
加
し
て

い
な
い

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
ル
ー
プ

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

②
ス

ポ
ー

ツ
関

係
の

グ
ル

ー
プ

や
ク
ラ
ブ

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

③
趣
味
関
係
の
グ
ル
ー
プ

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

④
学
習
・
教
養
サ
ー
ク
ル

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

⑤
介
護
予
防
の
た
め
の
通
い
の
場

（
ト
コ
ろ
ん
元
気
百
歳
体
操
、

お
達
者
倶
楽
部
な
ど
）

□
□

□
□

□
□

⑥
長
生
ク
ラ
ブ

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

⑦
町
内
会
・
自
治
会

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

⑧
収
入
の
あ
る
仕
事

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

 
問問

33
88
．．
ああ
なな
たた
がが
、、
今今
後後
、、
希希
望望
すす
るる
社社
会会
参参
加加
（（
すす
でで
にに
参参
加加
しし
てて
いい
るる
もも
のの
をを
除除
くく
））
をを
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
ル
ー
プ

□
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ
ブ

□
趣
味
関
係
の
グ
ル
ー
プ

□
学
習
・
教
養
サ
ー
ク
ル

□
介
護
予
防
の
た
め
の
通
い
の
場

（
ト
コ
ろ
ん
元
気
百
歳
体
操
、
お
達
者
倶
楽
部
な
ど
）

□
長
生
ク
ラ
ブ

□
町
内
会
・
自
治
会

□
収
入
の
あ
る
仕
事

□
特
に
何
も
し
た
く
な
い
→→
問問

33
88

--
11
へへ

  

  

 
問問

33
88
－－
１１
．．
【【
問問

33
88
でで
「「
特特
にに
何何
もも
しし
たた
くく
なな
いい
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
そそ
のの
理理
由由
はは
何何
でで
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
各
活
動
の
情
報
が
無
い

□
魅
力
的
な
活
動
が
無
い

□
個
人
的
な
活
動
が
忙
し
い
た
め

□
自
身
の
身
体
機
能
が
低
下
し
て
い
る
た
め

 
 

問問
33

99
へへ

  

問問
33

99
へへ
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-
 9

 -
 

問問
33

99
．．
地地
域域
住住
民民
のの
有有
志志
にに
よよ
っっ
てて
、、
健健
康康
づづ
くく
りり
活活
動動
やや
趣趣
味味
等等
のの
ググ
ルル
ーー
ププ
活活
動動
をを
行行
っっ
てて
、、
いい
きき
いい
きき

しし
たた
地地
域域
づづ
くく
りり
をを
進進
めめ
るる
とと
しし
たた
らら
、、
ああ
なな
たた
はは
そそ
のの
活活
動動
にに
参参
加加
者者
とと
しし
てて
参参
加加
しし
てて
みみ
たた
いい
とと

思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
是
非
参
加
し
た
い

□
参
加
し
て
も
よ
い

□
参
加
し
た
く
な
い

□
既
に
参
加
し
て
い
る

 
問問

44
00
．．
地地
域域
住住
民民
のの
有有
志志
にに
よよ
っっ
てて
、、
健健
康康
づづ
くく
りり
活活
動動
やや
趣趣
味味
等等
のの
ググ
ルル
ーー
ププ
活活
動動
をを
行行
っっ
てて
、、
いい
きき
いい
きき

しし
たた
地地
域域
づづ
くく
りり
をを
進進
めめ
るる
とと
しし
たた
らら
、、
ああ
なな
たた
はは
そそ
のの
活活
動動
にに
企企
画画
・・
運運
営営
（（
おお
世世
話話
役役
））
とと
しし
てて

参参
加加
しし
てて
みみ
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
是
非
参
加
し
た
い

□
参
加
し
て
も
よ
い

□
参
加
し
た
く
な
い

□
既
に
参
加
し
て
い
る

 
問問

44
11
．．
地地
域域
とと
のの
関関
係係
にに
つつ
いい
てて
、、
ああ
なな
たた
のの
考考
ええ
にに
最最
もも
近近
いい
もも
のの
はは
どど
れれ
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
お
互
い
に
緊
密
な
か
か
わ
り
を
も
ち
、
支
え
あ
え
る
関
係
を
も
ち
た
い

□
い
ざ
と
い
う
と
き
だ
け
助
け
合
え
る
よ
う
、
あ
る
程
度
の
か
か
わ
り
を
も
っ
て
お
き
た
い

□
お
互
い
に
干
渉
し
な
い
で
、
必
要
最
小
限
の
つ
き
あ
い
と
し
た
い

□
か
か
わ
り
あ
い
を
も
た
な
い
で
、
自
分
な
り
に
生
活
し
て
い
き
た
い

 
問問

44
22
．．
ああ
なな
たた
がが
おお
住住
まま
いい
にに
なな
らら
れれ
てて
いい
るる
地地
域域
にに
おお
いい
てて
、、
手手
助助
けけ
等等
がが
必必
要要
なな
高高
齢齢
者者
にに
対対
しし
てて
、、

どど
のの
よよ
うう
なな
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
活活
動動
がが
でで
きき
まま
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
ゴ
ミ
出
し

□
話
し
相
手

□
声
か
け
（
み
ま
も
り
活
動
）

□
家
事
の
手
伝
い
（
掃
除
、
料
理
等
）

□
高
齢
者
宅
の
植
木
の
剪
定
や
草
刈
り
等

□
買
い
物
や
通
院
等
の
外
出
時
の
付
き
添
い

□
特
に
な
し

□
そ
の
他
（

）

 
問問

44
33
．．
現現
在在
、、
介介
護護
のの
現現
場場
でで
はは
介介
護護
人人
材材
のの
確確
保保
がが
課課
題題
とと
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
介介
護護
のの
現現
場場
でで
、、
ああ
なな
たた
のの
生生

活活
状状
況況
にに
応応
じじ
たた
働働
きき
方方
がが
でで
きき
るる
とと
しし
たた
らら
、、
どど
のの
よよ
うう
にに
思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
す
で
に
働
い
て
い
る
→→
問問

44
44
へへ

□
資
格
を
取
得
し
本
格
的
に
働
い
て
み
た
い

※
１
→→
問問

44
33

--
11
へへ

□
資
格
は
取
得
せ
ず
、
簡
単
な
研
修
を
受
講
し
気
軽
に
働
い
て
み
た
い

※
２
→→
問問

44
33

--
11
へへ

□
働
き
た
く
な
い
→→
問問

44
44
へへ

※
１

 
資
格
を
取
得
し
た
場
合
の
仕
事
の
例
：
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
な
ど
の
身
体
介
護

 

※
２

 
資
格
を
取
得
し
な
い
場
合
の
仕
事
の
例
：
調
理
や
洗
濯
、
掃
除
な
ど
の
家
事
援
助

 

 
問問

44
33
－－
１１
．．
【【
問問

44
33
でで
「「
資資
格格
をを
取取
得得
しし
本本
格格
的的
にに
働働
いい
てて
みみ
たた
いい
」」
、、
「「
資資
格格
はは
取取
得得
せせ
ずず
、、
簡簡
単単
なな
研研
修修
をを

受受
講講
しし
気気
軽軽
にに
働働
いい
てて
みみ
たた
いい
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
どど
のの
よよ
うう
なな
現現
場場
でで
働働
いい
てて
みみ
たた
いい
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
入
所
施
設

□
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
通
所
施
設

□
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

-
 1

0
 -

 

◆◆
たた
すす
けけ
ああ
いい
にに
つつ
いい
てて
（（
ああ
なな
たた
とと
まま
わわ
りり
のの
人人
のの
「「
たた
すす
けけ
ああ
いい
」」
にに
つつ
いい
てて
おお
伺伺
いい
しし
まま
すす
。。
））

 

 
問問

44
44
．．
ああ
なな
たた
のの
心心
配配
事事
やや
愚愚
痴痴
（（
ぐぐ
ちち
））
をを
聞聞
いい
てて
くく
れれ
るる
人人
はは
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
人人
でで
すす
かか
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
配
偶
者

□
同
居
の
子
ど
も

□
別
居
の
子
ど
も

□
兄
弟
姉
妹
・
親
戚
・
親
・
孫

□
近
隣

□
友
人

□
そ
の
他
（

）

□
そ
の
よ
う
な
人
は
い
な
い

 
問問

44
55
．．
反反
対対
にに
、、
ああ
なな
たた
がが
心心
配配
事事
やや
愚愚
痴痴
（（
ぐぐ
ちち
））
をを
聞聞
いい
てて
ああ
げげ
るる
人人
はは
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
人人
でで
すす
かか
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
配
偶
者

□
同
居
の
子
ど
も

□
別
居
の
子
ど
も

□
兄
弟
姉
妹
・
親
戚
・
親
・
孫

□
近
隣

□
友
人

□
そ
の
他
（

）

□
そ
の
よ
う
な
人
は
い
な
い

 
問問

44
66
．．
ああ
なな
たた
がが
病病
気気
でで
数数
日日
間間
寝寝
込込
んん
だだ
とと
きき
にに
、、
看看
病病
やや
世世
話話
をを
しし
てて
くく
れれ
るる
人人
はは
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
人人
でで
すす
かか
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
配
偶
者

□
同
居
の
子
ど
も

□
別
居
の
子
ど
も

□
兄
弟
姉
妹
・
親
戚
・
親
・
孫

□
近
隣

□
友
人

□
そ
の
他
（

）

□
そ
の
よ
う
な
人
は
い
な
い

 
問問

44
77
．．
反反
対対
にに
、、
ああ
なな
たた
がが
看看
病病
やや
世世
話話
をを
しし
てて
ああ
げげ
るる
人人
はは
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
人人
でで
すす
かか
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
配
偶
者

□
同
居
の
子
ど
も

□
別
居
の
子
ど
も

□
兄
弟
姉
妹
・
親
戚
・
親
・
孫

□
近
隣

□
友
人

□
そ
の
他
（

）

□
そ
の
よ
う
な
人
は
い
な
い
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-
 1

1
 -

 

◆◆
健健
康康
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問

44
88
．．
現現
在在
のの
ああ
なな
たた
のの
健健
康康
状状
態態
はは
いい
かか
がが
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
と
て
も
よ
い

□
ま
あ
よ
い

□
あ
ま
り
よ
く
な
い

□
よ
く
な
い

 
問問

44
99
．．
過過
去去
１１
年年
間間
にに
健健
診診
（（
健健
康康
診診
断断
やや
健健
康康
診診
査査
））
、、
人人
間間
ドド
ッッ
クク
をを
受受
けけ
まま
しし
たた
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

55
00
．．
ああ
なな
たた
はは
、、
現現
在在
どど
のの
程程
度度
幸幸
せせ
でで
すす
かか
。。

  

※※
「「
とと
てて
もも
不不
幸幸
」」
をを

00
点点
、、
「「
とと
てて
もも
幸幸
せせ
」」
をを

11
00
点点
とと
しし
てて
、、
回回
答答
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

  

と
て
も

不
幸

と
て
も

幸
せ

０
点

１
点

２
点

３
点

４
点

５
点

６
点

７
点

８
点

９
点

点

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

 
問問

55
11
．．
ここ
のの
１１
かか
月月
間間
、、
気気
分分
がが
沈沈
んん
だだ
りり
、、
ゆゆ
うう
うう
つつ
なな
気気
持持
ちち
にに
なな
っっ
たた
りり
すす
るる
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
かか
。。

 
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

55
22
．．
ここ
のの
１１
かか
月月
間間
、、
どど
うう
しし
てて
もも
物物
事事
にに
対対
しし
てて
興興
味味
がが
わわ
かか
なな
いい
、、
ああ
るる
いい
はは
心心
かか
らら
楽楽
しし
めめ
なな
いい
感感
じじ

がが
よよ
くく
ああ
りり
まま
しし
たた
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

55
33
．．
タタ
ババ
ココ
はは
吸吸
っっ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
ほ
ぼ
毎
日
吸
っ
て
い
る

□
時
々
吸
っ
て
い
る

□
吸
っ
て
い
た
が
や
め
た

□
も
と
も
と
吸
っ
て
い
な
い

  
 

-
 1

2
 -

 

問問
55

44
．．
現現
在在
治治
療療
中中
、、
まま
たた
はは
後後
遺遺
症症
のの
ああ
るる
病病
気気
はは
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

 

□
な
い

□
高
血
圧

□
脳
卒
中
（
脳
出
血
・
脳
梗
塞
等
）

□
心
臓
病

□
糖
尿
病

□
高
脂
血
症
（
脂
質
異
常
）

□
呼
吸
器
の
病
気
（
肺
炎
や
気
管
支
炎
等
）

□
胃
腸
・
肝
臓
・
胆
の
う
の
病
気

□
腎
臓
・
前
立
腺
の
病
気

□
筋
骨
格
の
病
気
（
骨
粗
し
ょ
う
症
、
関
節
症
等
）

□
外
傷
（
転
倒
・
骨
折
等
）

□
が
ん
（
悪
性
新
生
物
）

□
血
液
・
免
疫
の
病
気

□
う
つ
病

□
認
知
症
（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
等
）

□
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

□
目
の
病
気

□
耳
の
病
気

□
そ
の
他
（

）

 
【【
かか
かか
りり
つつ
けけ
のの
医医
療療
機機
関関
にに
つつ
いい
てて
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

  

問問
55

55
．．
かか
かか
りり
つつ
けけ
のの
医医
療療
機機
関関
にに
つつ
いい
てて
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
項項
目目
にに
おお
いい
てて
ああ
てて
はは
まま
るる
回回
答答
にに
チチ
ェェ
ッッ
クク
をを

付付
けけ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

項
目

は
い

い
い

え

①
か
か
り
つ
け
の
医
師
は
い
ま
す
か

□
□

②
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
は
い
ま
す
か

□
 

□

③
か
か
り
つ
け
の
薬
局
は
あ
り
ま
す
か

□
 

□

  
問問

55
66
．．
ああ
なな
たた
自自
身身
がが
介介
護護
をを
必必
要要
とと
すす
るる
状状
態態
とと
なな
っっ
たた
場場
合合
にに
、、
どど
のの
よよ
うう
にに
しし
たた
いい
でで
すす
かか
。。（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
自
宅
で
家
族
の
介
護
を
中
心
に
受
け
な
が
ら
生
活
し
た
い

□
自
宅
で
介
護
保
険
等
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
生
活
し
た
い

□
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
施
設
に
入
所
し
た
い

□
安
否
確
認
や
生
活
相
談
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
付
い
た
高
齢
者
向
け
の
住
ま
い
に
入
居
し
た
い

□
病
院
等
の
医
療
機
関
に
入
院
し
た
い

□
わ
か
ら
な
い
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問問
55

77
．．
ごご
家家
族族
がが
介介
護護
をを
必必
要要
とと
すす
るる
状状
態態
にに
なな
っっ
たた
場場
合合
にに
、、
どど
のの
よよ
うう
にに
しし
たた
いい
でで
すす
かか
。。（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
自
宅
で
家
族
介
護
を
中
心
に
介
護
し
た
い

□
自
宅
で
介
護
保
険
等
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
介
護
し
た
い

□
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
施
設
に
入
所
さ
せ
た
い

□
安
否
確
認
や
生
活
相
談
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
付
い
た
高
齢
者
向
け
の
住
ま
い
に
入
居
さ
せ
た
い

□
病
院
等
の
医
療
機
関
に
入
院
さ
せ
た
い

□
わ
か
ら
な
い

 
問問

55
88
．．
ああ
なな
たた
はは
、、
終終
末末
期期
（（
治治
療療
やや
回回
復復
のの
見見
込込
みみ
のの
なな
いい
状状
態態
とと
なな
っっ
たた
場場
合合
））
をを
どど
ここ
でで
過過
ごご
しし
たた
いい
とと

思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
自
宅

□
医
療
機
関
（
病
院
や
診
療
所
）

□
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
施
設

□
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

□
そ
の
他
（

）

□
わ
か
ら
な
い

 
問問

55
99
．．
終終
末末
期期
のの
在在
宅宅
でで
のの
生生
活活
にに
つつ
いい
てて
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
ここ
とと
にに
不不
安安
をを
感感
じじ
まま
すす
かか
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
自
宅
で
十
分
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
か
心
配

□
医
師
の
訪
問
診
療
や
往
診
を
受
け
ら
れ
る
か
心
配

□
急
変
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
体
制
が
心
配

□
経
済
的
な
負
担
が
心
配

□
家
族
の
介
護
等
の
負
担
が
心
配

□
そ
の
他
（

）

□
特
に
不
安
は
感
じ
な
い

  
 

-
 1

4
 -

 

◆◆
介介
護護
予予
防防
・・
認認
知知
症症
施施
策策
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問

66
00
．．
寝寝
たた
きき
りり
やや
認認
知知
症症
なな
どど
、、
介介
護護
をを
必必
要要
とと
すす
るる
状状
態態
にに
なな
らら
なな
いい
よよ
うう
、、
介介
護護
予予
防防
にに
取取
りり
組組
んん
でで

いい
まま
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

□
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
→→
問問

66
00

--
11
へへ

□
き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
取
り
組
み
た
い
（
き
っ
か
け
：

）

□
体
力
が
落
ち
て
き
た
ら
取
り
組
み
た
い

□
も
う
少
し
歳
を
と
っ
て
か
ら
取
り
組
み
た
い

□
興
味
が
あ
る
が
、
具
体
的
な
取
り
組
み
方
が
わ
か
ら
な
い

□
興
味
・
関
心
が
な
い

□
そ
の
他
（

）

 
問問

66
00
－－
１１
．．
【【
問問

66
00
でで
「「
意意
識識
しし
てて
取取
りり
組組
んん
でで
いい
るる
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
介介
護護
予予
防防
とと
しし
てて
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
ここ
とと
にに
取取
りり
組組
んん
でで
いい
まま
すす
かか
。。
まま
たた
、、
取取
りり
組組
んん
でで
いい
るる
項項
目目
にに
つつ
いい

てて
、、
意意
識識
しし
てて
取取
りり
組組
みみ
始始
めめ
たた
年年
齢齢
をを
ごご
記記
入入
くく
だだ
ささ
いい
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
、、
該該
当当
すす
るる
□□
内内
にに
数数
字字
をを
ごご
記記
入入
くく
だだ
ささ
いい
））

  

取
り
組
ん
で
い
る
項
目

取
り
組
み
始
め
た
年
齢

□
 ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
（
ス
ト
レ
ッ
チ
）
な
ど
、
定
期
的
に
体
を
動
か
し
て
い
る

歳
頃
か
ら

□
 食

事
の
回
数
や
量
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
て
い
る

歳
頃
か
ら

□
 口

の
中
の
健
康
を
保
つ
よ
う
に
心
が
け
て
い
る

歳
頃
か
ら

□
 人

と
話
す
よ
う
に
し
て
い
る

歳
頃
か
ら

□
 そ

の
他
（

）
歳
頃
か
ら

 
問問

66
11
．．
介介
護護
予予
防防
やや
健健
康康
づづ
くく
りり
にに
関関
すす
るる
活活
動動
にに
つつ
いい
てて
、、
自自
宅宅
かか
らら
どど
のの
程程
度度
のの
移移
動動
時時
間間
でで
ああ
れれ
ばば
参参
加加

しし
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
徒
歩
・
自
転
車
で
１
０
分
以
内

□
徒
歩
・
自
転
車
で
３
０
分
以
内

□
徒
歩
・
自
転
車
で
１
時
間
以
内

□
交
通
機
関
（
自
家
用
車
・
バ
ス
・
電
車
等
）
を
利
用
し
て

１
０
分
以
内

□
交
通
機
関
（
自
家
用
車
・
バ
ス
・
電
車
等
）
を
利
用
し
て
３
０
分
以
内

□
交
通
機
関
（
自
家
用
車
・
バ
ス
・
電
車
等
）
を
利
用
し
て

１
時
間
以
内

□
移
動
時
間
は
ど
れ
だ
け
か
か
っ
て
も
参
加
し
た
い

□
参
加
し
た
く
な
い

問問
66

11
へへ
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問問
66

22
．．
認認
知知
症症
にに
つつ
いい
てて
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
項項
目目
にに
おお
いい
てて
ああ
てて
はは
まま
るる
回回
答答
にに
チチ
ェェ
ッッ
クク
をを
付付
けけ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

 
（ （
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

項
目

知
っ

て
い

る
知

ら
な
い

①
自
分
の
心
が
け
や
取
り
組
み
で

発
症
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

□
□

②
認

知
症

か
も
し

れ
な

い
と
思

っ
た
ら

な
る
べ

く
早

く
医

師
等

に
相

談
し
た

ほ
う
が
良
い
こ
と

□
 

□

③
認
知
症
の
方
が
入
所
す
る
介
護
施
設
が
あ
る
こ
と

□
 

□

④
家
族
が
症
状
や
特
性
を
理
解
す
る
こ
と
で
自
宅
で
の
生
活
も
可
能
な
こ
と

□
 

□

⑤
消
費
者
被
害
に
関
す
る
相
談
窓
口
が
あ
る
こ
と

□
 

□

⑥
「
成
年
後
見
制
度
」

認
知

症
等

に
よ
り

判
断

能
力
が

十
分

で
な

い
方

に
代

わ
っ
て

、
法

的
に
権

限
が
与
え
ら
れ
た
代
理
人
（
成
年
後
見
人
等
）
が
財
産
管
理
や
身
上
保
護
を

行
う
制
度

□
 

□

⑦
「

み
ん

な
の

カ
フ

ェ
（

認
知

症
カ

フ
ェ

）
」

認
知

症
の

方
や

家
族

、
地

域
の

方
な

ど
が

集
ま

る
カ

フ
ェ

□
 

□

⑧
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

講
座

を
通

じ
て

認
知

症
に

つ
い

て
の

正
し

い
知

識
や

つ
き

あ
い

方
を

理

解
し

、
自

分
で

で
き

る
範

囲
で

認
知

症
の

方
や

家
族

を
応

援
す

る
も

の

□
 

□

⑨
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
貸
出
」

行
方

不
明

と
な
っ

た
高

齢
者
を

Ｇ
Ｐ

Ｓ
と

携
帯

電
話

の
通
信

網
を

活
用
し

て
早
期
に
発
見
す
る
事
業

□
 

□

⑩
「
も
の
忘
れ
相
談
医
」

地
域
の
専
門
外
の
医
師
で
あ
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
も
認
知
症
患
者
の
診
療

を
行
い
、
専
門
医
療
機
関
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
進

め
る
取
組

□
 

□

  
問問

66
33
．．
ああ
なな
たた
はは
、、
認認
知知
症症
ササ
ポポ
ーー
タタ
ーー
養養
成成
講講
座座
をを
受受
けけ
てて
みみ
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
既
に
受
け
た
こ
と
が
あ
る

□
受
け
て
み
た
い

□
特
に
受
け
て
み
た
い
と
は
思
わ
な
い

□
わ
か
ら
な
い

 
問問

66
44
．．
ああ
なな
たた
はは
、、
認認
知知
症症
のの
症症
状状
がが
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
又又
はは
ごご
家家
族族
にに
認認
知知
症症
のの
症症
状状
がが
ああ
るる
人人
はは
いい
まま
すす
かか
。。

  

（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
 

-
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6
 -

 

問問
66

55
．．
認認
知知
症症
にに
関関
すす
るる
相相
談談
窓窓
口口
をを
ごご
存存
知知
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

※
認
知
症
に
関
す
る
相
談
は
、
医
療
機
関
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 
 ◆◆
市市
のの
施施
策策
・・
事事
業業
、、
介介
護護
保保
険険
制制
度度
にに
つつ
いい
てて

 

問 問
66

66
．．
高高
齢齢
者者
のの
総総
合合
相相
談談
窓窓
口口
でで
ああ
るる
「「
地地
域域
包包
括括
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
」」
をを
ごご
存存
知知
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））  

□
相
談
や
介
護
予
防
教
室
な
ど
で
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る

□
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
事
業
内
容
を
知
っ
て
い
る

□
事
業
内
容
は
知
ら
な
い
が
、
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る

□
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

 
問問

66
77
．．
本本
市市
でで
はは
、、
災災
害害
がが
発発
生生
しし
たた
際際
、、
自自
らら
避避
難難
すす
るる
ここ
とと
がが
困困
難難
なな
方方
をを
対対
象象
にに
、、
避避
難難
をを
支支
援援
すす
るる

「「
避避
難難
行行
動動
要要
支支
援援
者者
支支
援援
事事
業業
」」
をを
行行
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

ああ
なな
たた
はは
、、
「「
避避
難難
行行
動動
要要
支支
援援
者者
支支
援援
事事
業業
」」
をを
ごご
存存
知知
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
知
っ
て
い
る

□
知
ら
な
い

 
問問

66
88
．．
健健
康康
やや
福福
祉祉
にに
つつ
いい
てて
心心
配配
にに
なな
っっ
たた
とと
きき
のの
主主
なな
相相
談談
先先
はは
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

66
99
．．
ああ
なな
たた
自自
身身
がが
特特
別別
養養
護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
なな
どど
のの
介介
護護
施施
設設
にに
入入
所所
すす
るる
場場
合合
、、
どど
ちち
らら
のの
タタ
イイ
ププ
をを
希希
望望

しし
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
個
室
（
他
者
と
顔
を
合
わ
せ
る
事
が
で
き
る
居
間
等
の
共
有
空
間
が
あ
る
タ
イ
プ
）

□
多
床
室
（
個
室
に
比
べ
て
安
価
で
、
２
人
～
４
人
の
方
が
同
室
の
タ
イ
プ
）

問 問
77

00
．．
ごご
家家
族族
がが
特特
別別
養養
護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
なな
どど
のの
介介
護護
施施
設設
にに
入入
所所
すす
るる
場場
合合
、、
どど
ちち
らら
のの
タタ
イイ
ププ
をを
希希
望望

しし
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
個
室
（
他
者
と
顔
を
合
わ
せ
る
事
が
で
き
る
居
間
等
の
共
有
空
間
が
あ
る
タ
イ
プ
）

□
多
床
室
（
個
室
に
比
べ
て
安
価
で
、
２
人
～
４
人
の
方
が
同
室
の
タ
イ
プ
）
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問問
77

11
．．
介介
護護
保保
険険
料料
のの
段段
階階
をを
教教
ええ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
第
１
段
階
（
年
額

円
）

□
第
２
段
階
（
年
額

円
）

□
第
３
段
階
（
年
額

円
）

□
第
４
段
階
（
年
額

円
）

□
第
５
段
階
（
年
額

円
）

□
第
６
段
階
（
年
額

円
）

□
第
７
段
階
（
年
額

円
）

□
第
８
段
階
（
年
額

円
）

□
第
９
段
階
（
年
額

円
）

□
第

段
階
（
年
額

円
）

□
第

段
階
（
年
額

円
）

□
第

段
階
（
年
額

円
）

□
第

段
階
（
年
額

円
）

□
わ
か
ら
な
い

 
問問

77
22
．．
介介
護護
保保
険険
料料
にに
つつ
いい
てて
どど
のの
よよ
うう
にに
感感
じじ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
負
担
と
は
感
じ
な
い

□
そ
れ
ほ
ど
負
担
と
は
感
じ
な
い

□
多
少
負
担
を
感
じ
る

□
負
担
と
感
じ
る

□
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

□
わ
か
ら
な
い

 
問問

77
33
．．
介介
護護
保保
険険
料料
はは
、、
市市
全全
体体
のの
介介
護護
保保
険険
ササ
ーー
ビビ
スス
のの
利利
用用
状状
況況
等等
かか
らら
、、
３３
年年
ごご
とと
にに
決決
定定
ささ
れれ
まま
すす
。。

介介
護護
保保
険険
ササ
ーー
ビビ
スス
をを
拡拡
大大
・・
充充
実実
ささ
せせ
るる
とと
介介
護護
保保
険険
料料
はは
高高
くく
なな
りり
まま
すす
。。

 
介 介
護護
保保
険険
ササ
ーー
ビビ
スス
とと
介介
護護
保保
険険
料料
にに
つつ
いい
てて
、、
どど
のの
よよ
うう
にに
おお
考考
ええ
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
介
護
保
険
料
が
高
く
て
も
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
る
方
が
良
い

□
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
抑
え
て
も
、
介
護
保
険
料
の
上
り
幅
を
抑
え
た
方
が
良
い

□
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
問問

77
44
．．
介介
護護
保保
険険
制制
度度
にに
つつ
いい
てて
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
項項
目目
にに
おお
いい
てて
ああ
てて
はは
まま
るる
回回
答答
にに
チチ
ェェ
ッッ
クク
をを
付付
けけ
てて
くく
だだ

ささ
いい
。。
（（
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

項
目

は
い

い
い

え
ど

ち
ら
と

も

い
え

な
い

①
介
護
保
険
の
仕
組
み
を
知
っ
て
い
ま
す
か

□
□

□

②
要

介
護

の
状

態
に

よ
っ

て
、

さ
ま

ざ
ま

な
サ

ー
ビ

ス
を

利

用
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か

□
 

□
 

□

③
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

や
施

設
を

選
択

で
き

る
こ

と
を

知
っ

て

い
ま
す
か

□
 

□
 

□

   
  

-
 1

8
 -

 

問問
77

55
．．
現現
在在
、、
市市
でで
はは
「「
独独
自自
制制
度度
」」
とと
しし
てて
、、
要要
支支
援援
・・
要要
介介
護護
認認
定定
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
在在
宅宅
のの
方方
をを
対対
象象
にに
、、

紙紙
おお
むむ
つつ
給給
付付
事事
業業
をを
実実
施施
しし
てて
いい
まま
すす
。。

平平
成成
３３
００
年年
８８
月月
よよ
りり
、、
軽軽
度度
認認
定定
者者
（（
介介
護護
度度
のの
軽軽
いい
、、
要要
支支
援援
１１
・・
２２
及及
びび
要要
介介
護護
１１
のの
方方
））
にに

つつ
いい
てて
はは
支支
給給
要要
件件
のの
厳厳
格格
化化
をを
行行
いい
まま
しし
たた
がが
、、
紙紙
おお
むむ
つつ
給給
付付
事事
業業
のの
支支
給給
額額
はは
増増
加加
しし
てて
おお
りり
、、

まま
たた
、、
国国
県県
等等
にに
よよ
るる
補補
助助
がが
なな
くく
なな
るる
可可
能能
性性
がが
ああ
りり
、、
介介
護護
保保
険険
料料
がが
高高
くく
なな
るる
見見
込込
みみ
でで
すす
。。
  

今今
後後
、、
紙紙
おお
むむ
つつ
給給
付付
事事
業業
にに
つつ
いい
てて
見見
直直
しし
をを
行行
うう
とと
すす
れれ
ばば
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
ここ
とと
にに
重重
点点
をを
置置
くく

べべ
きき
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
介
護
保
険
料
が
上
が
っ
て
も
、
現
行
通
り
の
内
容
で
継
続
し
た
方
が
よ
い

□
介
護
負
担
が
特
に
重
い
方
の
支
援
に
重
点
化
し
、
介
護
度
の
高
い
方
に
限
定
し
た
方
が
よ
い

（
軽
度
認
定
者
は
利
用
で
き
な
く
て
も
や
む
を
得
な
い
）

□
寝
た
き
り
な
ど
常
に
紙
お
む
つ
が
必
要
な
方
の
み
に
限
定
し
た
方
が
よ
い

□
紙
お
む
つ
給
付
事
業
は
、
市
の
独
自
制
度
と
し
て
必
要
性
は
低
い

 
問問

77
66
．．
現現
在在
、、
市市
でで
はは
「「
独独
自自
制制
度度
」」
とと
しし
てて
、、
介介
護護
保保
険険
をを
利利
用用
しし
てて
いい
るる
住住
民民
税税
非非
課課
税税
世世
帯帯
のの
方方
をを

対対
象象
にに
、、
介介
護護
保保
険険
のの
自自
己己
負負
担担
額額
をを
一一
部部
助助
成成
すす
るる
「「
低低
所所
得得
者者
助助
成成
金金
制制
度度
」」
をを
実実
施施
しし
てて
いい
まま
すす
。。

ここ
れれ
はは
市市
のの
財財
源源
かか
らら
助助
成成
をを
行行
っっ
てて
おお
りり
まま
すす
がが
、、
今今
後後
もも
ここ
のの
助助
成成
金金
制制
度度
がが
必必
要要
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。

（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
今
ま
で
通
り
の
助
成
金
制
度
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
→→

PP
11

99
へへ

□
助
成
金
制
度
の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
→→
問問

77
66

--
11
へへ

□
税
金
の
使
い
道
と
し
て
助
成
金
制
度
は
必
要
な
い
と
思
う
→→

PP
11

99
へへ

□
そ
の
他
（

）
→→

PP
11

99
へへ

 
問問

77
66
－－
１１
．．【【
問問

77
66
でで
「「
助助
成成
金金
制制
度度
のの
見見
直直
しし
をを
行行
うう
必必
要要
がが
ああ
るる
とと
思思
うう
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね

しし
まま
すす
。。
】】

 
どど
のの
よよ
うう
なな
観観
点点
かか
らら
見見
直直
しし
がが
必必
要要
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
対
象
者
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）
を
さ
ら
に
限
定
し
た
ほ
う
が
よ
い

□
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
限
定
し
た
ほ
う
が
よ
い
（
現
在
：
介
護
保
険
の
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
が
対
象
）

□
一
定
額
以
上
の
負
担
額
が
あ
る
方
に
限
定
し
た
ほ
う
が
よ
い

（
現
在
：
負
担
額
の
要
件
は
な
し

）
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 ◆◆
介介
護護
保保
険険
制制
度度
やや
高高
齢齢
者者
福福
祉祉
ササ
ーー
ビビ
スス
なな
どど
にに
つつ
いい
てて
、、
ごご
意意
見見
・・
ごご
要要
望望
なな
どど
がが

ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
らら
、、
ごご
自自
由由
にに
おお
書書
きき
くく
だだ
ささ
いい
。。

 

 

【【
自自
由由
記記
入入
欄欄
】】

  

 
 

質質
問問

はは
以以

上上
にに

なな
りり

まま
すす

。。

おお
忙忙

しし
いい

中中
、、

ごご
協協

力力
ああ

りり
がが

とと
うう

ごご
ざざ

いい
まま

しし
たた

。。

同同
封封

のの
返返

信信
用用

封封
筒筒

にに
ここ

のの
調調

査査
票票

のの
みみ

をを
入入

れれ
てて

、、

１１
月月

３３
１１

日日
（（

金金
））

まま
でで

にに
投投

函函
しし

てて
くく

だだ
ささ

いい
。。
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所
沢
市
高
齢
者
福
祉
・
介
護
実
態
調
査

ご
協
力
の
お
願
い

（
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方
／
主
に
介
護
を
し
て
い
る
方
）

市
民

の
皆

さ
ま

に
は

、
日

ご
ろ

よ
り

市
政

発
展

の
た

め
、
ご

理
解

と
ご

協
力

い
た

だ
き

厚
く

お
礼

申
し

上
げ

ま
す

。

所
沢
市
で
は
、「

第
８
期
所
沢
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
令
和
３
年
度
～
令

和
５
年

度
）
※

」
を
策

定
す
る
に

あ
た
り

、
皆
さ

ま
の
生
活

実
態
や

ご
意
見

を
お
聞
か

せ
い
た
だ

く
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
調

査
の
対

象
と
な

る
方
に
つ

き
ま
し

て
は
、

所
沢
市
に

お
住
ま

い
で

要
支

援
認
定

を
受
け

て
い
る

方
の
中

か
ら
、

２
４

０
名

を
無
作

為
に
選

ば
せ
て
い

た
だ
き

ま
し
た

。
本
調
査

は
、
要
支

援
認
定

を
受
け

て
い
る

方
を

主
に

介
護
し

て
い
る

方
へ
の
質

問
も
設

け
ら
れ

て
い
ま
す

。
ご
回
答

い
た
だ
い
た
内
容
は
す
べ
て
統
計
的
に
処
理
し
、
他
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
忙
し

い
と
こ

ろ
誠
に

恐
縮
で
す

が
、
調

査
の
趣

旨
に
ご
理

解
を
い

た
だ
き

、
ご
協
力

を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

令
和
２
年
１
月

所
沢
市

長
藤
本

正
人

※
こ
の
計
画
は
、
高
齢
者
に
関
す
る
福
祉
施
策
や
認
知
症
施
策
を
定
め
る
と
と
も
に
、
令
和
３
年
度
か
ら
の

介
護

保
険

料
を
決

め
る

た
め
の

介
護
保

険
サ
ー

ビ
ス

見
込
量

を
定

め
る

重
要

な
も

の
で
す

。
所
沢

市
の
実

態
に
合
っ
た
計
画
を
作
成
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
【【

ここ
のの

調調
査査
票票

のの
ごご

記記
入入
にに

ああ
たた

っっ
てて
】】

●
こ
の
調
査
は
、
無
記
名
で
す
。

●
こ
の
調
査
は
、
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
の
状
況
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

●
あ
て
名
の
方
ご
本
人
お
ひ
と
り
で
の
回
答
が
む
ず
か
し
い
場
合
は
ご
家
族
の
方
が
お
手
伝
い
い
た
だ
く
か
、

あ
て
名
の
方
の
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
ご
家
族
の
方
が
代
わ
り
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
ご

回
答

は
、

あ
て

は
ま

る
回

答
に
□□

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
質

問
に

よ
っ

て
は

、
「

回
答

は
１

つ
」

「
あ

て
は

ま
る

も
の

す
べ

て
に

回
答

」
な
ど
、
□□

を
つ
け
る
数
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
２
０
ペ
ー
ジ
以
降
の
質
問
は
、「

主
に
介
護
し
て
い
る
同
居
の
ご
家
族
の
方
」
に
お
答
え
い
た
だ
く
質
問
と

な
り
ま
す
。「

お
一
人
暮
ら
し
の
方
」、
「
同
居
の
ご
家
族
か
ら
介
護
を
受
け
て
い
な
い
方
」
は
、
１
９
ペ
ー
ジ

以
降
の
回
答
は
不
要
で
す
。

●
あ

て
名

の
方

が
何

ら
か

の
事

情
に

よ
り

調
査

で
き

な
い

場
合

に
は

、
下

の
い

ず
れ

か
に

チ
ェ

ッ
ク

を

つ
け

て
ご

返
送

く
だ

さ
い

。

□
医
療
機
関
に
入
院
中

□
市
外
に
転
居

□
そ
の
他
（

）

●
ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
１１

月月
３３

１１
日日

（（
金金

））
ま
で
に
ご
返
送

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の

調
査

票
に

つ
い

て
の

お
問

い
合
わ

せ
は

、
下

記
ま

で
お

願
い
い

た
し

ま
す

。

所
沢

市
福

祉
部

高
齢

者
支

援
課

電
話

０
４
（

２
９

９
８

）
９
１

２
０

Ｆ
Ａ

Ｘ
０

４
（

２
９

９
８

）
９
１

３
８

所
沢

市
福

祉
部

介
護

保
険

課
電

話
０

４
（

２
９

９
８

）
９
４

２
０

Ｆ
Ａ

Ｘ
０

４
（

２
９

９
８

）
９
４

１
０

【【
調調
査査

のの
目目
的的

及及
びび

活活
用用
目目

的的
にに

つつ
いい
てて

】】

◆
こ
の
調
査
は
、
効
果
的
な
介
護
予
防
政
策
の
立
案
と
効
果
評
価
の
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。
本
調
査
で
得

ら
れ
た
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所
沢
市
に
よ
る

高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
と
効
果

評
価
の
目
的
以
外
に
は
利
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
当
該
情
報
に
つ
い
て
は
、
所
沢
市
で
適
切
に
管
理

い
た
し
ま
す
。

◆
た
だ
し
、
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
時
お
よ
び
効
果
評
価
時
に
本
調
査
で
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
に
あ
た
り
、
厚
生
労
働
省
の
管
理
す
る
所
沢
市
外
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
内
に
情
報
を
登

録
し
、
必
要
に
応
じ
て
集
計
・
分
析
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
集
計
・
分
析
の
た
め
に
登
録
す
る

本
情
報
は
無
記
名
で
あ
り
、
個
人
を
特
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
本
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
以
下
の
方
法
で
公
開
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

公
開
方
法
：
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー

公
開
時
期
：
令
和
２
年
５
月
以
降
（
予
定
）
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ああ
てて
名名
のの
ごご
本本
人人
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問
１１
．．
以以
下下
はは
ああ
てて
名名
のの
ごご
本本
人人
にに
つつ
いい
てて
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。

 
（（
令令
和和
２２
年年
１１
月月
１１
日日
現現
在在
でで
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
））

  

年
齢

□
～

歳

□
～

歳

□
～

歳

□
～

歳

□
～

歳

□
歳
以
上

性
別

□
男

□
女

要
介

護
度

□
要
支
援
１

□
要
支
援

２
□

そ
の
他

（
）

 
問問
２２
．．
おお
住住
まま
いい
のの
地地
区区
にに
つつ
いい
てて
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。

 

□
所
沢
地
区

（
宮
本
町
、
西
所
沢
、
金
山
町
、
喜
多
町
、
有
楽
町
、
北
有
楽
町
、
日
吉
町
、
東
町
、

寿
町
、
元
町
、
御
幸
町
、
旭
町
、
星
の
宮
、
く
す
の
き
台
１
～
２
丁
目
）

□
松
井
東
地
区

（
下
安
松
、
松
郷
、
東
所
沢
和
田
）

□
松
井
西
地
区

（
上
安
松
、
牛
沼
、
東
新
井
町
、
西
新
井
町
）

□
柳
瀬
地
区

（
東
所
沢
、
本
郷
、
南
永
井
、
日
比
田
、
亀
ヶ
谷
、
城
、
坂
之
下
、
新
郷
）

□
富
岡
地
区

（
北
中
、
岩
岡
町
、
北
岩
岡
、
所
沢
新
町
、
中
富
、
中
富
南
、
下
富
、
神
米
金
）

□
新
所
沢
地
区

（
緑
町
、
榎
町
、
泉
町
、
青
葉
台
、
け
や
き
台
、
向
陽
町
）

□
新
所
沢
東
地
区

（
松
葉
町
、
弥
生
町
、
美
原
町
、
北
所
沢
町
、
花
園
）

□
三
ケ
島
第
１
地
区

（
三
ヶ
島
、
堀
之
内
、
糀
谷
、
林
、
和
ヶ
原
、
西
狭
山
ヶ
丘
）

□
三
ケ
島
第
２
地
区

（
東
狭
山
ヶ
丘
、
狭
山
ヶ
丘
、
若
狭
）

□
小
手
指
第
１
地
区

（
上
新
井
、
北
野
、
北
野
新
町
、
北
野
南
、
小
手
指
南
、
小
手
指
元
町
、

小
手
指
町
５
丁
目
、
小
手
指
台
）

□
小
手
指
第
２
地
区

（
小
手
指
町
１
～
４
丁
目
）

□
山
口
地
区

（
山
口
、
上
山
口
）

□
吾
妻
地
区

（
東
住
吉
、
西
住
吉
、
南
住
吉
、
久
米
、
北
秋
津
、
松
が
丘
、
荒
幡
、

く
す
の
き
台
３
丁
目
）

□
並
木
地
区

（
並
木
、
若
松
町
、
こ
ぶ
し
町
、
北
原
町
、
中
新
井
、
下
新
井
）

  
 

-
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◆◆
ああ
なな
たた
のの
ごご
家家
族族
やや
生生
活活
状状
況況
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問
３３
．．
家家
族族
構構
成成
をを
教教
ええ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
１
人
暮
ら
し
→→
問問

33
--
11
へへ

□
夫
婦
２
人
暮
ら
し

（
配

偶
者

歳
以

上
）
→→
問問

44
へへ

□
夫
婦
２
人
暮
ら
し

（
配

偶
者

歳
以

下
）
→→
問問

44
へへ

□
息
子
・
娘
と
の
２
世
帯
→→
問問

44
へへ

□
そ
の
他
→→
問問

44
へへ

（
）

 
問問
３３
－－
１１
．．
【【
問問
３３
でで
「「
１１
人人
暮暮
らら
しし
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
市市
内内
又又
はは
おお
住住
まま
いい
のの
近近
くく
（（

33
00
分分
以以
内内
程程
度度
））
にに
、、
ごご
家家
族族
はは
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
は
い
→→
問問

33
--
22
へへ

□
い
い
え
→→
問問

44
へへ

 
問問
３３
－－
２２
．．
【【
問問
３３
－－
１１
でで
「「
はは
いい
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
そそ
れれ
はは
どど
なな
たた
でで
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
配
偶
者
（
夫
・
妻
）

□
息
子

□
娘

□
子
の
配
偶
者

□
孫
・
ひ
孫

□
あ
な
た
や
配
偶
者
の
兄
弟
・
姉
妹

□
そ
の
他
（

）

 
問問
４４
．．
おお
住住
まま
いい
はは
一一
戸戸
建建
てて
、、
まま
たた
はは
集集
合合
住住
宅宅
のの
どど
ちち
らら
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
持
家
（
一
戸
建
て
）

□
持
家
（
集
合
住
宅
）

□
公
営
賃
貸
住
宅

□
民
間
賃
貸
住
宅
（
一
戸
建
て
）

□
民
間
賃
貸
住
宅
（
集
合
住
宅
）

□
借
間

□
そ
の
他
（

）

※
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
は
「
民
間
賃
貸
住
宅
（
集
合
住
宅
）」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 
問問
５５
．．
ああ
なな
たた
はは
、、
普普
段段
のの
生生
活活
でで
どど
なな
たた
かか
のの
介介
護護
・・
介介
助助
がが
必必
要要
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
介
護
・
介
助
は
必
要
な
い
→→
問問

55
--
11
へへ

□
何
ら
か
の
介
護
・
介
助
は
必
要
だ
が
、
現
在
は
受
け
て
い
な
い
→→
問問

55
--
２２
へへ

□
現
在
、
何
ら
か
の
介
護
を
受
け
て
い
る
→→
問問

55
--
３３
～～
問問

55
--
６６
へへ

（
介
護
認
定
を
受
け
ず
に
家
族
な
ど
の
介
護
を
受
け
て
い
る
場
合
も
含
む
）
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問問
５５
－－
１１
．．
【【
問問
５５
でで
「「
介介
護護
・・
介介
助助
はは
必必
要要
なな
いい
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
要要
介介
護護
認認
定定
のの
申申
請請
をを
しし
たた
理理
由由
はは
何何
でで
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
介
護
・
介
助
は
必
要
な
い
が
万
が
一
の
た
め
申
請
し
た

□
住
宅
改
修
、
福
祉
用
具
貸
与
・
購
入
の
み
を
利
用
す
る
た
め
申
請
し
た

□
以
前
は
介
護
・
介
助
が
必
要
だ
っ
た
た
め
申
請
し
た

□
親
族
等
、
周
囲
に
勧
め
ら
れ
た
た
め
申
請
し
た

□
そ
の
他
（

）

 
問問
５５
－－
２２
．．【【
問問
５５
でで
「「
何何
らら
かか
のの
介介
護護
・・
介介
助助
はは
必必
要要
だだ
がが
、、
現現
在在
はは
受受
けけ
てて
いい
なな
いい
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた

ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
介介
護護
保保
険険
ササ
ーー
ビビ
スス
をを
利利
用用
ささ
れれ
てて
いい
なな
いい
理理
由由
はは
何何
でで
すす
かか
。。（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））
  

□
利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
が
な
い

□
以
前
、
利
用
し
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
に
不
満
が
あ
っ
た

□
利
用
料
を
支
払
う
の
が
難
し
い

□
利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
い
、
身
近
に
な
い

□
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
が
手
続
き
や
利
用
方
法
が
わ
か
ら
な
い

□
そ
の
他
（

）

 
問問
５５
－－
３３
．．
【【
問問
５５
でで
「「
現現
在在
、、
何何
らら
かか
のの
介介
護護
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
主主
にに
どど
なな
たた
のの
介介
護護
をを
受受
けけ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
配
偶
者
（
夫
・
妻
）

□
息
子

□
娘

□
子
の
配
偶
者

□
孫

□
兄
弟
・
姉
妹

□
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
ヘ
ル
パ
ー

□
そ
の
他

（
）

 
問問
５５
－－
４４
．．
【【
問問
５５
でで
「「
現現
在在
、、
何何
らら
かか
のの
介介
護護
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
主主
なな
介介
護護
者者
のの
方方
がが
行行
っっ
てて
いい
るる
介介
護護
等等
にに
つつ
いい
てて
、、
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
日
中
の
排
泄

□
夜
間
の
排
泄

□
食
事
の
介
助
（
食
べ
る
時
）

□
入
浴
・
洗
身

□
身
だ
し
な
み
（
洗
顔
・
歯
磨
き
等
）

□
衣
服
の
着
脱

□
屋
内
の
移
乗
・
移
動

□
外
出
の
付
き
添
い
、
送
迎
等

□
服
薬

□
認
知
症
状
へ
の
対
応

□
医
療
面
で
の
対
応
（
経
管
栄
養
、
ス
ト
ー
マ
等
）

□
食
事
の
準
備
（
調
理
等
）

□
そ
の
他
の
家
事
（
掃
除
、
洗
濯
、
買
い
物
等
）

□
金
銭
管
理
や
生
活
面
に
必
要
な
諸
手
続
き

□
そ
の
他
（

）

□
わ
か
ら
な
い
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問問
５５
－－
５５
．．
【【
問問
５５
でで
「「
現現
在在
、、
何何
らら
かか
のの
介介
護護
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
介介
護護
・・
介介
助助
がが
必必
要要
とと
なな
っっ
たた
主主
なな
原原
因因
はは
何何
でで
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
脳
卒
中
（
脳
出
血
・
脳
梗
塞
等
）

□
心
臓
病

□
が
ん
（
悪
性
新
生
物
）

□
呼
吸
器
の
病
気
（
肺
気
腫
・
肺
炎
等
）

□
関
節
の
病
気
（
リ
ウ
マ
チ
等
）

□
認
知
症
（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
等
）

□
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

□
糖
尿
病

□
腎
疾
患
（
透
析
）

□
視
覚
・
聴
覚
障
害

□
骨
折
・
転
倒

□
脊
椎
損
傷

□
高
齢
に
よ
る
衰
弱

□
そ
の
他
（

）

□
不
明

 
問問
５５
－－
６６
．．
【【
問問
５５
でで
「「
現現
在在
、、
何何
らら
かか
のの
介介
護護
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
ごご
家家
族族
やや
ごご
親親
族族
のの
方方
かか
らら
のの
介介
護護
はは
、、
週週
にに
どど
のの
くく
らら
いい
ああ
りり
まま
すす
かか
。。

  

（（
同同
居居
しし
てて
いい
なな
いい
子子
どど
もも
やや
親親
族族
等等
かか
らら
のの
介介
護護
をを
含含
むむ
））
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
な
い

□
た
ま
に
あ
る
（
月
に
数
回
）

□
週
に
１
～
２
日
あ
る

□
週
に
３
～
４
日
あ
る

□
ほ
ぼ
毎
日
あ
る

 
問問
６６
．．
現現
在在
のの
暮暮
らら
しし
のの
状状
況況
をを
経経
済済
的的
にに
みみ
てて
どど
うう
感感
じじ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
大
変
苦
し
い

□
や
や
苦
し
い

□
ふ
つ
う

□
や
や
ゆ
と
り
が
あ
る

□
大
変
ゆ
と
り
が
あ
る

 
【【
大大
人人
用用
紙紙
おお
むむ
つつ
のの
利利
用用
状状
況況
にに
つつ
いい
てて
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

  

問問
７７
．．
現現
在在
、、
大大
人人
用用
紙紙
おお
むむ
つつ
をを
利利
用用
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
現
在
、
紙
お
む
つ
は
利
用
し
て
い
な
い

□
念
の
た
め
、
使
用
し
て
い
る
（
間
に
合
わ
な
い
時
や
外
出
時
用
）

□
寝
て
い
る
間
だ
け
、
使
用
し
て
い
る

□
寝
た
き
り
状
態
で
あ
り
、
常
時
使
用
し
て
い
る

□
昼
用
と
夜
用
を
使
い
分
け
て
、
常
時
使
用
し
て
い
る

□
そ
の
他
（

）
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◆◆
かか
らら
だだ
をを
動動
かか
すす
ここ
とと
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問
８８
．．
階階
段段
をを
手手
すす
りり
やや
壁壁
をを
つつ
たた
わわ
らら
ずず
にに
昇昇
っっ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

 
問問
９９
．．
椅椅
子子
にに
座座
っっ
たた
状状
態態
かか
らら
何何
もも
つつ
かか
まま
らら
ずず
にに
立立
ちち
上上
がが
っっ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

 
問問

11
00
．．
１１
５５
分分
位位
続続
けけ
てて
歩歩
いい
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

 
問問

11
11
．．
過過
去去
１１
年年
間間
にに
転転
んん
だだ
経経
験験
がが
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
何
度
も
あ
る

□
１
度
あ
る

□
な
い

 
問問

11
22
．．
転転
倒倒
にに
対対
すす
るる
不不
安安
はは
大大
きき
いい
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
と
て
も
不
安
で
あ
る

□
や
や
不
安
で
あ
る

□
あ
ま
り
不
安
で
な
い

□
不
安
で
な
い

 
問問

11
33
．．
週週
にに
１１
回回
以以
上上
はは
外外
出出
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
ほ
と
ん
ど
外
出
し
な
い
→→
問問

11
44
へへ

□
週
１
回
→→
問問

11
33

--
11
へへ

□
週
２
～
４
回
→→
問問

11
33

--
11
へへ

□
週
５
回
以
上
→→
問問

11
33

--
11
へへ

 
問問

11
33
－－
１１
．．【【
問問

11
33
でで
「「
週週
１１
回回
」」
、、「「
週週
２２
～～
４４
回回
」」
、、「「
週週
５５
回回
以以
上上
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
外外
出出
をを
すす
るる
際際
のの
主主
なな
行行
先先
はは
次次
のの
どど
ちち
らら
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
３３
つつ
まま
でで
））

  

□
買
い
物
を
す
る
場
所

□
会
合
・
サ
ー
ク
ル
活
動
・
学
習
の
た
め
の
施
設

□
体
操
等
、
地
域
の
通
い
の
場

□
病
院
、
診
療
所

□
飲
食
店

□
公
園
、
遊
歩
道

□
家
族
・
親
戚
や
友
人
・
知
人
の
家

□
文
化
・
娯
楽
施
設

□
行
楽
地
、
観
光
地

□
ス
ポ
ー
ツ
施
設

□
宗
教
的
な
施
設
・
場
所

□
農
園

□
職
場

□
入
浴
施
設

□
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
通
所
施
設

□
そ
の
他
（

）

 
 

-
 6

 -
 

問問
11

44
．．
昨昨
年年
とと
比比
べべ
てて
外外
出出
のの
回回
数数
がが
減減
っっ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
と
て
も
減
っ
て
い
る

□
減
っ
て
い
る

□
あ
ま
り
減
っ
て
い
な
い

□
減
っ
て
い
な
い

 
問問

11
55
．．
外外
出出
をを
控控
ええ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い
→→
問問

11
55

--
11
へへ

□
い
い
え
→→
問問

11
66
へへ

 
問問

11
55
－－
１１
．．
【【
問問

11
55
でで
「「
はは
いい
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
外外
出出
をを
控控
ええ
てて
いい
るる
理理
由由
はは
、、
次次
のの
どど
れれ
でで
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
病
気

□
障
害
（
脳
卒
中
の
後
遺
症
な
ど
）

□
足
腰
な
ど
の
痛
み

□
ト
イ
レ
の
心
配
（
失
禁
な
ど
）

□
耳
の
障
害
（聞
こ
え
の
問
題
な
ど
）

□
目
の
障
害

□
外
で
の
楽
し
み
が
な
い

□
経
済
的
に
出
ら
れ
な
い

□
交
通
手
段
が
な
い

□
そ
の
他
（

）

 
問問

11
66
．．
外外
出出
すす
るる
際際
のの
移移
動動
手手
段段
はは
何何
でで
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

 

□
徒
歩

□
自
転
車

□
バ
イ
ク

□
自
動
車
（
自
分
で
運
転
）

□
自
動
車
（
人
に
乗
せ
て
も
ら
う
）

□
電
車

□
路
線
バ
ス

□
病
院
や
施
設
の
バ
ス

□
車
い
す

□
電
動
車
い
す
（
カ
ー
ト
）

□
歩
行
器
・
シ
ル
バ
ー
カ
ー

□
タ
ク
シ
ー

□
そ
の
他
（

）

 ◆◆
食食
べべ
るる
ここ
とと
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問

11
77
．．
身身
長長
・・
体体
重重
をを
記記
入入
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

 

身
長
：

体
重
：

㎏

 
問問

11
88
．．
半半
年年
前前
にに
比比
べべ
てて
固固
いい
もも
のの
がが
食食
べべ
にに
くく
くく
なな
りり
まま
しし
たた
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え
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問問
11

99
．．
歯歯
のの
数数
とと
入入
れれ
歯歯
のの
利利
用用
状状
況況
をを
おお
教教
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。

 
（ （
成成
人人
のの
歯歯
のの
総総
本本
数数
はは
、、
親親
知知
らら
ずず
をを
含含
めめ
てて

33
22
本本
でで
すす
））
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
自
分
の
歯
は

本
以
上
、
か
つ
入
れ
歯
を
利
用

□
自
分
の
歯
は

本
以
上
、
入
れ
歯
の
利
用
な
し

□
自
分
の
歯
は

本
以
下
、
か
つ
入
れ
歯
を
利
用

□
自
分
の
歯
は

本
以
下
、
入
れ
歯
の
利
用
な
し

 
問問

22
00
．．
どど
なな
たた
かか
とと
食食
事事
をを
とと
もも
にに
すす
るる
機機
会会
はは
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
毎
日
あ
る

□
週
に
何
度
か
あ
る

□
月
に
何
度
か
あ
る

□
年
に
何
度
か
あ
る

□
ほ
と
ん
ど
な
い

 ◆◆
毎毎
日日
のの
生生
活活
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問

22
11
．．
物物
忘忘
れれ
がが
多多
いい
とと
感感
じじ
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

22
22
．．
ババ
スス
やや
電電
車車
をを
使使
っっ
てて
、、
１１
人人
でで
外外
出出
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
自自
家家
用用
車車
でで
もも
可可
））
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

 
問問

22
33
．．
自自
分分
でで
食食
品品
・・
日日
用用
品品
のの
買買
いい
物物
をを
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

 
問問

22
44
．．
自自
分分
でで
食食
事事
のの
用用
意意
をを
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

 
問問

22
55
．．
自自
分分
でで
請請
求求
書書
のの
支支
払払
いい
をを
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

 
問問

22
66
．．
自自
分分
でで
預預
貯貯
金金
のの
出出
しし
入入
れれ
をを
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

 
問問

22
77
．．
年年
金金
なな
どど
のの
書書
類類
（（
役役
所所
やや
病病
院院
なな
どど
にに
出出
すす
書書
類類
））
がが
書書
けけ
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

-
 8

 -
 

問問
22

88
．．
新新
聞聞
をを
読読
んん
でで
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

22
99
．．
本本
やや
雑雑
誌誌
をを
読読
んん
でで
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

33
00
．．
健健
康康
にに
つつ
いい
てて
のの
記記
事事
やや
番番
組組
にに
関関
心心
がが
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

33
11
．．
友友
人人
のの
家家
をを
訪訪
ねね
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

33
22
．．
家家
族族
やや
友友
人人
のの
相相
談談
にに
のの
っっ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

33
33
．．
病病
人人
をを
見見
舞舞
うう
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

33
44
．．
若若
いい
人人
にに
自自
分分
かか
らら
話話
しし
かか
けけ
るる
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

33
55
．．
日日
常常
生生
活活
のの
中中
でで
困困
っっ
たた
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

 

□
税
金
の
支
払
い
や
公
共
機
関
の
手
続
き

□
財
産
や
お
金
の
管
理

□
近
く
に
買
い
物
を
す
る
場
所
が
な
い

□
買
い
物
に
行
く
の
が
困
難
（
行
け
な
い
）

□
日
々
の
ゴ
ミ
出
し

□
日
常
の
力
仕
事
（
家
具
の
移
動
等
）

□
庭
の
手
入
れ

□
掃
除

□
洗
濯

□
食
事
の
準
備

□
外
出
の
際
の
移
動
手
段

□
電
化
製
品
の
扱
い
方

□
ペ
ッ
ト
の
世
話

□
そ
の
他
（

）

□
特
に
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
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問問
33

66
．．
今今
後後
のの
生生
活活
でで
心心
配配
なな
ここ
とと
はは
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
３３
つつ
まま
でで
））

□
経
済
的
な
こ
と

□
お
金
の
管
理
の
こ
と

□
自
分
の
健
康
に
関
す
る
こ
と

□
自
分
が
認
知
症
に
な
る
こ
と

□
家
族
の
健
康
に
関
す
る
こ
と

□
家
族
が
認
知
症
に
な
る
こ
と

□
家
族
と
の
不
和

□
近
所
と
の
付
き
合
い

□
将
来
、
一
人
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
の
こ
と

□
何
か
あ
っ
た
と
き
に
ど
こ
へ
相
談
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い

□
住
ま
い
に
関
す
る
こ
と

□
そ
の
他
（

）

□
特
に
心
配
し
て
い
る

こ
と
は
な
い

 ◆◆
地地
域域
のの
活活
動動
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問

33
77
．．
以以
下下
のの
よよ
うう
なな
会会
・・
ググ
ルル
ーー
ププ
等等
にに
どど
のの
くく
らら
いい
のの
頻頻
度度
でで
参参
加加
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。

  

※※
①①
かか
らら
⑧⑧
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
にに
回回
答答
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

  

週
回

以
上

週

～
回

週
回

月

～
回

年
に

数
回

参
加
し
て

い
な
い

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
ル
ー
プ

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

②
ス

ポ
ー

ツ
関

係
の

グ
ル

ー
プ

や
ク
ラ
ブ

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

③
趣
味
関
係
の
グ
ル
ー
プ

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

④
学
習
・
教
養
サ
ー
ク
ル

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

⑤
介
護
予
防
の
た
め
の
通
い
の
場

（
ト
コ
ろ
ん
元
気
百
歳
体
操
、

お
達
者
倶
楽
部
な
ど
）

□
□

□
□

□
□

⑥
長
生
ク
ラ
ブ

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

⑦
町
内
会
・
自
治
会

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

⑧
収
入
の
あ
る
仕
事

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

  
 

-
 1

0
 -

 

問問
33

88
．．
ああ
なな
たた
がが
、、
今今
後後
、、
希希
望望
すす
るる
社社
会会
参参
加加
（（
すす
でで
にに
参参
加加
しし
てて
いい
るる
もも
のの
をを
除除
くく
））
をを
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
ル
ー
プ

□
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ
ブ

□
趣
味
関
係
の
グ
ル
ー
プ

□
学
習
・
教
養
サ
ー
ク
ル

□
介
護
予
防
の
た
め
の
通
い
の
場

（
ト
コ
ろ
ん
元
気
百
歳
体
操
、
お
達
者
倶
楽
部
な
ど
）

□
長
生
ク
ラ
ブ

□
町
内
会
・
自
治
会

□
収
入
の
あ
る
仕
事

□
特
に
何
も
し
た
く
な
い
→→
問問

33
88

--
11
へへ

  

  

 
問問

33
88
－－
１１
．．
【【
問問

33
88
でで
「「
特特
にに
何何
もも
しし
たた
くく
なな
いい
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
そそ
のの
理理
由由
はは
何何
でで
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
各
活
動
の
情
報
が
無
い

□
魅
力
的
な
活
動
が
無
い

□
個
人
的
な
活
動
が
忙
し
い
た
め

□
自
身
の
身
体
機
能
が
低
下
し
て
い
る
た
め

 
問問

33
99
．．
地地
域域
住住
民民
のの
有有
志志
にに
よよ
っっ
てて
、、
健健
康康
づづ
くく
りり
活活
動動
やや
趣趣
味味
等等
のの
ググ
ルル
ーー
ププ
活活
動動
をを
行行
っっ
てて
、、
いい
きき
いい
きき

しし
たた
地地
域域
づづ
くく
りり
をを
進進
めめ
るる
とと
しし
たた
らら
、、
ああ
なな
たた
はは
そそ
のの
活活
動動
にに
参参
加加
者者
とと
しし
てて
参参
加加
しし
てて
みみ
たた
いい
とと

思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
是
非
参
加
し
た
い

□
参
加
し
て
も
よ
い

□
参
加
し
た
く
な
い

□
既
に
参
加
し
て
い
る

 
問問

44
00
．．
地地
域域
住住
民民
のの
有有
志志
にに
よよ
っっ
てて
、、
健健
康康
づづ
くく
りり
活活
動動
やや
趣趣
味味
等等
のの
ググ
ルル
ーー
ププ
活活
動動
をを
行行
っっ
てて
、、
いい
きき
いい
きき

しし
たた
地地
域域
づづ
くく
りり
をを
進進
めめ
るる
とと
しし
たた
らら
、、
ああ
なな
たた
はは
そそ
のの
活活
動動
にに
企企
画画
・・
運運
営営
（（
おお
世世
話話
役役
））
とと
しし
てて

参参
加加
しし
てて
みみ
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
是
非
参
加
し
た
い

□
参
加
し
て
も
よ
い

□
参
加
し
た
く
な
い

□
既
に
参
加
し
て
い
る

 
問問

44
11
．．
地地
域域
とと
のの
関関
係係
にに
つつ
いい
てて
、、
ああ
なな
たた
のの
考考
ええ
にに
最最
もも
近近
いい
もも
のの
はは
どど
れれ
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
お
互
い
に
緊
密
な
か
か
わ
り
を
も
ち
、
支
え
あ
え
る
関
係
を
も
ち
た
い

□
い
ざ
と
い
う
と
き
だ
け
助
け
合
え
る
よ
う
、
あ
る
程
度
の
か
か
わ
り
を
も
っ
て
お
き
た
い

□
お
互
い
に
干
渉
し
な
い
で
、
必
要
最
小
限
の
つ
き
あ
い
と
し
た
い

□
か
か
わ
り
あ
い
を
も
た
な
い
で
、
自
分
な
り
に
生
活
し
て
い
き
た
い

 
問問

44
22
．．
ああ
なな
たた
がが
おお
住住
まま
いい
にに
なな
らら
れれ
てて
いい
るる
地地
域域
にに
おお
いい
てて
、、
手手
助助
けけ
等等
がが
必必
要要
なな
高高
齢齢
者者
にに
対対
しし
てて
、、

どど
のの
よよ
うう
なな
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
活活
動動
がが
でで
きき
まま
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
ゴ
ミ
出
し

□
話
し
相
手

□
声
か
け
（
み
ま
も
り
活
動
）

□
家
事
の
手
伝
い
（
掃
除
、
料
理
等
）

□
高
齢
者
宅
の
植
木
の
剪
定
や
草
刈
り
等

□
買
い
物
や
通
院
等
の
外
出
時
の
付
き
添
い

□
特
に
な
し

□
そ
の
他
（

）
 

 

問問
33

99
へへ

  

問問
33

99
へへ
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◆◆
たた
すす
けけ
ああ
いい
にに
つつ
いい
てて
（（
ああ
なな
たた
とと
まま
わわ
りり
のの
人人
のの
「「
たた
すす
けけ
ああ
いい
」」
にに
つつ
いい
てて
おお
伺伺
いい
しし
まま
すす
。。
））

 

 
問問

44
33
．．
ああ
なな
たた
のの
心心
配配
事事
やや
愚愚
痴痴
（（
ぐぐ
ちち
））
をを
聞聞
いい
てて
くく
れれ
るる
人人
はは
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
人人
でで
すす
かか
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
配
偶
者

□
同
居
の
子
ど
も

□
別
居
の
子
ど
も

□
兄
弟
姉
妹
・
親
戚
・
親
・
孫

□
近
隣

□
友
人

□
そ
の
他
（

）

□
そ
の
よ
う
な
人
は
い
な
い

 
問問

44
44
．．
反反
対対
にに
、、
ああ
なな
たた
がが
心心
配配
事事
やや
愚愚
痴痴
（（
ぐぐ
ちち
））
をを
聞聞
いい
てて
ああ
げげ
るる
人人
はは
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
人人
でで
すす
かか
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
配
偶
者

□
同
居
の
子
ど
も

□
別
居
の
子
ど
も

□
兄
弟
姉
妹
・
親
戚
・
親
・
孫

□
近
隣

□
友
人

□
そ
の
他
（

）

□
そ
の
よ
う
な
人
は
い
な
い

 
問問

44
55
．．
ああ
なな
たた
がが
病病
気気
でで
数数
日日
間間
寝寝
込込
んん
だだ
とと
きき
にに
、、
看看
病病
やや
世世
話話
をを
しし
てて
くく
れれ
るる
人人
はは
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
人人
でで
すす
かか
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
配
偶
者

□
同
居
の
子
ど
も

□
別
居
の
子
ど
も

□
兄
弟
姉
妹
・
親
戚
・
親
・
孫

□
近
隣

□
友
人

□
そ
の
他
（

）

□
そ
の
よ
う
な
人
は
い
な
い

 
問問

44
66
．．
反反
対対
にに
、、
ああ
なな
たた
がが
看看
病病
やや
世世
話話
をを
しし
てて
ああ
げげ
るる
人人
はは
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
人人
でで
すす
かか
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
配
偶
者

□
同
居
の
子
ど
も

□
別
居
の
子
ど
も

□
兄
弟
姉
妹
・
親
戚
・
親
・
孫

□
近
隣

□
友
人

□
そ
の
他
（

）

□
そ
の
よ
う
な
人
は
い
な
い

  
 

-
 1

2
 -

 

◆◆
健健
康康
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問

44
77
．．
現現
在在
のの
ああ
なな
たた
のの
健健
康康
状状
態態
はは
いい
かか
がが
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
と
て
も
よ
い

□
ま
あ
よ
い

□
あ
ま
り
よ
く
な
い

□
よ
く
な
い

 
問問

44
88
．．
ああ
なな
たた
はは
、、
現現
在在
どど
のの
程程
度度
幸幸
せせ
でで
すす
かか
。。

  

※※
「「
とと
てて
もも
不不
幸幸
」」
をを

00
点点
、、
「「
とと
てて
もも
幸幸
せせ
」」
をを

11
00
点点
とと
しし
てて
、、
回回
答答
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

  

と
て
も

不
幸

と
て
も

幸
せ

０
点

１
点

２
点

３
点

４
点

５
点

６
点

７
点

８
点

９
点

点

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

 
問問

44
99
．．
ここ
のの
１１
かか
月月
間間
、、
気気
分分
がが
沈沈
んん
だだ
りり
、、
ゆゆ
うう
うう
つつ
なな
気気
持持
ちち
にに
なな
っっ
たた
りり
すす
るる
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
かか
。。

 
（ （
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

55
00
．．
ここ
のの
１１
かか
月月
間間
、、
どど
うう
しし
てて
もも
物物
事事
にに
対対
しし
てて
興興
味味
がが
わわ
かか
なな
いい
、、
ああ
るる
いい
はは
心心
かか
らら
楽楽
しし
めめ
なな
いい
感感
じじ

がが
よよ
くく
ああ
りり
まま
しし
たた
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

55
11
．．
タタ
ババ
ココ
はは
吸吸
っっ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
ほ
ぼ
毎
日
吸
っ
て
い
る

□
時
々
吸
っ
て
い
る

□
吸
っ
て
い
た
が
や
め
た

□
も
と
も
と
吸
っ
て
い
な
い
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問問
55

22
．．
現現
在在
治治
療療
中中
、、
まま
たた
はは
後後
遺遺
症症
のの
ああ
るる
病病
気気
はは
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

 

□
な
い

□
高
血
圧

□
脳
卒
中
（
脳
出
血
・
脳
梗
塞
等
）

□
心
臓
病

□
糖
尿
病

□
高
脂
血
症
（
脂
質
異
常
）

□
呼
吸
器
の
病
気
（
肺
炎
や
気
管
支
炎
等
）

□
胃
腸
・
肝
臓
・
胆
の
う
の
病
気

□
腎
臓
・
前
立
腺
の
病
気

□
筋
骨
格
の
病
気
（
骨
粗
し
ょ
う
症
、
関
節
症
等
）

□
外
傷
（
転
倒
・
骨
折
等
）

□
が
ん
（
悪
性
新
生
物
）

□
血
液
・
免
疫
の
病
気

□
う
つ
病

□
認
知
症
（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
等
）

□
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

□
目
の
病
気

□
耳
の
病
気

□
そ
の
他
（

）

 
問問

55
33
．．
現現
在在
、、
訪訪
問問
診診
療療
をを
利利
用用
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
利
用
し
て
い
る

□
利
用
し
て
い
な
い

  

【【
かか
かか
りり
つつ
けけ
のの
医医
療療
機機
関関
にに
つつ
いい
てて
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

  

問問
55

44
．．
かか
かか
りり
つつ
けけ
のの
医医
療療
機機
関関
にに
つつ
いい
てて
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
項項
目目
にに
おお
いい
てて
ああ
てて
はは
まま
るる
回回
答答
にに
チチ
ェェ
ッッ
クク
をを

付付
けけ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

項
目

は
い

い
い

え

①
か
か
り
つ
け
の
医
師
は
い
ま
す
か

□
□

②
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
は
い
ま
す
か

□
 

□

③
か
か
り
つ
け
の
薬
局
は
あ
り
ま
す
か

□
 

□

  
問問

55
55
．．
ああ
なな
たた
はは
、、
終終
末末
期期
（（
治治
療療
やや
回回
復復
のの
見見
込込
みみ
のの
なな
いい
状状
態態
とと
なな
っっ
たた
場場
合合
））
をを
どど
ここ
でで
過過
ごご
しし
たた
いい
とと

思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
自
宅

□
医
療
機
関
（
病
院
や
診
療
所
）

□
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
施
設

□
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

□
そ
の
他
（

）

□
わ
か
ら
な
い

  
  

-
 1

4
 -

 

問問
55

66
．．
終終
末末
期期
にに
つつ
いい
てて
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
ここ
とと
にに
不不
安安
をを
感感
じじ
まま
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））
  

□
自
宅
で
十
分
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
か
心
配

□
医
師
の
訪
問
診
療
や
往
診
を
受
け
ら
れ
る
か
心
配

□
急
変
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
体
制
が
心
配

□
経
済
的
な
負
担
が
心
配

□
家
族
の
介
護
等
の
負
担
が
心
配

□
そ
の
他
（

）

□
特
に
不
安
は
感
じ
な
い

 ◆◆
介介
護護
予予
防防
・・
認認
知知
症症
施施
策策
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問

55
77
．．
介介
護護
保保
険険
ササ
ーー
ビビ
スス
以以
外外
でで
、、
介介
護護
予予
防防
とと
しし
てて
どど
のの
よよ
うう
なな
ここ
とと
にに
取取
りり
組組
んん
でで
いい
まま
すす
かか
。。
まま
たた
、、
取取
りり
組組

んん
でで
いい
るる
項項
目目
にに
つつ
いい
てて
、、
意意
識識
しし
てて
取取
りり
組組
みみ
始始
めめ
たた
年年
齢齢
をを
ごご
記記
入入
くく
だだ
ささ
いい
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
、、
該該
当当
すす
るる
□□
内内
にに
数数
字字
をを
ごご
記記
入入
くく
だだ
ささ
いい
））

 

取
り
組
ん
で
い
る
項
目

取
り
組
み
始
め
た
年
齢

□
 ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
（
ス
ト
レ
ッ
チ
）
な
ど
、
定
期
的
に
体
を
動
か
し
て
い
る

歳
頃
か
ら

□
 食

事
の
回
数
や
量
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
て
い
る

歳
頃
か
ら

□
 口

の
中
の
健
康
を
保
つ
よ
う
に
心
が
け
て
い
る

歳
頃
か
ら

□
 人

と
話
す
よ
う
に
し
て
い
る

歳
頃
か
ら

□
 そ

の
他
（

）
歳
頃
か
ら

□
取
り
組
ん
で
い
な
い
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問問
55

88
．．
介介
護護
予予
防防
やや
健健
康康
づづ
くく
りり
にに
関関
すす
るる
活活
動動
にに
つつ
いい
てて
、、
自自
宅宅
かか
らら
どど
のの
程程
度度
のの
移移
動動
時時
間間
でで
ああ
れれ
ばば
参参
加加

しし
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
徒
歩
・
自
転
車
で
１
０
分
以
内

□
徒
歩
・
自
転
車
で
３
０
分
以
内

□
徒
歩
・
自
転
車
で
１
時
間
以
内

□
交
通
機
関
（
自
家
用
車
・
バ
ス
・
電
車
等
）
を
利
用
し
て
１
０
分
以
内

□
交
通
機
関
（
自
家
用
車
・
バ
ス
・
電
車
等
）
を
利
用
し
て
３
０
分
以
内

□
交
通
機
関
（
自
家
用
車
・
バ
ス
・
電
車
等
）
を
利
用
し
て
１
時
間
以
内

□
移
動
時
間
は
ど
れ
だ
け
か
か
っ
て
も
参
加
し
た
い

□
参
加
し
た
く
な
い

 
問問

55
99
．．
認認
知知
症症
にに
つつ
いい
てて
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
項項
目目
にに
おお
いい
てて
ああ
てて
はは
まま
るる
回回
答答
にに
チチ
ェェ
ッッ
クク
をを
付付
けけ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

  

（（
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

項
目

知
っ

て
い

る
知

ら
な
い

①
自
分
の
心
が
け
や
取
り
組
み
で

発
症
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

□
□

②
認

知
症

か
も
し

れ
な

い
と
思

っ
た
ら

な
る
べ

く
早

く
医

師
等

に
相

談
し
た

ほ
う
が
良
い
こ
と

□
 

□

③
認
知
症
の
方
が
入
所
す
る
介
護
施
設
が
あ
る
こ
と

□
 

□

④
家
族
が
症
状
や
特
性
を
理
解
す
る
こ
と
で
自
宅
で
の
生
活
も
可
能
な
こ
と

□
 

□

⑤
消
費
者
被
害
に
関
す
る
相
談
窓
口
が
あ
る
こ
と

□
 

□

⑥
「
成
年
後
見
制
度
」

認
知

症
等

に
よ
り

判
断

能
力
が

十
分

で
な

い
方

に
代

わ
っ
て

、
法

的
に
権

限
が
与
え
ら
れ
た
代
理
人
（
成
年
後
見
人
等
）
が
財
産
管
理
や
身
上
保
護
を

行
う
制
度

□
 

□

⑦
「

み
ん

な
の

カ
フ

ェ
（

認
知

症
カ

フ
ェ

）
」

認
知

症
の

方
や

家
族

、
地

域
の

方
な

ど
が

集
ま

る
カ

フ
ェ

□
 

□

⑧
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

講
座

を
通

じ
て

認
知

症
に

つ
い

て
の

正
し

い
知

識
や

つ
き

あ
い

方
を

理

解
し

、
自

分
で

で
き

る
範

囲
で

認
知

症
の

方
や

家
族

を
応

援
す

る
も

の

□
 

□

⑨
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
貸
出
」

行
方

不
明

と
な
っ

た
高

齢
者
を

Ｇ
Ｐ

Ｓ
と

携
帯

電
話

の
通
信

網
を

活
用
し

て
早
期
に
発
見
す
る
事
業

□
 

□

⑩
「
も
の
忘
れ
相
談
医
」

地
域
の
専
門
外
の
医
師
で
あ
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
も
認
知
症
患
者
の
診
療

を
行
い
、
専
門
医
療
機
関
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
進

め
る
取
組

□
 

□

-
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6
 -

 

問問
66

00
．．
ああ
なな
たた
はは
、、
認認
知知
症症
のの
症症
状状
がが
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
又又
はは
ごご
家家
族族
にに
認認
知知
症症
のの
症症
状状
がが
ああ
るる
人人
はは
いい
まま
すす
かか
。。

  

（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

66
11
．．
認認
知知
症症
にに
関関
すす
るる
相相
談談
窓窓
口口
をを
ごご
存存
知知
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

※
認
知
症
に
関
す
る
相
談
は
、
医
療
機
関
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 
 ◆◆
市市
のの
施施
策策
・・
事事
業業
、、
介介
護護
保保
険険
制制
度度
にに
つつ
いい
てて

 

問 問
66

22
．．
本本
市市
でで
はは
、、
災災
害害
がが
発発
生生
しし
たた
際際
、、
自自
らら
避避
難難
すす
るる
ここ
とと
がが
困困
難難
なな
方方
をを
対対
象象
にに
、、
避避
難難
をを
支支
援援
すす
るる

「「
避避
難難
行行
動動
要要
支支
援援
者者
支支
援援
事事
業業
」」
をを
行行
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

ああ
なな
たた
はは
、、
「「
避避
難難
行行
動動
要要
支支
援援
者者
支支
援援
事事
業業
」」
をを
ごご
存存
知知
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
知
っ
て
い
る

□
知
ら
な
い

 
問問

66
33
．．
現現
時時
点点
でで
のの
、、
施施
設設
等等
へへ
のの
入入
所所
・・
入入
居居
のの
検検
討討
状状
況況
にに
つつ
いい
てて
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
入
所
・
入
居
は
検
討
し
て
い
な
い

□
入
所
・
入
居
を
検
討
し
て
い
る

□
す
で
に
入
所
・
入
居
申
し
込
み
を
し
て
い
る

※
「
施
設
等
」
と
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
、
特
定
施
設
（
有
料

老
人
ホ
ー
ム
等
）
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
、
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

指
し
ま
す
。

 

 

問問
66

44
．．
ああ
なな
たた
自自
身身
がが
特特
別別
養養
護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
なな
どど
のの
介介
護護
施施
設設
にに
入入
所所
すす
るる
場場
合合
、、
どど
ちち
らら
のの
タタ
イイ
ププ
をを
希希
望望

しし
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
個
室
（
他
者
と
顔
を
合
わ
せ
る
事
が
で
き
る
居
間
等
の
共
有
空
間
が
あ
る
タ
イ
プ
）

□
多
床
室
（
個
室
に
比
べ
て
安
価
で
、
２
人
～
４
人
の
方
が
同
室
の
タ
イ
プ
）

問問
66

55
．．
ごご
家家
族族
がが
特特
別別
養養
護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
なな
どど
のの
介介
護護
施施
設設
にに
入入
所所
すす
るる
場場
合合
、、
どど
ちち
らら
のの
タタ
イイ
ププ
をを
希希
望望

しし
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
個
室
（
他
者
と
顔
を
合
わ
せ
る
事
が
で
き
る
居
間
等
の
共
有
空
間
が
あ
る
タ
イ
プ
）

□
多
床
室
（
個
室
に
比
べ
て
安
価
で
、
２
人
～
４
人
の
方
が
同
室
の
タ
イ
プ
）
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問問
66

66
．．
介介
護護
保保
険険
料料
のの
段段
階階
をを
教教
ええ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
第
１
段
階
（
年
額

円
）

□
第
２
段
階
（
年
額

円
）

□
第
３
段
階
（
年
額

円
）

□
第
４
段
階
（
年
額

円
）

□
第
５
段
階
（
年
額

円
）

□
第
６
段
階
（
年
額

円
）

□
第
７
段
階
（
年
額

円
）

□
第
８
段
階
（
年
額

円
）

□
第
９
段
階
（
年
額

円
）

□
第

段
階
（
年
額

円
）

□
第

段
階
（
年
額

円
）

□
第

段
階
（
年
額

円
）

□
第

段
階
（
年
額

円
）

□
わ
か
ら
な
い

 
問問

66
77
．．
介介
護護
保保
険険
料料
にに
つつ
いい
てて
どど
のの
よよ
うう
にに
感感
じじ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
負
担
と
は
感
じ
な
い

□
そ
れ
ほ
ど
負
担
と
は
感
じ
な
い

□
多
少
負
担
を
感
じ
る

□
負
担
と
感
じ
る

□
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

□
わ
か
ら
な
い

 
問問

66
88
．．
介介
護護
保保
険険
料料
はは
、、
市市
全全
体体
のの
介介
護護
保保
険険
ササ
ーー
ビビ
スス
のの
利利
用用
状状
況況
等等
かか
らら
、、
３３
年年
ごご
とと
にに
決決
定定
ささ
れれ
まま
すす
。。

介介
護護
保保
険険
ササ
ーー
ビビ
スス
をを
拡拡
大大
・・
充充
実実
ささ
せせ
るる
とと
介介
護護
保保
険険
料料
はは
高高
くく
なな
りり
まま
すす
。。

 
介 介
護護
保保
険険
ササ
ーー
ビビ
スス
とと
介介
護護
保保
険険
料料
にに
つつ
いい
てて
、、
どど
のの
よよ
うう
にに
おお
考考
ええ
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
介
護
保
険
料
が
高
く
て
も
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
る
方
が
良
い

□
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
抑
え
て
も
、
介
護
保
険
料
の
上
り
幅
を
抑
え
た
方
が
良
い

□
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
問問

66
99
．．
現現
在在
、、
利利
用用
しし
てて
いい
るる
「「
介介
護護
保保
険険
ササ
ーー
ビビ
スス
以以
外外
」」
のの
支支
援援
・・
ササ
ーー
ビビ
スス
にに
つつ
いい
てて
、、
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ

いい
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

□
配
食

□
調
理

□
掃
除
・
洗
濯

□
買
い
物
（
宅
配
は
含
ま
な
い
）

□
外
出
同
行
（
通
院
、
買
い
物
な
ど
）

□
ゴ
ミ
出
し

□
見
守
り
、
声
か
け

□
サ
ロ
ン
な
ど
の
定
期
的
な
通
い
の
場

□
移
送
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
）

□
そ
の
他
（

）

□
利
用
し
て
い
な
い

  
 

-
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8
 -

 

問問
77

00
．．
今今
後後
のの
在在
宅宅
生生
活活
のの
継継
続続
にに
必必
要要
とと
感感
じじ
るる
支支
援援
・・
ササ
ーー
ビビ
スス
（（
現現
在在
利利
用用
しし
てて
いい
るる
がが
、、
ささ
らら
なな
るる
充充

実実
がが
必必
要要
とと
感感
じじ
るる
支支
援援
・・
ササ
ーー
ビビ
スス
をを
含含
むむ
））
にに
つつ
いい
てて
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
回回
答答
はは
３３
つつ
まま
でで
））

 

□
配
食

□
調
理

□
掃
除
・
洗
濯

□
買
い
物
（
宅
配
は
含
ま
な
い
）

□
外
出
同
行
（
通
院
、
買
い
物
な
ど
）

□
ゴ
ミ
出
し

□
見
守
り
、
声
か
け

□
サ
ロ
ン
な
ど
の
定
期
的
な
通
い
の
場

□
移
送
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
）

□
そ
の
他
（

）

□
特
に
な
し

 
問問

77
11
．．
現現
在在
、、
市市
でで
はは
「「
独独
自自
制制
度度
」」
とと
しし
てて
、、
要要
支支
援援
・・
要要
介介
護護
認認
定定
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
在在
宅宅
のの
方方
をを
対対
象象
にに
、、

紙紙
おお
むむ
つつ
給給
付付
事事
業業
をを
実実
施施
しし
てて
いい
まま
すす
。。

平平
成成
３３
００
年年
８８
月月
よよ
りり
、、
軽軽
度度
認認
定定
者者
（（
介介
護護
度度
のの
軽軽
いい
、、
要要
支支
援援
１１
・・
２２
及及
びび
要要
介介
護護
１１
のの
方方
））
にに

つつ
いい
てて
はは
支支
給給
要要
件件
のの
厳厳
格格
化化
をを
行行
いい
まま
しし
たた
がが
、、
紙紙
おお
むむ
つつ
給給
付付
事事
業業
のの
支支
給給
額額
はは
増増
加加
しし
てて
おお
りり
、、

まま
たた
、、
国国
県県
等等
にに
よよ
るる
補補
助助
がが
なな
くく
なな
るる
可可
能能
性性
がが
ああ
りり
、、
介介
護護
保保
険険
料料
がが
高高
くく
なな
るる
見見
込込
みみ
でで
すす
。。
  

今今
後後
、、
紙紙
おお
むむ
つつ
給給
付付
事事
業業
にに
つつ
いい
てて
見見
直直
しし
をを
行行
うう
とと
すす
れれ
ばば
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
ここ
とと
にに
重重
点点
をを
置置
くく

べべ
きき
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
介
護
保
険
料
が
上
が
っ
て
も
、
現
行
通
り
の
内
容
で
継
続
し
た
方
が
よ
い

□
介
護
負
担
が
特
に
重
い
方
の
支
援
に
重
点
化
し
、
介
護
度
の
高
い
方
に
限
定
し
た
方
が
よ
い

（
軽
度
認
定
者
は
利
用
で
き
な
く
て
も
や
む
を
得
な
い
）

□
寝
た
き
り
な
ど
常
に
紙
お
む
つ
が
必
要
な
方
の
み
に
限
定
し
た
方
が
よ
い

□
紙
お
む
つ
給
付
事
業
は
、
市
の
独
自
制
度
と
し
て
必
要
性
は
低
い

 
問問

77
22
．．
現現
在在
、、
市市
でで
はは
「「
独独
自自
制制
度度
」」
とと
しし
てて
、、
介介
護護
保保
険険
をを
利利
用用
しし
てて
いい
るる
住住
民民
税税
非非
課課
税税
世世
帯帯
のの
方方
をを

対対
象象
にに
、、
介介
護護
保保
険険
のの
自自
己己
負負
担担
額額
をを
一一
部部
助助
成成
すす
るる
「「
低低
所所
得得
者者
助助
成成
金金
制制
度度
」」
をを
実実
施施
しし
てて
いい
まま
すす
。。

ここ
れれ
はは
市市
のの
財財
源源
かか
らら
助助
成成
をを
行行
っっ
てて
おお
りり
まま
すす
がが
、、
今今
後後
もも
ここ
のの
助助
成成
金金
制制
度度
がが
必必
要要
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。

（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
今
ま
で
通
り
の
助
成
金
制
度
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
→→

PP
11

99
へへ

□
助
成
金
制
度
の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
→→
問問

77
22

--
11
へへ

□
税
金
の
使
い
道
と
し
て
助
成
金
制
度
は
必
要
な
い
と
思
う
→→

PP
11

99
へへ

□
そ
の
他
（

）
→→

PP
11

99
へへ

 
問問

77
22
－－
１１
．．【【
問問

77
22
でで
「「
助助
成成
金金
制制
度度
のの
見見
直直
しし
をを
行行
うう
必必
要要
がが
ああ
るる
とと
思思
うう
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね

しし
まま
すす
。。
】】

 
どど
のの
よよ
うう
なな
観観
点点
かか
らら
見見
直直
しし
がが
必必
要要
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
対
象
者
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）
を
さ
ら
に
限
定
し
た
ほ
う
が
よ
い

□
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
限
定
し
た
ほ
う
が
よ
い
（
現
在
：
介
護
保
険
の
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
が
対
象
）

□
一
定
額
以
上
の
負
担
額
が
あ
る
方
に
限
定
し
た
ほ
う
が
よ
い
（
現
在
：
負
担
額
の
要
件
は
な
し
）
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 ◆◆
介介
護護
保保
険険
制制
度度
やや
高高
齢齢
者者
福福
祉祉
ササ
ーー
ビビ
スス
なな
どど
にに
つつ
いい
てて
、、
ごご
意意
見見
・・
ごご
要要
望望
なな
どど
がが

ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
らら
、、
ごご
自自
由由
にに
おお
書書
きき
くく
だだ
ささ
いい
。。

 

 

【【
自自
由由
記記
入入
欄欄
】】

  

次次
ペペ

ーー
ジジ

以以
降降

のの
質質

問問
はは

、、

ああ
なな

たた
をを

「「
主主

にに
介介

護護
しし

てて
いい

るる
同同

居居
のの

ごご
家家

族族
のの

方方
」」

にに

おお
答答

ええ
いい

たた
だだ

くく
よよ

うう
おお

願願
いい

しし
まま

すす
。。

「「
おお
一一
人人
暮暮
らら
しし
のの
方方
」」、、
「「
同同
居居
のの
ごご
家家
族族
かか
らら
介介
護護
をを
受受
けけ
てて
いい
なな
いい
方方
」」
はは
、、

以以
上上
でで
終終
了了
とと
なな
りり
まま
すす
。。

おお
忙忙
しし
いい
中中
、、
ごご
協協
力力
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
。。

  
 

-
 2

0
 -

 

《《
ああ
てて
名名
のの
方方
をを
、、
主主
にに
介介
護護
しし
てて
いい
るる
同同
居居
のの
ごご
家家
族族
のの
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
》》

 

◆◆
調調
査査
票票
をを
記記
入入
ささ
れれ
るる
のの
はは
どど
なな
たた
でで
すす
かか
。。（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
主
に
介
護
し
て
い
る
方

□
そ
の
他
（

）
 

 ◆◆
介介
護護
をを
しし
てて
いい
るる
方方
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問
１１
．．
以以
下下
はは
主主
にに
介介
護護
をを
しし
てて
いい
るる
方方
にに
つつ
いい
てて
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。

 
（（
令令
和和
２２
年年
１１
月月
１１
日日
現現
在在
でで
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
））

  

年
齢

（
）
歳

性
別

□
男

□
女

 
問問
２２
．．
介介
護護
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
方方
かか
らら
みみ
たた
ああ
なな
たた
のの
続続
柄柄
をを
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
妻

□
夫

□
兄
弟
・
姉
妹

□
息
子

□
娘

□
子
ど
も
の
夫

□
子
ど
も
の
妻

□
孫

□
親

□
そ
の
他

（
）

 
問問
３３
．．
どど
のの
くく
らら
いい
のの
期期
間間
、、
介介
護護
をを
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
１
年
未
満

□
１
年
以
上
３
年
未
満

□
３
年
以
上
５
年
未
満

□
５
年
以
上

年
未
満

□
年
以
上

 
問問
４４
．．
ああ
なな
たた
（（
介介
護護
しし
てて
いい
るる
方方
））
はは
、、
要要
介介
護護
認認
定定
をを
受受
けけ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
受
け
て
い
る
→→
問問
４４

--
１１
へへ

□
受
け
て
い
な
い
→→
問問
５５
へへ

 
問問
４４
－－
１１
．．
【【
問問
４４
でで
「「
受受
けけ
てて
いい
るる
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
ああ
なな
たた
（（
介介
護護
しし
てて
いい
るる
方方
））
のの
要要
介介
護護
度度
にに
つつ
いい
てて
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
要
支
援
１

□
要
支
援
２

□
要
介
護
１

□
要
介
護
２

□
要
介
護
３

□
要
介
護
４

□
要
介
護
５

□
そ
の
他

（
）
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◆◆
主主
にに
介介
護護
しし
てて
いい
るる
方方
のの
生生
活活
状状
況況
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問

55
．．
介介
護護
をを
すす
るる
うう
ええ
でで
困困
っっ
てて
いい
るる
ここ
とと
はは
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

 

□
困
っ
た
と
き
に
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い

□
悩
み
な
ど
を
話
し
合
え
る
仲
間
や
相
談
先
が
な
い

□
身
体
的
な
負
担
や
疲
れ
が
大
き
い

□
精
神
的
な
負
担
が
大
き
い
（
悩
み
な
ど
を
人
に
話
せ
な
い
、
言
動
が
気
に
な
り
目
が
離
せ
な
い
な
ど
）

□
自
分
に
対
し
周
囲
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

□
自
分
の
自
由
に
な
る
時
間
が
も
て
な
い

□
自
分
の
具
合
が
悪
い
と
き
に
手
助
け
が
な
い

□
先
の
見
通
し
が
立
た
な
い

□
介
護
を
受
け
て
い
る
方
が
病
院
の
受
診
に
同
意
し
な
い

□
専
門
の
医
療
機
関
が
見
つ
か
ら
な
い

□
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
施
設
の
利
用
に
抵
抗
を
感
じ
て
し
ま
う

□
経
済
的
な
負
担
が
増
え
た

□
そ
の
他
（

）

□
特
に
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

 
問問

66
．．
ああ
なな
たた
はは
、、
介介
護護
にに
つつ
いい
てて
誰誰
にに
相相
談談
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

 

□
家
族
・
親
族

□
友
人
・
知
人

□
近
所
の
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
等

□
介
護
が
必
要
な
本
人

□
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

□
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

□
市
役
所

□
保
健
所

□
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

□
医
師

□
病
院
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

□
民
生
委
員

□
勤
務
先

□
そ
の
他
（

）

□
誰
に
も
相
談
し
て
い
な
い

  
 

-
 2

2
 -

 

問問
77
．．
今今
後後
のの
生生
活活
でで
心心
配配
なな
ここ
とと
はは
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
３３
つつ
まま
でで
））

 

□
経
済
的
な
こ
と

□
お
金
の
管
理
の
こ
と

□
自
分
が
体
の
健
康
を
害
す
る
こ
と

□
自
分
が
認
知
症
等
に
な
る
こ
と

□
介
護
を
受
け
て
い
る
方
の
状
態
が
悪
く
な
る
こ
と

□
介
護
を
受
け
て
い
る
方
以
外
の
家
族
が
健
康
を
害
す
る
こ
と

□
家
族
と
の
不
和

□
近
隣
と
の
付
き
合
い

□
そ
の
他
（

）

 
問問

88
．．
現現
在在
のの
生生
活活
をを
継継
続続
しし
てて
いい
くく
にに
ああ
たた
っっ
てて
、、
不不
安安
にに
感感
じじ
るる
介介
護護
等等
にに
つつ
いい
てて
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。

  

（（
回回
答答
はは
３３
つつ
まま
でで
））

  

□
屋
内
の
移
乗
・
移
動

□
外
出
の
付
き
添
い
、
送
迎
等

□
入
浴
・
洗
身

□
日
中
の
排
泄

□
夜
間
の
排
泄

□
食
事
の
準
備
（
調
理
等
）

□
食
事
の
介
助
（
食
べ
る
時
）

□
服
薬

□
認
知
症
状
へ
の
対
応

□
衣
服
の
着
脱

□
身
だ
し
な
み
（
洗
顔
・
歯
磨
き
等
）

□
そ
の
他
の
家
事
（
掃
除
、
洗
濯
、
買
い
物
等
）

□
医
療
面
で
の
対
応
（
経
管
栄
養
、
ス
ト
ー
マ
等
）

□
金
銭
管
理
や
生
活
面
に
必
要
な
諸
手
続
き

□
そ
の
他
（

）

□
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
特
に
な
い

□
わ
か
ら
な
い

 
問問

99
．．
ああ
なな
たた
がが
感感
じじ
てて
いい
るる
介介
護護
のの
負負
担担
感感
はは
どど
のの
程程
度度
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
か
な
り
負
担
で
あ
る

□
や
や
負
担
で
あ
る

□
そ
れ
ほ
ど
負
担
で
は
な
い

□
負
担
で
は
な
い
→→
問問

11
00
へへ

  
 

問問
９９

--１１
へへ
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問問
９９
－－
１１
．．【【
問問
９９
でで
「「
かか
なな
りり
負負
担担
でで
ああ
るる
」」
、、「「
やや
やや
負負
担担
でで
ああ
るる
」」
、、「「
そそ
れれ
ほほ
どど
負負
担担
でで
はは
なな
いい
」」
とと
回回
答答
しし

たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
介介
護護
のの
負負
担担
をを
軽軽
減減
すす
るる
たた
めめ
にに
、、
普普
段段
どど
のの
よよ
うう
なな
ここ
とと
をを
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
かか
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
介
護
の
勉
強
会
な
ど
に
参
加
し
て
い
る

□
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

□
家
族
会
な
ど
に
参
加
し
、
介
護
者
同
士
で
悩
み
等
を
共
有
し
て
い
る

□
家
族
や
友
人
に
相
談
し
て
い
る

□
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
に
相
談
し
て
い
る

□
自
分
の
趣
味
な
ど
で
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
い
る

□
負
担
を
軽
減
す
る
方
法
が
な
い

□
そ
の
他
（

）

 
問問

11
00
．．
介介
護護
をを
行行
うう
うう
ええ
でで
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
支支
援援
がが
ああ
るる
とと
良良
いい
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
３３
つつ
まま
でで
））

 

□
夜
間
対
応
型
の
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

□
在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
診
療
・
訪
問
看
護
等
）
の
充
実

□
受
け
入
れ
施
設
の
整
備

□
介
護
者
同
士
の
集
ま
り
の
場

□
介
護
者
へ
の
手
当
の
支
給

□
徘
徊
高
齢
者
の
早
期
保
護
、
安
全
確
保
支
援

□
介
護
者
の
健
康
増
進
の
た
め
の
事
業
（
健
康
相
談
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
）

□
介
護
者
の
家
事
支
援

□
そ
の
他
（

）

 
問問

11
11
．．
家家
族族
会会
なな
どど
（（
介介
護護
者者
のの
集集
いい
やや
認認
知知
症症
カカ
フフ
ェェ
なな
どど
））
、、
同同
じじ
立立
場場
のの
人人
たた
ちち
のの
集集
まま
りり
にに
参参
加加
しし
たた

いい
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
参
加
し
た
い
と
思
う
→→
問問

11
11

--
11
へへ

□
参
加
し
た
い
と
思
わ
な
い
→→
問問

11
11

--
22
へへ

 
問問

11
11
－－
１１
．．
【【
問問

11
11
でで
「「
参参
加加
しし
たた
いい
とと
思思
うう
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
参参
加加
しし
たた
いい
とと
思思
うう
理理
由由
はは
何何
でで
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
同
じ
境
遇
に
あ
る
方
と
の
接
点
が
欲
し
い
か
ら

□
気
晴
ら
し
に
な
る
と
思
う
か
ら

□
日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
を
自
由
に
話
せ
る
と
思
う
か
ら

□
介
護
に
関
す
る
知
識
が
得
ら
れ
る
と
思
う
か
ら

□
そ
の
他
（

）

 
 

-
 2

4
 -

 

問問
11

11
－－
２２
．．
【【
問問

11
11
でで
「「
参参
加加
しし
たた
いい
とと
思思
わわ
なな
いい
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
どど
のの
よよ
うう
なな
会会
でで
ああ
れれ
ばば
参参
加加
しし
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
介
護
に
関
す
る
知
識
等
が
得
ら
れ
る
会

□
行
き
や
す
い
場
所
に
あ
る
会
（
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
）

□
参
加
し
や
す
い
時
間
帯
に
開
催
し
て
い
る
会
（
参
加
し
や
す
い
時
間
帯
：

時
ご
ろ
）

□
市
の
広
報
な
ど
で
周
知
さ
れ
て
い
る
会

□
介
護
さ
れ
て
い
る
人
と
一
緒
に
参
加
で
き
る
会

□
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
て
い
る
会

□
そ
の
他
（

）

 ◆◆
介介
護護
保保
険険
ササ
ーー
ビビ
スス
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問

11
22
．．
介介
護護
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
方方
はは
、、
介介
護護
保保
険険
ササ
ーー
ビビ
スス
をを
利利
用用
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
利
用
し
て
い
る
→→
問問

11
22

--
１１
へへ

  
□

利
用
し
て
い
な
い
→→
問問

11
33
へへ

 
問問

11
22
－－
１１
．．
【【
問問

11
22
でで
「「
利利
用用
しし
てて
いい
るる
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

  

介介
護護
保保
険険
制制
度度
にに
つつ
いい
てて
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
項項
目目
にに
おお
いい
てて
ああ
てて
はは
まま
るる
回回
答答
にに
チチ
ェェ
ッッ
クク
をを
付付
けけ
てて

くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
回回
答答
はは
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
項項
目目
でで
１１
つつ
））

  

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

１
．
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や
施
設
を
選
択
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か

□
 

□
 

□
 

２
．
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
結
果
、
家
族
や
介
護
者
の
精
神
的
負

担
が
減
っ
た
と
思
い
ま
す
か

□
 

□
 

□
 

３
．
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
結
果
、
家
族
や
介
護
者
の
身
体
的
負

担
が
減
っ
た
と
思
い
ま
す
か

□
 

□
 

□
 

４
．
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
結
果
、
介
護
を
受
け
て
い
る
方
の
身

体
状
況
は
改
善
し
ま
し
た
か

□
 

□
 

□
 

５
．
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
結
果
、
介
護
に
対
す
る
不
安
が
減
り

ま
し
た
か

□
 

□
 

□
 

６
．
仕
事
や
家
事
と
両
立
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
か

□
 

□
 

□
 

７
．
外
出
す
る
機
会
が
増
え
た

と
思
い
ま
す
か

□
 

□
 

□
 

８
．
介
護
の
方
法
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
か

□
 

□
 

□
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問問
11

33
．．
今今
後後
のの
在在
宅宅
生生
活活
のの
継継
続続
にに
必必
要要
とと
感感
じじ
るる
支支
援援
・・
ササ
ーー
ビビ
スス
（（
現現
在在
利利
用用
しし
てて
いい
るる
がが
、、
ささ
らら
なな
るる
充充

実実
がが
必必
要要
とと
感感
じじ
るる
支支
援援
・・
ササ
ーー
ビビ
スス
をを
含含
むむ
））
にに
つつ
いい
てて
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
回回
答答
はは
３３
つつ
まま
でで
））

 

□
配
食

□
調
理

□
掃
除
・
洗
濯

□
買
い
物
（
宅
配
は
含
ま
な
い
）

□
外
出
同
行
（
通
院
、
買
い
物
な
ど
）

□
ゴ
ミ
出
し

□
見
守
り
、
声
か
け

□
サ
ロ
ン
な
ど
の
定
期
的
な
通
い
の
場

□
移
送
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
・
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
）

□
そ
の
他
（

）

□
特
に
な
し

 
問問

11
44
．．
今今
後後
のの
介介
護護
にに
つつ
いい
てて
、、
おお
考考
ええ
をを
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
せ
ず
、
在
宅
で
介
護
を
続
け
た
い

□
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
在
宅
で
介
護
を
続
け
た
い

□
施
設
に
入
所
さ
せ
た
い

□
そ
の
他
（

）

 
問問

11
55
．．
ごご
家家
族族
がが
終終
末末
期期
（（
治治
療療
やや
回回
復復
のの
見見
込込
みみ
のの
なな
いい
状状
態態
とと
なな
っっ
たた
場場
合合
））
をを
迎迎
ええ
たた
とと
きき
にに
過過
ごご
しし
てて

ほほ
しし
いい
場場
所所
はは
どど
ここ
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
自
宅

□
病
院
な
ど
の
医
療
機
関

□
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
施
設
（
介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
施
設
）

□
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅

□
そ
の
他
（

）

□
わ
か
ら
な
い

 ◆◆
市市
のの
施施
策策
・・
事事
業業
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問

11
66
．．
ああ
なな
たた
はは
、、
「「
成成
年年
後後
見見
制制
度度
」」
をを
ごご
存存
知知
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
知
っ
て
い
る

□
知
ら
な
い

※
成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
等
に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
に
代
わ
っ
て
、
法
的
に
権
限
が
与
え
ら

れ
た
代
理
人
（
成
年
後
見
人
等
）
が
、
財
産
管
理
や
身
上
保
護
を
行
い
、
本
人
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

支
援
す
る
民
法
に
基
づ
く
制
度
で
す
。

 
 
問問

11
77
．．
本本
市市
でで
はは
、、
災災
害害
がが
発発
生生
しし
たた
際際
、、
自自
らら
避避
難難
すす
るる
ここ
とと
がが
困困
難難
なな
方方
をを
対対
象象
にに
、、
避避
難難
をを
支支
援援
すす
るる

「「
避避
難難
行行
動動
要要
支支
援援
者者
支支
援援
事事
業業
」」
をを
行行
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

ああ
なな
たた
はは
、、
「「
避避
難難
行行
動動
要要
支支
援援
者者
支支
援援
事事
業業
」」
をを
ごご
存存
知知
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
知
っ
て
い
る

□
知
ら
な
い

-
 2

6
 -

 

問問
11

88
．．
現現
在在
、、
市市
でで
はは
「「
独独
自自
制制
度度
」」
とと
しし
てて
、、
要要
支支
援援
・・
要要
介介
護護
認認
定定
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
在在
宅宅
のの
方方
をを
対対
象象
にに
、、

紙紙
おお
むむ
つつ
給給
付付
事事
業業
をを
実実
施施
しし
てて
いい
まま
すす
。。

平平
成成
３３
００
年年
８８
月月
よよ
りり
、、
軽軽
度度
認認
定定
者者
（（
介介
護護
度度
のの
軽軽
いい
、、
要要
支支
援援
１１
・・
２２
及及
びび
要要
介介
護護
１１
のの
方方
））
にに

つつ
いい
てて
はは
支支
給給
要要
件件
のの
厳厳
格格
化化
をを
行行
いい
まま
しし
たた
がが
、、
紙紙
おお
むむ
つつ
給給
付付
事事
業業
のの
支支
給給
額額
はは
増増
加加
しし
てて
おお
りり
、、

まま
たた
、、
国国
県県
等等
にに
よよ
るる
補補
助助
がが
なな
くく
なな
るる
可可
能能
性性
がが
ああ
りり
、、
介介
護護
保保
険険
料料
がが
高高
くく
なな
るる
見見
込込
みみ
でで
すす
。。
  

今今
後後
、、
紙紙
おお
むむ
つつ
給給
付付
事事
業業
にに
つつ
いい
てて
見見
直直
しし
をを
行行
うう
とと
すす
れれ
ばば
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
ここ
とと
にに
重重
点点
をを
置置
くく

べべ
きき
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
介
護
保
険
料
が
上
が
っ
て
も
、
現
行
通
り
の
内
容
で
継
続
し
た
方
が
よ
い

□
介
護
負
担
が
特
に
重
い
方
の
支
援
に
重
点
化
し
、
介
護
度
の
高
い
方
に
限
定
し
た
方
が
よ
い

（
軽
度
認
定
者
は
利
用
で
き
な
く
て
も
や
む
を
得
な
い
）

□
寝
た
き
り
な
ど
常
に
紙
お
む
つ
が
必
要
な
方
の
み
に
限
定
し
た
方
が
よ
い

□
紙
お
む
つ
給
付
事
業
は
、
市
の
独
自
制
度
と
し
て
必
要
性
は
低
い

 
問問

11
99
．．
ごご
家家
族族
がが
特特
別別
養養
護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
なな
どど
のの
介介
護護
施施
設設
にに
入入
所所
すす
るる
場場
合合
、、
どど
ちち
らら
のの
タタ
イイ
ププ
をを
希希
望望

しし
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
個
室
（
他
者
と
顔
を
合
わ
せ
る
事
が
で
き
る
居
間
等
の
共
有
空
間
が
あ
る
タ
イ
プ
）

□
多
床
室
（
個
室
に
比
べ
て
安
価
で
、
２
人
～
４
人
の
方
が
同
室
の
タ
イ
プ
）

問 問
22

00
．．
高高
齢齢
者者
にに
とと
っっ
てて
住住
みみ
やや
すす
いい
生生
活活
環環
境境
をを
整整
備備
すす
るる
たた
めめ
にに
はは
どど
のの
よよ
うう
なな
ササ
ーー
ビビ
スス
がが
必必
要要
だだ
とと

思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
３３
つつ
まま
でで
））

□
緊
急
時
に
救
助
・
救
命
す
る
サ
ー
ビ
ス

□
介
護
予
防
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

□
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

□
買
い
物
や
手
続
き
の
代
行
を
す
る
サ
ー
ビ
ス

□
外
出
の
支
援
を
す
る
サ
ー
ビ
ス

□
家
事
の
援
助
を
す
る
サ
ー
ビ
ス

□
住
ま
い
を
確
保
す
る
サ
ー
ビ
ス

□
高
齢
者
の
就
職
を
支
援
・
仲
介
す
る
サ
ー
ビ
ス

□
そ
の
他
（

）
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 ◆◆
介介
護護
保保
険険
制制
度度
やや
高高
齢齢
者者
福福
祉祉
ササ
ーー
ビビ
スス
なな
どど
にに
つつ
いい
てて
、、
ごご
意意
見見
・・
ごご
要要
望望
なな
どど
がが

ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
らら
、、
ごご
自自
由由
にに
おお
書書
きき
くく
だだ
ささ
いい
。。

 

 

【【
自自
由由
記記
入入
欄欄
】】

  

質質
問問

はは
以以

上上
にに

なな
りり

まま
すす

。。

おお
忙忙

しし
いい

中中
、、

ごご
協協

力力
ああ

りり
がが

とと
うう

ごご
ざざ

いい
まま

しし
たた

。。

同同
封封

のの
返返

信信
用用

封封
筒筒

にに
ここ

のの
調調

査査
票票

のの
みみ

をを
入入

れれ
てて

、、

１１
月月

３３
１１

日日
（（

金金
））

まま
でで

にに
投投

函函
しし

てて
くく

だだ
ささ

いい
。。
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所
沢
市
高
齢
者
福
祉
・
介
護
実
態
調
査

ご
協
力
の
お
願
い

（
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
／
主
に
介
護
を
し
て
い
る
方
）

市
民

の
皆

さ
ま

に
は

、
日

ご
ろ

よ
り

市
政

発
展

の
た

め
、
ご

理
解

と
ご

協
力

い
た

だ
き

厚
く

お
礼

申
し

上
げ

ま
す

。

所
沢
市
で
は
、「

第
８
期

所
沢
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
令
和
３
年
度
～
令

和
５
年

度
）
※

」
を
策

定
す
る
に

あ
た
り

、
皆
さ

ま
の
生
活

実
態
や

ご
意
見

を
お
聞
か

せ
い
た
だ

く
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
調

査
の
対

象
と
な

る
方
に
つ

き
ま
し

て
は
、

所
沢
市
に

お
住
ま

い
で

要
介

護
認
定

を
受
け

て
い
る

方
の
中

か
ら
、

６
０
０

名
を
無
作

為
に
選

ば
せ
て
い

た
だ
き

ま
し
た

。
本
調
査

は
、
要
介

護
認
定

を
受
け

て
い
る

方
を

主
に

介
護
し

て
い
る

方
へ
の
質

問
も
設

け
ら
れ

て
い
ま
す

。
ご
回
答

い
た
だ
い
た
内
容
は
す
べ
て
統
計
的
に
処
理
し
、
他
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
忙
し

い
と
こ

ろ
誠
に

恐
縮
で
す

が
、
調

査
の
趣

旨
に
ご
理

解
を
い

た
だ
き

、
ご
協
力

を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

令
和
２
年
１
月

所
沢
市

長
藤
本

正
人

※
こ
の
計
画
は
、
高
齢
者
に
関
す
る
福
祉
施
策
や
認
知
症
施
策
を
定
め
る
と
と
も
に
、
令
和
３
年
度
か
ら
の

介
護

保
険

料
を
決

め
る

た
め
の

介
護
保

険
サ
ー

ビ
ス

見
込
量

を
定

め
る

重
要

な
も

の
で
す

。
所
沢

市
の
実

態
に
合
っ
た
計
画
を
作
成
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
【【

ここ
のの

調調
査査
票票

のの
ごご

記記
入入
にに

ああ
たた

っっ
てて
】】

●
こ
の
調
査
は
、
無
記
名
で
す
。

●
こ
の
調
査
は
、
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
の
状
況
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

●
あ
て
名
の
方
ご
本
人
お
ひ
と
り
で
の
回
答
が
む
ず
か
し
い
場
合
は
ご
家
族
の
方
が
お
手
伝
い
い
た
だ
く
か
、

あ
て
名
の
方
の
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
ご
家
族
の
方
が
代
わ
り
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
ご

回
答

は
、

あ
て

は
ま

る
回

答
に
□□

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
質

問
に

よ
っ

て
は

、
「

回
答

は
１

つ
」

「
あ

て
は

ま
る

も
の

す
べ

て
に

回
答

」
な
ど
、
□□

を
つ
け
る
数
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
１
８
ペ
ー
ジ
以
降
の
質
問
は
、「

主
に
介
護
し
て
い
る
同
居
の
ご
家
族
の
方
」
に
お
答
え
い
た
だ
く
質
問
と

な
り
ま
す
。「

お
一
人
暮
ら
し
の
方
」、
「
同
居
の
ご
家
族
か
ら
介
護
を
受
け
て
い
な
い
方
」
は
、
１
８
ペ
ー
ジ

以
降
の
回
答
は
不
要
で
す
。

●
あ

て
名

の
方

が
何

ら
か

の
事

情
に

よ
り

調
査

で
き

な
い

場
合

に
は

、
下

の
い

ず
れ

か
に

チ
ェ

ッ
ク

を

つ
け

て
ご

返
送

く
だ

さ
い

。

□
医
療
機
関
に
入
院
中

□
市
外
に
転
居

□
そ
の
他
（

）

●
ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
１１

月月
３３

１１
日日

（（
金金

））
ま
で
に
ご
返
送

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の

調
査

票
に

つ
い

て
の

お
問

い
合
わ

せ
は

、
下

記
ま

で
お

願
い
い

た
し

ま
す

。

所
沢

市
福

祉
部

高
齢

者
支

援
課

電
話

０
４
（

２
９

９
８

）
９
１

２
０

Ｆ
Ａ

Ｘ
０

４
（

２
９

９
８

）
９
１

３
８

所
沢

市
福

祉
部

介
護

保
険

課
電

話
０

４
（

２
９

９
８

）
９
４

２
０

Ｆ
Ａ

Ｘ
０

４
（

２
９

９
８

）
９
４

１
０

【【
調調
査査

のの
目目
的的

及及
びび

活活
用用
目目

的的
にに

つつ
いい
てて

】】

◆
こ

の
調

査
は

、
第

８
期

所
沢

市
高

齢
者

福
祉

計
画

・
介

護
保

険
事

業
計

画
策

定
の

た
め

の
基

礎
資

料
と

す
る

た
め

に
行

う
も

の
で

す
。

本
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所
沢
市
に
よ
る
高
齢
者
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
と
効
果
評
価
の
目
的
以
外
に
は
利
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
当
該

情
報
に
つ
い
て
は
、
所
沢
市
で
適
切
に
管
理
い
た
し
ま
す
。

◆
た
だ
し
、
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
時
お
よ
び
効
果
評
価
時
に
本
調
査
で
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
に
あ
た
り
、
厚
生
労
働
省
の
管
理
す
る
所
沢
市
外
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
内
に
情
報
を
登

録
し
、
必
要
に
応
じ
て
集
計
・
分
析
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
集
計
・
分
析
の
た
め
に
登
録
す
る

本
情
報
は
無
記
名
で
あ
り
、
個
人
を
特
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
本
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
以
下
の
方
法
で
公
開
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

公
開
方
法
：
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー

公
開
時
期
：
令
和
２
年
５
月
以
降
（
予
定
）
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ああ
てて
名名
のの
ごご
本本
人人
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問
１１
．．
以以
下下
はは
ああ
てて
名名
のの
ごご
本本
人人
にに
つつ
いい
てて
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。

 
（（
令令
和和
２２
年年
１１
月月
１１
日日
現現
在在
でで
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
））

  

年
齢

□
～

歳

□
～

歳

□
～

歳

□
～

歳

□
～

歳

□
歳
以
上

性
別

□
男

□
女

要
介

護
度

□
要
介
護
１

□
要
介
護
２

□
要
介
護
３

□
要
介
護
４

□
要
介
護
５

□
そ
の
他
（

）

 
問問
２２
．．
おお
住住
まま
いい
のの
地地
区区
にに
つつ
いい
てて
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。

 

□
所
沢
地
区

（
宮
本
町
、
西
所
沢
、
金
山
町
、
喜
多
町
、
有
楽
町
、
北
有
楽
町
、
日
吉
町
、
東
町
、

寿
町
、
元
町
、
御
幸
町
、
旭
町
、
星
の
宮
、
く
す
の
き
台
１
～
２
丁
目
）

□
松
井
東
地
区

（
下
安
松
、
松
郷
、
東
所
沢
和
田
）

□
松
井
西
地
区

（
上
安
松
、
牛
沼
、
東
新
井
町
、
西
新
井
町
）

□
柳
瀬
地
区

（
東
所
沢
、
本
郷
、
南
永
井
、
日
比
田
、
亀
ヶ
谷
、
城
、
坂
之
下
、
新
郷
）

□
富
岡
地
区

（
北
中
、
岩
岡
町
、
北
岩
岡
、
所
沢
新
町
、
中
富
、
中
富
南
、
下
富
、
神
米
金
）

□
新
所
沢
地
区

（
緑
町
、
榎
町
、
泉
町
、
青
葉
台
、
け
や
き
台
、
向
陽
町
）

□
新
所
沢
東
地
区

（
松
葉
町
、
弥
生
町
、
美
原
町
、
北
所
沢
町
、
花
園
）

□
三
ケ
島
第
１
地
区

（
三
ヶ
島
、
堀
之
内
、
糀
谷
、
林
、
和
ヶ
原
、
西
狭
山
ヶ
丘
）

□
三
ケ
島
第
２
地
区

（
東
狭
山
ヶ
丘
、
狭
山
ヶ
丘
、
若
狭
）

□
小
手
指
第
１
地
区

（
上
新
井
、
北
野
、
北
野
新
町
、
北
野
南
、
小
手
指
南
、
小
手
指
元
町
、

小
手
指
町
５
丁
目
、
小
手
指
台
）

□
小
手
指
第
２
地
区

（
小
手
指
町
１
～
４
丁
目
）

□
山
口
地
区

（
山
口
、
上
山
口
）

□
吾
妻
地
区

（
東
住
吉
、
西
住
吉
、
南
住
吉
、
久
米
、
北
秋
津
、
松
が
丘
、
荒
幡
、

く
す
の
き
台
３
丁
目
）

□
並
木
地
区

（
並
木
、
若
松
町
、
こ
ぶ
し
町
、
北
原
町
、
中
新
井
、
下
新
井
）
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◆◆
ああ
なな
たた
のの
ごご
家家
族族
やや
生生
活活
状状
況況
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問
３３
．．
家家
族族
構構
成成
をを
教教
ええ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
１
人
暮
ら
し
→→
問問

33
--
11
へへ

□
夫
婦
２
人
暮
ら
し

（
配

偶
者

歳
以

上
）
→→
問問

44
へへ

□
夫
婦
２
人
暮
ら
し

（
配

偶
者

歳
以

下
）
→→
問問

44
へへ

□
息
子
・
娘
と
の
２
世
帯
→→
問問

44
へへ

□
そ
の
他
→→
問問

44
へへ

（
）

 
問問
３３
－－
１１
．．
【【
問問
３３
でで
「「
１１
人人
暮暮
らら
しし
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
市市
内内
又又
はは
おお
住住
まま
いい
のの
近近
くく
（（

33
00
分分
以以
内内
程程
度度
））
にに
、、
ごご
家家
族族
はは
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
は
い
→→
問問

33
--
22
へへ

□
い
い
え
→→
問問

44
へへ

 
問問
３３
－－
２２
．．
【【
問問
３３
－－
１１
でで
「「
はは
いい
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
そそ
れれ
はは
どど
なな
たた
でで
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
配
偶
者
（
夫
・
妻
）

□
息
子

□
娘

□
子
の
配
偶
者

□
孫
・
ひ
孫

□
あ
な
た
や
配
偶
者
の
兄
弟
・
姉
妹

□
そ
の
他
（

）

 
問問
４４
．．
おお
住住
まま
いい
はは
一一
戸戸
建建
てて
、、
まま
たた
はは
集集
合合
住住
宅宅
のの
どど
ちち
らら
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
持
家
（
一
戸
建
て
）

□
持
家
（
集
合
住
宅
）

□
公
営
賃
貸
住
宅

□
民
間
賃
貸
住
宅
（
一
戸
建
て
）

□
民
間
賃
貸
住
宅
（
集
合
住
宅
）

□
借
間

□
そ
の
他
（

）

※
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
は
「
民
間
賃
貸
住
宅
（
集
合
住
宅
）」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 
問問
５５
．．
ああ
なな
たた
はは
、、
普普
段段
のの
生生
活活
でで
どど
なな
たた
かか
のの
介介
護護
・・
介介
助助
がが
必必
要要
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
介
護
・
介
助
は
必
要
な
い
→→
問問

55
--
11
へへ

□
何
ら
か
の
介
護
・
介
助
は
必
要
だ
が
、
現
在
は
受
け
て
い
な
い
→→
問問

55
--
２２
へへ

□
現
在
、
何
ら
か
の
介
護
を
受
け
て
い
る
→→
問問

55
--
３３
～～
問問

55
--
６６
へへ

（
介
護
認
定
を
受
け
ず
に
家
族
な
ど
の
介
護
を
受
け
て
い
る
場
合
も
含
む
）
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問問
５５
－－
１１
．．
【【
問問
５５
でで
「「
介介
護護
・・
介介
助助
はは
必必
要要
なな
いい
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
要要
介介
護護
認認
定定
のの
申申
請請
をを
しし
たた
理理
由由
はは
何何
でで
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
介
護
・
介
助
は
必
要
な
い
が
万
が
一
の
た
め
申
請
し
た

□
住
宅
改
修
、
福
祉
用
具
貸
与
・
購
入
の
み
を
利
用
す
る
た
め
申
請
し
た

□
以
前
は
介
護
・
介
助
が
必
要
だ
っ
た
た
め
申
請
し
た

□
親
族
等
、
周
囲
に
勧
め
ら
れ
た
た
め
申
請
し
た

□
そ
の
他
（

）

 
問問
５５
－－
２２
．．【【
問問
５５
でで
「「
何何
らら
かか
のの
介介
護護
・・
介介
助助
はは
必必
要要
だだ
がが
、、
現現
在在
はは
受受
けけ
てて
いい
なな
いい
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた

ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
介介
護護
保保
険険
ササ
ーー
ビビ
スス
をを
利利
用用
ささ
れれ
てて
いい
なな
いい
理理
由由
はは
何何
でで
すす
かか
。。（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））
  

□
利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
が
な
い

□
以
前
、
利
用
し
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
に
不
満
が
あ
っ
た

□
利
用
料
を
支
払
う
の
が
難
し
い

□
利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
い
、
身
近
に
な
い

□
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
が
手
続
き
や
利
用
方
法
が
わ
か
ら
な
い

□
そ
の
他
（

）

 
問問
５５
－－
３３
．．
【【
問問
５５
でで
「「
現現
在在
、、
何何
らら
かか
のの
介介
護護
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
主主
にに
どど
なな
たた
のの
介介
護護
をを
受受
けけ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
配
偶
者
（
夫
・
妻
）

□
息
子

□
娘

□
子
の
配
偶
者

□
孫

□
兄
弟
・
姉
妹

□
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
ヘ
ル
パ
ー

□
そ
の
他

（
）

 
問問
５５
－－
４４
．．
【【
問問
５５
でで
「「
現現
在在
、、
何何
らら
かか
のの
介介
護護
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
主主
なな
介介
護護
者者
のの
方方
がが
行行
っっ
てて
いい
るる
介介
護護
等等
にに
つつ
いい
てて
、、
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
日
中
の
排
泄

□
夜
間
の
排
泄

□
食
事
の
介
助
（
食
べ
る
時
）

□
入
浴
・
洗
身

□
身
だ
し
な
み
（
洗
顔
・
歯
磨
き
等
）

□
衣
服
の
着
脱

□
屋
内
の
移
乗
・
移
動

□
外
出
の
付
き
添
い
、
送
迎
等

□
服
薬

□
認
知
症
状
へ
の
対
応

□
医
療
面
で
の
対
応
（
経
管
栄
養
、
ス
ト
ー
マ
等
）

□
食
事
の
準
備
（
調
理
等
）

□
そ
の
他
の
家
事
（
掃
除
、
洗
濯
、
買
い
物
等
）

□
金
銭
管
理
や
生
活
面
に
必
要
な
諸
手
続
き

□
そ
の
他
（

）

□
わ
か
ら
な
い
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問問
５５
－－
５５
．．
【【
問問
５５
でで
「「
現現
在在
、、
何何
らら
かか
のの
介介
護護
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
介介
護護
・・
介介
助助
がが
必必
要要
とと
なな
っっ
たた
主主
なな
原原
因因
はは
何何
でで
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
脳
卒
中
（
脳
出
血
・
脳
梗
塞
等
）

□
心
臓
病

□
が
ん
（
悪
性
新
生
物
）

□
呼
吸
器
の
病
気
（
肺
気
腫
・
肺
炎
等
）

□
関
節
の
病
気
（
リ
ウ
マ
チ
等
）

□
認
知
症
（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
等
）

□
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

□
糖
尿
病

□
腎
疾
患
（
透
析
）

□
視
覚
・
聴
覚
障
害

□
骨
折
・
転
倒

□
脊
椎
損
傷

□
高
齢
に
よ
る
衰
弱

□
そ
の
他
（

）

□
不
明

 
問問
５５
－－
６６
．．
【【
問問
５５
でで
「「
現現
在在
、、
何何
らら
かか
のの
介介
護護
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
ごご
家家
族族
やや
ごご
親親
族族
のの
方方
かか
らら
のの
介介
護護
はは
、、
週週
にに
どど
のの
くく
らら
いい
ああ
りり
まま
すす
かか
。。

  

（（
同同
居居
しし
てて
いい
なな
いい
子子
どど
もも
やや
親親
族族
等等
かか
らら
のの
介介
護護
をを
含含
むむ
））
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
な
い

□
た
ま
に
あ
る
（
月
に
数
回
）

□
週
に
１
～
２
日
あ
る

□
週
に
３
～
４
日
あ
る

□
ほ
ぼ
毎
日
あ
る

 
問問
６６
．．
現現
在在
のの
暮暮
らら
しし
のの
状状
況況
をを
経経
済済
的的
にに
みみ
てて
どど
うう
感感
じじ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
大
変
苦
し
い

□
や
や
苦
し
い

□
ふ
つ
う

□
や
や
ゆ
と
り
が
あ
る

□
大
変
ゆ
と
り
が
あ
る

 
【【
大大
人人
用用
紙紙
おお
むむ
つつ
のの
利利
用用
状状
況況
にに
つつ
いい
てて
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

  

問問
７７
．．
現現
在在
、、
大大
人人
用用
紙紙
おお
むむ
つつ
をを
利利
用用
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
現
在
、
紙
お
む
つ
は
利
用
し
て
い
な
い

□
念
の
た
め
、
使
用
し
て
い
る
（
間
に
合
わ
な
い
時
や
外
出
時
用
）

□
寝
て
い
る
間
だ
け
、
使
用
し
て
い
る

□
寝
た
き
り
状
態
で
あ
り
、
常
時
使
用
し
て
い
る

□
昼
用
と
夜
用
を
使
い
分
け
て
、
常
時
使
用
し
て
い
る

□
そ
の
他
（

）
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◆◆
かか
らら
だだ
をを
動動
かか
すす
ここ
とと
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問
８８
．．
階階
段段
をを
手手
すす
りり
やや
壁壁
をを
つつ
たた
わわ
らら
ずず
にに
昇昇
っっ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

 
問問
９９
．．
椅椅
子子
にに
座座
っっ
たた
状状
態態
かか
らら
何何
もも
つつ
かか
まま
らら
ずず
にに
立立
ちち
上上
がが
っっ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

 
問問

11
00
．．
１１
５５
分分
位位
続続
けけ
てて
歩歩
いい
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

 
問問

11
11
．．
過過
去去
１１
年年
間間
にに
転転
んん
だだ
経経
験験
がが
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
何
度
も
あ
る

□
１
度
あ
る

□
な
い

 
問問

11
22
．．
転転
倒倒
にに
対対
すす
るる
不不
安安
はは
大大
きき
いい
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
と
て
も
不
安
で
あ
る

□
や
や
不
安
で
あ
る

□
あ
ま
り
不
安
で
な
い

□
不
安
で
な
い

 
問問

11
33
．．
週週
にに
１１
回回
以以
上上
はは
外外
出出
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
ほ
と
ん
ど
外
出
し
な
い
→→
問問

11
44
へへ

□
週
１
回
→→
問問

11
33

--
11
へへ

□
週
２
～
４
回
→→
問問

11
33

--
11
へへ

□
週
５
回
以
上
→→
問問

11
33

--
11
へへ

 
問問

11
33
－－
１１
．．【【
問問

11
33
でで
「「
週週
１１
回回
」」
、、「「
週週
２２
～～
４４
回回
」」
、、「「
週週
５５
回回
以以
上上
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
外外
出出
をを
すす
るる
際際
のの
主主
なな
行行
先先
はは
次次
のの
どど
ちち
らら
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
３３
つつ
まま
でで
））

  

□
買
い
物
を
す
る
場
所

□
会
合
・
サ
ー
ク
ル
活
動
・
学
習
の
た
め
の
施
設

□
体
操
等
、
地
域
の
通
い
の
場

□
病
院
、
診
療
所

□
飲
食
店

□
公
園
、
遊
歩
道

□
家
族
・
親
戚
や
友
人
・
知
人
の
家

□
文
化
・
娯
楽
施
設

□
行
楽
地
、
観
光
地

□
ス
ポ
ー
ツ
施
設

□
宗
教
的
な
施
設
・
場
所

□
農
園

□
職
場

□
入
浴
施
設

□
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
通
所
施
設

□
そ
の
他
（

）

 
 

-
 6

 -
 

問問
11

44
．．
昨昨
年年
とと
比比
べべ
てて
外外
出出
のの
回回
数数
がが
減減
っっ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
と
て
も
減
っ
て
い
る

□
減
っ
て
い
る

□
あ
ま
り
減
っ
て
い
な
い

□
減
っ
て
い
な
い

 
問問

11
55
．．
外外
出出
をを
控控
ええ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い
→→
問問

11
55

--
11
へへ

□
い
い
え
→→
問問

11
66
へへ

 
問問

11
55
－－
１１
．．
【【
問問

11
55
でで
「「
はは
いい
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
外外
出出
をを
控控
ええ
てて
いい
るる
理理
由由
はは
、、
次次
のの
どど
れれ
でで
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
病
気

□
障
害
（
脳
卒
中
の
後
遺
症
な
ど
）

□
足
腰
な
ど
の
痛
み

□
ト
イ
レ
の
心
配
（
失
禁
な
ど
）

□
耳
の
障
害
（聞
こ
え
の
問
題
な
ど
）

□
目
の
障
害

□
外
で
の
楽
し
み
が
な
い

□
経
済
的
に
出
ら
れ
な
い

□
交
通
手
段
が
な
い

□
そ
の
他
（

）

 
問問

11
66
．．
外外
出出
すす
るる
際際
のの
移移
動動
手手
段段
はは
何何
でで
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

 

□
徒
歩

□
自
転
車

□
バ
イ
ク

□
自
動
車
（
自
分
で
運
転
）

□
自
動
車
（
人
に
乗
せ
て
も
ら
う
）

□
電
車

□
路
線
バ
ス

□
病
院
や
施
設
の
バ
ス

□
車
い
す

□
電
動
車
い
す
（
カ
ー
ト
）

□
歩
行
器
・
シ
ル
バ
ー
カ
ー

□
タ
ク
シ
ー

□
そ
の
他
（

）

 ◆◆
食食
べべ
るる
ここ
とと
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問

11
77
．．
身身
長長
・・
体体
重重
をを
記記
入入
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

 

身
長
：

体
重
：

㎏

 
問問

11
88
．．
半半
年年
前前
にに
比比
べべ
てて
固固
いい
もも
のの
がが
食食
べべ
にに
くく
くく
なな
りり
まま
しし
たた
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え
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問問
11

99
．．
歯歯
のの
数数
とと
入入
れれ
歯歯
のの
利利
用用
状状
況況
をを
おお
教教
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。

 
（ （
成成
人人
のの
歯歯
のの
総総
本本
数数
はは
、、
親親
知知
らら
ずず
をを
含含
めめ
てて

33
22
本本
でで
すす
））
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
自
分
の
歯
は

本
以
上
、
か
つ
入
れ
歯
を
利
用

□
自
分
の
歯
は

本
以
上
、
入
れ
歯
の
利
用
な
し

□
自
分
の
歯
は

本
以
下
、
か
つ
入
れ
歯
を
利
用

□
自
分
の
歯
は

本
以
下
、
入
れ
歯
の
利
用
な
し

 
問問

22
00
．．
どど
なな
たた
かか
とと
食食
事事
をを
とと
もも
にに
すす
るる
機機
会会
はは
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
毎
日
あ
る

□
週
に
何
度
か
あ
る

□
月
に
何
度
か
あ
る

□
年
に
何
度
か
あ
る

□
ほ
と
ん
ど
な
い

 ◆◆
毎毎
日日
のの
生生
活活
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問

22
11
．．
物物
忘忘
れれ
がが
多多
いい
とと
感感
じじ
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

22
22
．．
ババ
スス
やや
電電
車車
をを
使使
っっ
てて
、、
１１
人人
でで
外外
出出
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
自自
家家
用用
車車
でで
もも
可可
））
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

 
問問

22
33
．．
自自
分分
でで
食食
品品
・・
日日
用用
品品
のの
買買
いい
物物
をを
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

 
問問

22
44
．．
自自
分分
でで
食食
事事
のの
用用
意意
をを
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

 
問問

22
55
．．
自自
分分
でで
請請
求求
書書
のの
支支
払払
いい
をを
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

 
問問

22
66
．．
自自
分分
でで
預預
貯貯
金金
のの
出出
しし
入入
れれ
をを
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
で
き
る
し
、
し
て
い
る

□
で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

□
で
き
な
い

  
 

-
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問問
22

77
．．
日日
常常
生生
活活
のの
中中
でで
困困
っっ
たた
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

 

□
税
金
の
支
払
い
や
公
共
機
関
の
手
続
き

□
財
産
や
お
金
の
管
理

□
近
く
に
買
い
物
を
す
る
場
所
が
な
い

□
買
い
物
に
行
く
の
が
困
難
（
行
け
な
い
）

□
日
々
の
ゴ
ミ
出
し

□
日
常
の
力
仕
事
（
家
具
の
移
動
等
）

□
庭
の
手
入
れ

□
掃
除

□
洗
濯

□
食
事
の
準
備

□
外
出
の
際
の
移
動
手
段

□
電
化
製
品
の
扱
い
方

□
ペ
ッ
ト
の
世
話

□
そ
の
他
（

）

□
特
に
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

 
問問

22
88
．．
今今
後後
のの
生生
活活
でで
心心
配配
なな
ここ
とと
はは
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
３３
つつ
まま
でで
））

□
経
済
的
な
こ
と

□
お
金
の
管
理
の
こ
と

□
自
分
の
健
康
に
関
す
る
こ
と

□
自
分
が
認
知
症
に
な
る
こ
と

□
家
族
の
健
康
に
関
す
る
こ
と

□
家
族
が
認
知
症
に
な
る
こ
と

□
家
族
と
の
不
和

□
近
所
と
の
付
き
合
い

□
将
来
、
一
人
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
の
こ
と

□
何
か
あ
っ
た
と
き
に
ど
こ
へ
相
談
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い

□
住
ま
い
に
関
す
る
こ
と

□
そ
の
他
（

）

□
特
に
心
配
し
て
い
る

こ
と
は
な
い
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◆◆
地地
域域
のの
活活
動動
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問

22
99
．．
以以
下下
のの
よよ
うう
なな
会会
・・
ググ
ルル
ーー
ププ
等等
にに
どど
のの
くく
らら
いい
のの
頻頻
度度
でで
参参
加加
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。

  

※※
①①
かか
らら
⑧⑧
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
にに
回回
答答
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

  

週
回

以
上

週

～
回

週
回

月

～
回

年
に

数
回

参
加
し
て

い
な
い

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
ル
ー
プ

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

②
ス

ポ
ー

ツ
関

係
の

グ
ル

ー
プ

や
ク
ラ
ブ

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

③
趣
味
関
係
の
グ
ル
ー
プ

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

④
学
習
・
教
養
サ
ー
ク
ル

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

⑤
介
護
予
防
の
た
め
の
通
い
の
場

（
ト
コ
ろ
ん
元
気
百
歳
体
操
、

お
達
者
倶
楽
部
な
ど
）

□
□

□
□

□
□

⑥
長
生
ク
ラ
ブ

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

⑦
町
内
会
・
自
治
会

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

⑧
収
入
の
あ
る
仕
事

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

 
問問

33
00
．．
地地
域域
住住
民民
のの
有有
志志
にに
よよ
っっ
てて
、、
健健
康康
づづ
くく
りり
活活
動動
やや
趣趣
味味
等等
のの
ググ
ルル
ーー
ププ
活活
動動
をを
行行
っっ
てて
、、
いい
きき
いい
きき

しし
たた
地地
域域
づづ
くく
りり
をを
進進
めめ
るる
とと
しし
たた
らら
、、
ああ
なな
たた
はは
そそ
のの
活活
動動
にに
参参
加加
者者
とと
しし
てて
参参
加加
しし
てて
みみ
たた
いい
とと

思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
是
非
参
加
し
た
い

□
参
加
し
て
も
よ
い

□
参
加
し
た
く
な
い

□
既
に
参
加
し
て
い
る

 
問問

33
11
．．
地地
域域
住住
民民
のの
有有
志志
にに
よよ
っっ
てて
、、
健健
康康
づづ
くく
りり
活活
動動
やや
趣趣
味味
等等
のの
ググ
ルル
ーー
ププ
活活
動動
をを
行行
っっ
てて
、、
いい
きき
いい
きき

しし
たた
地地
域域
づづ
くく
りり
をを
進進
めめ
るる
とと
しし
たた
らら
、、
ああ
なな
たた
はは
そそ
のの
活活
動動
にに
企企
画画
・・
運運
営営
（（
おお
世世
話話
役役
））
とと
しし
てて

参参
加加
しし
てて
みみ
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
是
非
参
加
し
た
い

□
参
加
し
て
も
よ
い

□
参
加
し
た
く
な
い

□
既
に
参
加
し
て
い
る

 
問問

33
22
．．
地地
域域
とと
のの
関関
係係
にに
つつ
いい
てて
、、
ああ
なな
たた
のの
考考
ええ
にに
最最
もも
近近
いい
もも
のの
はは
どど
れれ
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
お
互
い
に
緊
密
な
か
か
わ
り
を
も
ち
、
支
え
あ
え
る
関
係
を
も
ち
た
い

□
い
ざ
と
い
う
と
き
だ
け
助
け
合
え
る
よ
う
、
あ
る
程
度
の
か
か
わ
り
を
も
っ
て
お
き
た
い

□
お
互
い
に
干
渉
し
な
い
で
、
必
要
最
小
限
の
つ
き
あ
い
と
し
た
い

□
か
か
わ
り
あ
い
を
も
た
な
い
で
、
自
分
な
り
に
生
活
し
て
い
き
た
い

-
 1

0
 -

 

◆◆
たた
すす
けけ
ああ
いい
にに
つつ
いい
てて
（（
ああ
なな
たた
とと
まま
わわ
りり
のの
人人
のの
「「
たた
すす
けけ
ああ
いい
」」
にに
つつ
いい
てて
おお
伺伺
いい
しし
まま
すす
。。
））

 

 
問問

33
33
．．
ああ
なな
たた
のの
心心
配配
事事
やや
愚愚
痴痴
（（
ぐぐ
ちち
））
をを
聞聞
いい
てて
くく
れれ
るる
人人
はは
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
人人
でで
すす
かか
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
配
偶
者

□
同
居
の
子
ど
も

□
別
居
の
子
ど
も

□
兄
弟
姉
妹
・
親
戚
・
親
・
孫

□
近
隣

□
友
人

□
そ
の
他
（

）

□
そ
の
よ
う
な
人
は
い
な
い

 
問問

33
44
．．
反反
対対
にに
、、
ああ
なな
たた
がが
心心
配配
事事
やや
愚愚
痴痴
（（
ぐぐ
ちち
））
をを
聞聞
いい
てて
ああ
げげ
るる
人人
はは
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
人人
でで
すす
かか
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
配
偶
者

□
同
居
の
子
ど
も

□
別
居
の
子
ど
も

□
兄
弟
姉
妹
・
親
戚
・
親
・
孫

□
近
隣

□
友
人

□
そ
の
他
（

）

□
そ
の
よ
う
な
人
は
い
な
い

 
問問

33
55
．．
ああ
なな
たた
がが
病病
気気
でで
数数
日日
間間
寝寝
込込
んん
だだ
とと
きき
にに
、、
看看
病病
やや
世世
話話
をを
しし
てて
くく
れれ
るる
人人
はは
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
人人
でで
すす
かか
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
配
偶
者

□
同
居
の
子
ど
も

□
別
居
の
子
ど
も

□
兄
弟
姉
妹
・
親
戚
・
親
・
孫

□
近
隣

□
友
人

□
そ
の
他
（

）

□
そ
の
よ
う
な
人
は
い
な
い

 
問問

33
66
．．
反反
対対
にに
、、
ああ
なな
たた
がが
看看
病病
やや
世世
話話
をを
しし
てて
ああ
げげ
るる
人人
はは
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
人人
でで
すす
かか
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
配
偶
者

□
同
居
の
子
ど
も

□
別
居
の
子
ど
も

□
兄
弟
姉
妹
・
親
戚
・
親
・
孫

□
近
隣

□
友
人

□
そ
の
他
（

）

□
そ
の
よ
う
な
人
は
い
な
い

 ◆◆
健健
康康
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問

33
77
．．
現現
在在
のの
ああ
なな
たた
のの
健健
康康
状状
態態
はは
いい
かか
がが
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
と
て
も
よ
い

□
ま
あ
よ
い

□
あ
ま
り
よ
く
な
い

□
よ
く
な
い
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-
 1

1
 -

 

問問
33

88
．．
ああ
なな
たた
はは
、、
現現
在在
どど
のの
程程
度度
幸幸
せせ
でで
すす
かか
。。

  

※※
「「
とと
てて
もも
不不
幸幸
」」
をを

00
点点
、、
「「
とと
てて
もも
幸幸
せせ
」」
をを

11
00
点点
とと
しし
てて
、、
回回
答答
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

  

と
て
も

不
幸

と
て
も

幸
せ

０
点

１
点

２
点

３
点

４
点

５
点

６
点

７
点

８
点

９
点

点

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

 
問問

33
99
．．
ここ
のの
１１
かか
月月
間間
、、
気気
分分
がが
沈沈
んん
だだ
りり
、、
ゆゆ
うう
うう
つつ
なな
気気
持持
ちち
にに
なな
っっ
たた
りり
すす
るる
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
かか
。。

 
（ （
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

44
00
．．
ここ
のの
１１
かか
月月
間間
、、
どど
うう
しし
てて
もも
物物
事事
にに
対対
しし
てて
興興
味味
がが
わわ
かか
なな
いい
、、
ああ
るる
いい
はは
心心
かか
らら
楽楽
しし
めめ
なな
いい
感感
じじ

がが
よよ
くく
ああ
りり
まま
しし
たた
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

 
問問

44
11
．．
タタ
ババ
ココ
はは
吸吸
っっ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
ほ
ぼ
毎
日
吸
っ
て
い
る

□
時
々
吸
っ
て
い
る

□
吸
っ
て
い
た
が
や
め
た

□
も
と
も
と
吸
っ
て
い
な
い

 
問問

44
22
．．
現現
在在
治治
療療
中中
、、
まま
たた
はは
後後
遺遺
症症
のの
ああ
るる
病病
気気
はは
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

 

□
な
い

□
高
血
圧

□
脳
卒
中
（
脳
出
血
・
脳
梗
塞
等
）

□
心
臓
病

□
糖
尿
病

□
高
脂
血
症
（
脂
質
異
常
）

□
呼
吸
器
の
病
気
（
肺
炎
や
気
管
支
炎
等
）

□
胃
腸
・
肝
臓
・
胆
の
う
の
病
気

□
腎
臓
・
前
立
腺
の
病
気

□
筋
骨
格
の
病
気
（
骨
粗
し
ょ
う
症
、
関
節
症
等
）

□
外
傷
（
転
倒
・
骨
折
等
）

□
が
ん
（
悪
性
新
生
物
）

□
血
液
・
免
疫
の
病
気

□
う
つ
病

□
認
知
症
（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
等
）

□
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

□
目
の
病
気

□
耳
の
病
気

□
そ
の
他
（

）

 
問問

44
33
．．
現現
在在
、、
訪訪
問問
診診
療療
をを
利利
用用
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
利
用
し
て
い
る

□
利
用
し
て
い
な
い

  

-
 1

2
 -

 

【【
かか
かか
りり
つつ
けけ
のの
医医
療療
機機
関関
にに
つつ
いい
てて
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

  

問問
44

44
．．
かか
かか
りり
つつ
けけ
のの
医医
療療
機機
関関
にに
つつ
いい
てて
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
項項
目目
にに
おお
いい
てて
ああ
てて
はは
まま
るる
回回
答答
にに
チチ
ェェ
ッッ
クク
をを

付付
けけ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

項
目

は
い

い
い

え

①
か
か
り
つ
け
の
医
師
は
い
ま
す
か

□
□

②
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
は
い
ま
す
か

□
 

□

③
か
か
り
つ
け
の
薬
局
は
あ
り
ま
す
か

□
 

□

  
問問

44
55
．．
ああ
なな
たた
はは
、、
終終
末末
期期
（（
治治
療療
やや
回回
復復
のの
見見
込込
みみ
のの
なな
いい
状状
態態
とと
なな
っっ
たた
場場
合合
））
をを
どど
ここ
でで
過過
ごご
しし
たた
いい
とと

思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
自
宅

□
医
療
機
関
（
病
院
や
診
療
所
）

□
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
施
設

□
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

□
そ
の
他
（

）

□
わ
か
ら
な
い

 
問問

44
66
．．
終終
末末
期期
にに
つつ
いい
てて
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
ここ
とと
にに
不不
安安
をを
感感
じじ
まま
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））
  

□
自
宅
で
十
分
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
か
心
配

□
医
師
の
訪
問
診
療
や
往
診
を
受
け
ら
れ
る
か
心
配

□
急
変
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
体
制
が
心
配

□
経
済
的
な
負
担
が
心
配

□
家
族
の
介
護
等
の
負
担
が
心
配

□
そ
の
他
（

）

□
特
に
不
安
は
感
じ
な
い
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-
 1

3
 -

 

◆◆
認認
知知
症症
施施
策策
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問

44
77
．．
認認
知知
症症
にに
つつ
いい
てて
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
項項
目目
にに
おお
いい
てて
ああ
てて
はは
まま
るる
回回
答答
にに
チチ
ェェ
ッッ
クク
をを
付付
けけ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

  

（（
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

項
目

知
っ

て
い

る
知

ら
な
い

①
自
分
の
心
が
け
や
取
り
組
み
で

発
症
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

□
□

②
認

知
症

か
も
し

れ
な

い
と
思

っ
た
ら

な
る
べ

く
早

く
医

師
等

に
相

談
し
た

ほ
う
が
良
い
こ
と

□
 

□

③
認
知
症
の
方
が
入
所
す
る
介
護
施
設
が
あ
る
こ
と

□
 

□

④
家
族
が
症
状
や
特
性
を
理
解
す
る
こ
と
で
自
宅
で
の
生
活
も
可
能
な
こ
と

□
 

□

⑤
消
費
者
被
害
に
関
す
る
相
談
窓
口
が
あ
る
こ
と

□
 

□

⑥
「
成
年
後
見
制
度
」

認
知

症
等

に
よ
り

判
断

能
力
が

十
分

で
な

い
方

に
代

わ
っ
て

、
法

的
に
権

限
が
与
え
ら
れ
た
代
理
人
（
成
年
後
見
人
等
）
が
財
産
管
理
や
身
上
保
護
を

行
う
制
度

□
 

□

⑦
「

み
ん

な
の

カ
フ

ェ
（

認
知

症
カ

フ
ェ

）
」

認
知

症
の

方
や

家
族

、
地

域
の

方
な

ど
が

集
ま

る
カ

フ
ェ

□
 

□

⑧
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

講
座

を
通

じ
て

認
知

症
に

つ
い

て
の

正
し

い
知

識
や

つ
き

あ
い

方
を

理

解
し

、
自

分
で

で
き

る
範

囲
で

認
知

症
の

方
や

家
族

を
応

援
す

る
も

の

□
 

□

⑨
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
貸
出
」

行
方

不
明

と
な
っ

た
高

齢
者
を

Ｇ
Ｐ

Ｓ
と

携
帯

電
話

の
通
信

網
を

活
用
し

て
早
期
に
発
見
す
る
事
業

□
 

□

⑩
「
も
の
忘
れ
相
談
医
」

地
域
の
専
門
外
の
医
師
で
あ
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
も
認
知
症
患
者
の
診
療

を
行
い
、
専
門
医
療
機
関
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
進

め
る
取
組

□
 

□

  

問問
44

88
．．
ああ
なな
たた
はは
、、
認認
知知
症症
のの
症症
状状
がが
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
又又
はは
ごご
家家
族族
にに
認認
知知
症症
のの
症症
状状
がが
ああ
るる
人人
はは
いい
まま
すす
かか
。。

（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

  

問問
44

99
．．
認認
知知
症症
にに
関関
すす
るる
相相
談談
窓窓
口口
をを
ごご
存存
知知
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
は
い

□
い
い
え

※
認
知
症
に
関
す
る
相
談
は
、
医
療
機
関
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

-
 1

4
 -

 

◆◆
市市
のの
施施
策策
・・
事事
業業
、、
介介
護護
保保
険険
制制
度度
にに
つつ
いい
てて

 

問 問
55

00
．．
本本
市市
でで
はは
、、
災災
害害
がが
発発
生生
しし
たた
際際
、、
自自
らら
避避
難難
すす
るる
ここ
とと
がが
困困
難難
なな
方方
をを
対対
象象
にに
、、
避避
難難
をを
支支
援援
すす
るる

「「
避避
難難
行行
動動
要要
支支
援援
者者
支支
援援
事事
業業
」」
をを
行行
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

ああ
なな
たた
はは
、、
「「
避避
難難
行行
動動
要要
支支
援援
者者
支支
援援
事事
業業
」」
をを
ごご
存存
知知
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
知
っ
て
い
る

□
知
ら
な
い

 
問問

55
11
．．
現現
時時
点点
でで
のの
、、
施施
設設
等等
へへ
のの
入入
所所
・・
入入
居居
のの
検検
討討
状状
況況
にに
つつ
いい
てて
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
入
所
・
入
居
は
検
討
し
て
い
な
い

□
入
所
・
入
居
を
検
討
し
て
い
る

□
す
で
に
入
所
・
入
居
申
し
込
み
を
し
て
い
る

※
「
施
設
等
」
と
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
、
特
定
施
設
（
有
料

老
人
ホ
ー
ム
等
）
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
、
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

指
し
ま
す
。

 

 

問問
55

22
．．
ああ
なな
たた
自自
身身
がが
特特
別別
養養
護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
なな
どど
のの
介介
護護
施施
設設
にに
入入
所所
すす
るる
場場
合合
、、
どど
ちち
らら
のの
タタ
イイ
ププ
をを
希希
望望

しし
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
個
室
（
他
者
と
顔
を
合
わ
せ
る
事
が
で
き
る
居
間
等
の
共
有
空
間
が
あ
る
タ
イ
プ
）

□
多
床
室
（
個
室
に
比
べ
て
安
価
で
、
２
人
～
４
人
の
方
が
同
室
の
タ
イ
プ
）

問問
55

33
．．
ごご
家家
族族
がが
特特
別別
養養
護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
なな
どど
のの
介介
護護
施施
設設
にに
入入
所所
すす
るる
場場
合合
、、
どど
ちち
らら
のの
タタ
イイ
ププ
をを
希希
望望

しし
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
個
室
（
他
者
と
顔
を
合
わ
せ
る
事
が
で
き
る
居
間
等
の
共
有
空
間
が
あ
る
タ
イ
プ
）

□
多
床
室
（
個
室
に
比
べ
て
安
価
で
、
２
人
～
４
人
の
方
が
同
室
の
タ
イ
プ
）

 
問問

55
44
．．
介介
護護
保保
険険
料料
のの
段段
階階
をを
教教
ええ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
第
１
段
階
（
年
額

円
）

□
第
２
段
階
（
年
額

円
）

□
第
３
段
階
（
年
額

円
）

□
第
４
段
階
（
年
額

円
）

□
第
５
段
階
（
年
額

円
）

□
第
６
段
階
（
年
額

円
）

□
第
７
段
階
（
年
額

円
）

□
第
８
段
階
（
年
額

円
）

□
第
９
段
階
（
年
額

円
）

□
第

段
階
（
年
額

円
）

□
第

段
階
（
年
額

円
）

□
第

段
階
（
年
額

円
）

□
第

段
階
（
年
額

円
）

□
わ
か
ら
な
い
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問問
55

55
．．
介介
護護
保保
険険
料料
にに
つつ
いい
てて
どど
のの
よよ
うう
にに
感感
じじ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
負
担
と
は
感
じ
な
い

□
そ
れ
ほ
ど
負
担
と
は
感
じ
な
い

□
多
少
負
担
を
感
じ
る

□
負
担
と
感
じ
る

□
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

□
わ
か
ら
な
い

 
問問

55
66
．．
介介
護護
保保
険険
料料
はは
、、
市市
全全
体体
のの
介介
護護
保保
険険
ササ
ーー
ビビ
スス
のの
利利
用用
状状
況況
等等
かか
らら
、、
３３
年年
ごご
とと
にに
決決
定定
ささ
れれ
まま
すす
。。

介介
護護
保保
険険
ササ
ーー
ビビ
スス
をを
拡拡
大大
・・
充充
実実
ささ
せせ
るる
とと
介介
護護
保保
険険
料料
はは
高高
くく
なな
りり
まま
すす
。。

 
介 介
護護
保保
険険
ササ
ーー
ビビ
スス
とと
介介
護護
保保
険険
料料
にに
つつ
いい
てて
、、
どど
のの
よよ
うう
にに
おお
考考
ええ
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
介
護
保
険
料
が
高
く
て
も
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
る
方
が
良
い

□
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
抑
え
て
も
、
介
護
保
険
料
の
上
り
幅
を
抑
え
た
方
が
良
い

□
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
問問

55
77
．．
現現
在在
、、
利利
用用
しし
てて
いい
るる
「「
介介
護護
保保
険険
ササ
ーー
ビビ
スス
以以
外外
」」
のの
支支
援援
・・
ササ
ーー
ビビ
スス
にに
つつ
いい
てて
、、
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ

いい
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

□
配
食

□
調
理

□
掃
除
・
洗
濯

□
買
い
物
（
宅
配
は
含
ま
な
い
）

□
外
出
同
行
（
通
院
、
買
い
物
な
ど
）

□
ゴ
ミ
出
し

□
見
守
り
、
声
か
け

□
サ
ロ
ン
な
ど
の
定
期
的
な
通
い
の
場

□
移
送
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
）

□
そ
の
他
（

）

□
利
用
し
て
い
な
い

 
問問

55
88
．．
今今
後後
のの
在在
宅宅
生生
活活
のの
継継
続続
にに
必必
要要
とと
感感
じじ
るる
支支
援援
・・
ササ
ーー
ビビ
スス
（（
現現
在在
利利
用用
しし
てて
いい
るる
がが
、、
ささ
らら
なな
るる
充充

実実
がが
必必
要要
とと
感感
じじ
るる
支支
援援
・・
ササ
ーー
ビビ
スス
をを
含含
むむ
））
にに
つつ
いい
てて
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
回回
答答
はは
３３
つつ
まま
でで
））

 

□
配
食

□
調
理

□
掃
除
・
洗
濯

□
買
い
物
（
宅
配
は
含
ま
な
い
）

□
外
出
同
行
（
通
院
、
買
い
物
な
ど
）

□
ゴ
ミ
出
し

□
見
守
り
、
声
か
け

□
サ
ロ
ン
な
ど
の
定
期
的
な
通
い
の
場

□
移
送
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
）

□
そ
の
他
（

）

□
特
に
な
し

  
 

-
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6
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問問
55

99
．．
現現
在在
、、
市市
でで
はは
「「
独独
自自
制制
度度
」」
とと
しし
てて
、、
要要
支支
援援
・・
要要
介介
護護
認認
定定
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
在在
宅宅
のの
方方
をを
対対
象象
にに
、、

紙紙
おお
むむ
つつ
給給
付付
事事
業業
をを
実実
施施
しし
てて
いい
まま
すす
。。

平平
成成
３３
００
年年
８８
月月
よよ
りり
、、
軽軽
度度
認認
定定
者者
（（
介介
護護
度度
のの
軽軽
いい
、、
要要
支支
援援
１１
・・
２２
及及
びび
要要
介介
護護
１１
のの
方方
））
にに

つつ
いい
てて
はは
支支
給給
要要
件件
のの
厳厳
格格
化化
をを
行行
いい
まま
しし
たた
がが
、、
紙紙
おお
むむ
つつ
給給
付付
事事
業業
のの
支支
給給
額額
はは
増増
加加
しし
てて
おお
りり
、、

まま
たた
、、
国国
県県
等等
にに
よよ
るる
補補
助助
がが
なな
くく
なな
るる
可可
能能
性性
がが
ああ
りり
、、
介介
護護
保保
険険
料料
がが
高高
くく
なな
るる
見見
込込
みみ
でで
すす
。。
  

今今
後後
、、
紙紙
おお
むむ
つつ
給給
付付
事事
業業
にに
つつ
いい
てて
見見
直直
しし
をを
行行
うう
とと
すす
れれ
ばば
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
ここ
とと
にに
重重
点点
をを
置置
くく

べべ
きき
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
介
護
保
険
料
が
上
が
っ
て
も
、
現
行
通
り
の
内
容
で
継
続
し
た
方
が
よ
い

□
介
護
負
担
が
特
に
重
い
方
の
支
援
に
重
点
化
し
、
介
護
度
の
高
い
方
に
限
定
し
た
方
が
よ
い

（
軽
度
認
定
者
は
利
用
で
き
な
く
て
も
や
む
を
得
な
い
）

□
寝
た
き
り
な
ど
常
に
紙
お
む
つ
が
必
要
な
方
の
み
に
限
定
し
た
方
が
よ
い

□
紙
お
む
つ
給
付
事
業
は
、
市
の
独
自
制
度
と
し
て
必
要
性
は
低
い

 
問問

66
00
．．
現現
在在
、、
市市
でで
はは
「「
独独
自自
制制
度度
」」
とと
しし
てて
、、
介介
護護
保保
険険
をを
利利
用用
しし
てて
いい
るる
住住
民民
税税
非非
課課
税税
世世
帯帯
のの
方方
をを

対対
象象
にに
、、
介介
護護
保保
険険
のの
自自
己己
負負
担担
額額
をを
一一
部部
助助
成成
すす
るる
「「
低低
所所
得得
者者
助助
成成
金金
制制
度度
」」
をを
実実
施施
しし
てて
いい
まま
すす
。。

ここ
れれ
はは
市市
のの
財財
源源
かか
らら
助助
成成
をを
行行
っっ
てて
おお
りり
まま
すす
がが
、、
今今
後後
もも
ここ
のの
助助
成成
金金
制制
度度
がが
必必
要要
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。

（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
今
ま
で
通
り
の
助
成
金
制
度
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
→→

PP
11

77
へへ

□
助
成
金
制
度
の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
→→
問問

66
00

--
１１
へへ

□
税
金
の
使
い
道
と
し
て
助
成
金
制
度
は
必
要
な
い
と
思
う
→→

PP
11

77
へへ

□
そ
の
他
（

）
→→

PP
11

77
へへ

 
問問

66
00
－－
１１
．．【【
問問

66
00
でで
「「
助助
成成
金金
制制
度度
のの
見見
直直
しし
をを
行行
うう
必必
要要
がが
ああ
るる
とと
思思
うう
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね

しし
まま
すす
。。
】】

 
どど
のの
よよ
うう
なな
観観
点点
かか
らら
見見
直直
しし
がが
必必
要要
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
対
象
者
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）
を
さ
ら
に
限
定
し
た
ほ
う
が
よ
い

□
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
限
定
し
た
ほ
う
が
よ
い
（
現
在
：
介
護
保
険
の
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
が
対
象
）

□
一
定
額
以
上
の
負
担
額
が
あ
る
方
に
限
定
し
た
ほ
う
が
よ
い
（
現
在
：
負
担
額
の
要
件
は
な
し
）
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 ◆◆
介介
護護
保保
険険
制制
度度
やや
高高
齢齢
者者
福福
祉祉
ササ
ーー
ビビ
スス
なな
どど
にに
つつ
いい
てて
、、
ごご
意意
見見
・・
ごご
要要
望望
なな
どど
がが

ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
らら
、、
ごご
自自
由由
にに
おお
書書
きき
くく
だだ
ささ
いい
。。

 

 

【【
自自
由由
記記
入入
欄欄
】】

  

次次
ペペ

ーー
ジジ

以以
降降

のの
質質

問問
はは

、、

ああ
なな

たた
をを

「「
主主

にに
介介

護護
しし

てて
いい

るる
同同

居居
のの

ごご
家家

族族
のの

方方
」」

にに

おお
答答

ええ
いい

たた
だだ

くく
よよ

うう
おお

願願
いい

しし
まま

すす
。。

「「
おお
一一
人人
暮暮
らら
しし
のの
方方
」」、、
「「
同同
居居
のの
ごご
家家
族族
かか
らら
介介
護護
をを
受受
けけ
てて
いい
なな
いい
方方
」」
はは
、、

以以
上上
でで
終終
了了
とと
なな
りり
まま
すす
。。

おお
忙忙
しし
いい
中中
、、
ごご
協協
力力
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
。。

 
 

-
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《《
ああ
てて
名名
のの
方方
をを
、、
主主
にに
介介
護護
しし
てて
いい
るる
同同
居居
のの
ごご
家家
族族
のの
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
》》

 

◆◆
調調
査査
票票
をを
記記
入入
ささ
れれ
るる
のの
はは
どど
なな
たた
でで
すす
かか
。。（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
主
に
介
護
し
て
い
る
方

□
そ
の
他
（

）
 

 ◆◆
介介
護護
をを
しし
てて
いい
るる
方方
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問
１１
．．
以以
下下
はは
主主
にに
介介
護護
をを
しし
てて
いい
るる
方方
にに
つつ
いい
てて
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。

 
（（
令令
和和
２２
年年
１１
月月
１１
日日
現現
在在
でで
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
））

  

年
齢

（
）
歳

性
別

□
男

□
女

 
問問
２２
．．
介介
護護
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
方方
かか
らら
みみ
たた
ああ
なな
たた
のの
続続
柄柄
をを
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
妻

□
夫

□
兄
弟
・
姉
妹

□
息
子

□
娘

□
子
ど
も
の
夫

□
子
ど
も
の
妻

□
孫

□
親

□
そ
の
他

（
）

 
問問
３３
．．
どど
のの
くく
らら
いい
のの
期期
間間
、、
介介
護護
をを
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
１
年
未
満

□
１
年
以
上
３
年
未
満

□
３
年
以
上
５
年
未
満

□
５
年
以
上

年
未
満

□
年
以
上

 
問問
４４
．．
ああ
なな
たた
（（
介介
護護
しし
てて
いい
るる
方方
））
はは
、、
要要
介介
護護
認認
定定
をを
受受
けけ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
受
け
て
い
る
→→
問問
４４

--
１１
へへ

□
受
け
て
い
な
い
→→
問問
５５
へへ

 
問問
４４
－－
１１
．．
【【
問問
４４
でで
「「
受受
けけ
てて
いい
るる
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
ああ
なな
たた
（（
介介
護護
しし
てて
いい
るる
方方
））
のの
要要
介介
護護
度度
にに
つつ
いい
てて
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
要
支
援
１

□
要
支
援
２

□
要
介
護
１

□
要
介
護
２

□
要
介
護
３

□
要
介
護
４

□
要
介
護
５

□
そ
の
他

（
）
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◆◆
主主
にに
介介
護護
しし
てて
いい
るる
方方
のの
生生
活活
状状
況況
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問
５５
．．
介介
護護
をを
すす
るる
うう
ええ
でで
困困
っっ
てて
いい
るる
ここ
とと
はは
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

 

□
困
っ
た
と
き
に
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い

□
悩
み
な
ど
を
話
し
合
え
る
仲
間
や
相
談
先
が
な
い

□
身
体
的
な
負
担
や
疲
れ
が
大
き
い

□
精
神
的
な
負
担
が
大
き
い
（
悩
み
な
ど
を
人
に
話
せ
な
い
、
言
動
が
気
に
な
り
目
が
離
せ
な
い
な
ど
）

□
自
分
に
対
し
周
囲
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

□
自
分
の
自
由
に
な
る
時
間
が
も
て
な
い

□
自
分
の
具
合
が
悪
い
と
き
に
手
助
け
が
な
い

□
先
の
見
通
し
が
立
た
な
い

□
介
護
を
受
け
て
い
る
方
が
病
院
の
受
診
に
同
意
し
な
い

□
専
門
の
医
療
機
関
が
見
つ
か
ら
な
い

□
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
施
設
の
利
用
に
抵
抗
を
感
じ
て
し
ま
う

□
経
済
的
な
負
担
が
増
え
た

□
そ
の
他
（

）

□
特
に
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

 
問問
６６
．．
ああ
なな
たた
はは
、、
介介
護護
にに
つつ
いい
てて
誰誰
にに
相相
談談
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

 

□
家
族
・
親
族

□
友
人
・
知
人

□
近
所
の
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
等

□
介
護
が
必
要
な
本
人

□
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

□
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

□
市
役
所

□
保
健
所

□
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

□
医
師

□
病
院
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

□
民
生
委
員

□
勤
務
先

□
そ
の
他
（

）

□
誰
に
も
相
談
し
て
い
な
い

  
 

-
 2

0
 -

 

問問
７７
．．
今今
後後
のの
生生
活活
でで
心心
配配
なな
ここ
とと
はは
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
３３
つつ
まま
でで
））

 

□
経
済
的
な
こ
と

□
お
金
の
管
理
の
こ
と

□
自
分
が
体
の
健
康
を
害
す
る
こ
と

□
自
分
が
認
知
症
等
に
な
る
こ
と

□
介
護
を
受
け
て
い
る
方
の
状
態
が
悪
く
な
る
こ
と

□
介
護
を
受
け
て
い
る
方
以
外
の
家
族
が
健
康
を
害
す
る
こ
と

□
家
族
と
の
不
和

□
近
隣
と
の
付
き
合
い

□
そ
の
他
（

）

 
問問
８８
．．
現現
在在
のの
生生
活活
をを
継継
続続
しし
てて
いい
くく
にに
ああ
たた
っっ
てて
、、
不不
安安
にに
感感
じじ
るる
介介
護護
等等
にに
つつ
いい
てて
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。

  

（（
回回
答答
はは
３３
つつ
まま
でで
））

  

□
屋
内
の
移
乗
・
移
動

□
外
出
の
付
き
添
い
、
送
迎
等

□
入
浴
・
洗
身

□
日
中
の
排
泄

□
夜
間
の
排
泄

□
食
事
の
準
備
（
調
理
等
）

□
食
事
の
介
助
（
食
べ
る
時
）

□
服
薬

□
認
知
症
状
へ
の
対
応

□
衣
服
の
着
脱

□
身
だ
し
な
み
（
洗
顔
・
歯
磨
き
等
）

□
そ
の
他
の
家
事
（
掃
除
、
洗
濯
、
買
い
物
等
）

□
医
療
面
で
の
対
応
（
経
管
栄
養
、
ス
ト
ー
マ
等
）

□
金
銭
管
理
や
生
活
面
に
必
要
な
諸
手
続
き

□
そ
の
他
（

）

□
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
特
に
な
い

□
わ
か
ら
な
い

 
問問
９９
．．
ああ
なな
たた
がが
感感
じじ
てて
いい
るる
介介
護護
のの
負負
担担
感感
はは
どど
のの
程程
度度
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
か
な
り
負
担
で
あ
る

□
や
や
負
担
で
あ
る

□
そ
れ
ほ
ど
負
担
で
は
な
い

□
負
担
で
は
な
い
→→
問問

11
00
へへ

  
 

問問
９９

--１１
へへ
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1
 -

 

問問
９９
－－
１１
．．【【
問問
９９
でで
「「
かか
なな
りり
負負
担担
でで
ああ
るる
」」
、、「「
やや
やや
負負
担担
でで
ああ
るる
」」
、、「「
そそ
れれ
ほほ
どど
負負
担担
でで
はは
なな
いい
」」
とと
回回
答答
しし

たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
介介
護護
のの
負負
担担
をを
軽軽
減減
すす
るる
たた
めめ
にに
、、
普普
段段
どど
のの
よよ
うう
なな
ここ
とと
をを
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
かか
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
介
護
の
勉
強
会
な
ど
に
参
加
し
て
い
る

□
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

□
家
族
会
な
ど
に
参
加
し
、
介
護
者
同
士
で
悩
み
等
を
共
有
し
て
い
る

□
家
族
や
友
人
に
相
談
し
て
い
る

□
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
に
相
談
し
て
い
る

□
自
分
の
趣
味
な
ど
で
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
い
る

□
負
担
を
軽
減
す
る
方
法
が
な
い

□
そ
の
他
（

）

 
問問

11
00
．．
介介
護護
をを
行行
うう
うう
ええ
でで
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
支支
援援
がが
ああ
るる
とと
良良
いい
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
３３
つつ
まま
でで
））

 

□
夜
間
対
応
型
の
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

□
在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
診
療
・
訪
問
看
護
等
）
の
充
実

□
受
け
入
れ
施
設
の
整
備

□
介
護
者
同
士
の
集
ま
り
の
場

□
介
護
者
へ
の
手
当
の
支
給

□
徘
徊
高
齢
者
の
早
期
保
護
、
安
全
確
保
支
援

□
介
護
者
の
健
康
増
進
の
た
め
の
事
業
（
健
康
相
談
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
）

□
介
護
者
の
家
事
支
援

□
そ
の
他
（

）

 
問問

11
11
．．
家家
族族
会会
なな
どど
（（
介介
護護
者者
のの
集集
いい
やや
認認
知知
症症
カカ
フフ
ェェ
なな
どど
））
、、
同同
じじ
立立
場場
のの
人人
たた
ちち
のの
集集
まま
りり
にに
参参
加加
しし
たた

いい
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
参
加
し
た
い
と
思
う
→→
問問

11
11

--
11
へへ

□
参
加
し
た
い
と
思
わ
な
い
→→
問問

11
11

--
22
へへ

 
問問

11
11
－－
１１
．．
【【
問問

11
11
でで
「「
参参
加加
しし
たた
いい
とと
思思
うう
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
参参
加加
しし
たた
いい
とと
思思
うう
理理
由由
はは
何何
でで
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
同
じ
境
遇
に
あ
る
方
と
の
接
点
が
欲
し
い
か
ら

□
気
晴
ら
し
に
な
る
と
思
う
か
ら

□
日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
を
自
由
に
話
せ
る
と
思
う
か
ら

□
介
護
に
関
す
る
知
識
が
得
ら
れ
る
と
思
う
か
ら

□
そ
の
他
（

）

 
 

-
 2

2
 -

 

問問
11

11
－－
２２
．．
【【
問問

11
11
でで
「「
参参
加加
しし
たた
いい
とと
思思
わわ
なな
いい
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
どど
のの
よよ
うう
なな
会会
でで
ああ
れれ
ばば
参参
加加
しし
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
介
護
に
関
す
る
知
識
等
が
得
ら
れ
る
会

□
行
き
や
す
い
場
所
に
あ
る
会
（
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
）

□
参
加
し
や
す
い
時
間
帯
に
開
催
し
て
い
る
会
（
参
加
し
や
す
い
時
間
帯
：

時
ご
ろ
）

□
市
の
広
報
な
ど
で
周
知
さ
れ
て
い
る
会

□
介
護
さ
れ
て
い
る
人
と
一
緒
に
参
加
で
き
る
会

□
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
て
い
る
会

□
そ
の
他
（

）

 ◆◆
介介
護護
保保
険険
ササ
ーー
ビビ
スス
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問

11
22
．．
介介
護護
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
方方
はは
、、
介介
護護
保保
険険
ササ
ーー
ビビ
スス
をを
利利
用用
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
利
用
し
て
い
る
→→
問問

11
22

--
１１
へへ

  
□

利
用
し
て
い
な
い
→→
問問

11
33
へへ

 
問問

11
22
－－
１１
．．
【【
問問

11
22
でで
「「
利利
用用
しし
てて
いい
るる
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

  

介介
護護
保保
険険
制制
度度
にに
つつ
いい
てて
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
項項
目目
にに
おお
いい
てて
ああ
てて
はは
まま
るる
回回
答答
にに
チチ
ェェ
ッッ
クク
をを
付付
けけ
てて

くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
回回
答答
はは
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
項項
目目
でで
１１
つつ
））

  

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

１
．
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や
施
設
を
選
択
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か

□
 

□
 

□
 

２
．
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
結
果
、
家
族
や
介
護
者
の
精
神
的
負

担
が
減
っ
た
と
思
い
ま
す
か

□
 

□
 

□
 

３
．
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
結
果
、
家
族
や
介
護
者
の
身
体
的
負

担
が
減
っ
た
と
思
い
ま
す
か

□
 

□
 

□
 

４
．
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
結
果
、
介
護
を
受
け
て
い
る
方
の
身

体
状
況
は
改
善
し
ま
し
た
か

□
 

□
 

□
 

５
．
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
結
果
、
介
護
に
対
す
る
不
安
が
減
り

ま
し
た
か

□
 

□
 

□
 

６
．
仕
事
や
家
事
と
両
立
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
か

□
 

□
 

□
 

７
．
外
出
す
る
機
会
が
増
え
た

と
思
い
ま
す
か

□
 

□
 

□
 

８
．
介
護
の
方
法
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
か

□
 

□
 

□
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問問
11

33
．．
今今
後後
のの
在在
宅宅
生生
活活
のの
継継
続続
にに
必必
要要
とと
感感
じじ
るる
支支
援援
・・
ササ
ーー
ビビ
スス
（（
現現
在在
利利
用用
しし
てて
いい
るる
がが
、、
ささ
らら
なな
るる
充充

実実
がが
必必
要要
とと
感感
じじ
るる
支支
援援
・・
ササ
ーー
ビビ
スス
をを
含含
むむ
））
にに
つつ
いい
てて
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
回回
答答
はは
３３
つつ
まま
でで
））

 

□
配
食

□
調
理

□
掃
除
・
洗
濯

□
買
い
物
（
宅
配
は
含
ま
な
い
）

□
外
出
同
行
（
通
院
、
買
い
物
な
ど
）

□
ゴ
ミ
出
し

□
見
守
り
、
声
か
け

□
サ
ロ
ン
な
ど
の
定
期
的
な
通
い
の
場

□
移
送
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
・
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
）

□
そ
の
他
（

）

□
特
に
な
し

 
問問

11
44
．．
今今
後後
のの
介介
護護
にに
つつ
いい
てて
、、
おお
考考
ええ
をを
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
せ
ず
、
在
宅
で
介
護
を
続
け
た
い

□
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
在
宅
で
介
護
を
続
け
た
い

□
施
設
に
入
所
さ
せ
た
い

□
そ
の
他
（

）

 
問問

11
55
．．
ごご
家家
族族
がが
終終
末末
期期
（（
治治
療療
やや
回回
復復
のの
見見
込込
みみ
のの
なな
いい
状状
態態
とと
なな
っっ
たた
場場
合合
））
をを
迎迎
ええ
たた
とと
きき
にに
過過
ごご
しし
てて

ほほ
しし
いい
場場
所所
はは
どど
ここ
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
自
宅

□
病
院
な
ど
の
医
療
機
関

□
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
施
設
（
介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
施
設
）

□
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅

□
そ
の
他
（

）

□
わ
か
ら
な
い

 ◆◆
市市
のの
施施
策策
・・
事事
業業
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問

11
66
．．
ああ
なな
たた
はは
、、
「「
成成
年年
後後
見見
制制
度度
」」
をを
ごご
存存
知知
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

□
知
っ
て
い
る

□
知
ら
な
い

※
成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
等
に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
に
代
わ
っ
て
、
法
的
に
権
限
が
与
え
ら

れ
た
代
理
人
（
成
年
後
見
人
等
）
が
、
財
産
管
理
や
身
上
保
護
を
行
い
、
本
人
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

支
援
す
る
民
法
に
基
づ
く
制
度
で
す
。

 
 
問問

11
77
．．
本本
市市
でで
はは
、、
災災
害害
がが
発発
生生
しし
たた
際際
、、
自自
らら
避避
難難
すす
るる
ここ
とと
がが
困困
難難
なな
方方
をを
対対
象象
にに
、、
避避
難難
をを
支支
援援
すす
るる

「「
避避
難難
行行
動動
要要
支支
援援
者者
支支
援援
事事
業業
」」
をを
行行
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

ああ
なな
たた
はは
、、
「「
避避
難難
行行
動動
要要
支支
援援
者者
支支
援援
事事
業業
」」
をを
ごご
存存
知知
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
知
っ
て
い
る

□
知
ら
な
い

-
 2

4
 -

 

問問
11

88
．．
現現
在在
、、
市市
でで
はは
「「
独独
自自
制制
度度
」」
とと
しし
てて
、、
要要
支支
援援
・・
要要
介介
護護
認認
定定
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
在在
宅宅
のの
方方
をを
対対
象象
にに
、、

紙紙
おお
むむ
つつ
給給
付付
事事
業業
をを
実実
施施
しし
てて
いい
まま
すす
。。

平平
成成
３３
００
年年
８８
月月
よよ
りり
、、
軽軽
度度
認認
定定
者者
（（
介介
護護
度度
のの
軽軽
いい
、、
要要
支支
援援
１１
・・
２２
及及
びび
要要
介介
護護
１１
のの
方方
））
にに

つつ
いい
てて
はは
支支
給給
要要
件件
のの
厳厳
格格
化化
をを
行行
いい
まま
しし
たた
がが
、、
紙紙
おお
むむ
つつ
給給
付付
事事
業業
のの
支支
給給
額額
はは
増増
加加
しし
てて
おお
りり
、、

まま
たた
、、
国国
県県
等等
にに
よよ
るる
補補
助助
がが
なな
くく
なな
るる
可可
能能
性性
がが
ああ
りり
、、
介介
護護
保保
険険
料料
がが
高高
くく
なな
るる
見見
込込
みみ
でで
すす
。。
  

今今
後後
、、
紙紙
おお
むむ
つつ
給給
付付
事事
業業
にに
つつ
いい
てて
見見
直直
しし
をを
行行
うう
とと
すす
れれ
ばば
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
ここ
とと
にに
重重
点点
をを
置置
くく

べべ
きき
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
介
護
保
険
料
が
上
が
っ
て
も
、
現
行
通
り
の
内
容
で
継
続
し
た
方
が
よ
い

□
介
護
負
担
が
特
に
重
い
方
の
支
援
に
重
点
化
し
、
介
護
度
の
高
い
方
に
限
定
し
た
方
が
よ
い

（
軽
度
認
定
者
は
利
用
で
き
な
く
て
も
や
む
を
得
な
い
）

□
寝
た
き
り
な
ど
常
に
紙
お
む
つ
が
必
要
な
方
の
み
に
限
定
し
た
方
が
よ
い

□
紙
お
む
つ
給
付
事
業
は
、
市
の
独
自
制
度
と
し
て
必
要
性
は
低
い

 
問問

11
99
．．
ごご
家家
族族
がが
特特
別別
養養
護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
なな
どど
のの
介介
護護
施施
設設
にに
入入
所所
すす
るる
場場
合合
、、
どど
ちち
らら
のの
タタ
イイ
ププ
をを
希希
望望

しし
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
個
室
（
他
者
と
顔
を
合
わ
せ
る
事
が
で
き
る
居
間
等
の
共
有
空
間
が
あ
る
タ
イ
プ
）

□
多
床
室
（
個
室
に
比
べ
て
安
価
で
、
２
人
～
４
人
の
方
が
同
室
の
タ
イ
プ
）

問 問
22

00
．．
高高
齢齢
者者
にに
とと
っっ
てて
住住
みみ
やや
すす
いい
生生
活活
環環
境境
をを
整整
備備
すす
るる
たた
めめ
にに
はは
どど
のの
よよ
うう
なな
ササ
ーー
ビビ
スス
がが
必必
要要
だだ
とと

思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
３３
つつ
まま
でで
））

□
緊
急
時
に
救
助
・
救
命
す
る
サ
ー
ビ
ス

□
介
護
予
防
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

□
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

□
買
い
物
や
手
続
き
の
代
行
を
す
る
サ
ー
ビ
ス

□
外
出
の
支
援
を
す
る
サ
ー
ビ
ス

□
家
事
の
援
助
を
す
る
サ
ー
ビ
ス

□
住
ま
い
を
確
保
す
る
サ
ー
ビ
ス

□
高
齢
者
の
就
職
を
支
援
・
仲
介
す
る
サ
ー
ビ
ス

□
そ
の
他
（

）
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○○施施設設入入所所高高齢齢者者  調調査査票票  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

-
 2

5
 -

 

 ◆◆
介介
護護
保保
険険
制制
度度
やや
高高
齢齢
者者
福福
祉祉
ササ
ーー
ビビ
スス
なな
どど
にに
つつ
いい
てて
、、
ごご
意意
見見
・・
ごご
要要
望望
なな
どど
がが

ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
らら
、、
ごご
自自
由由
にに
おお
書書
きき
くく
だだ
ささ
いい
。。

 

 

【【
自自
由由
記記
入入
欄欄
】】

  

質質
問問

はは
以以

上上
にに

なな
りり

まま
すす

。。

おお
忙忙

しし
いい

中中
、、

ごご
協協

力力
ああ

りり
がが

とと
うう

ごご
ざざ

いい
まま

しし
たた

。。

同同
封封

のの
返返

信信
用用

封封
筒筒

にに
ここ

のの
調調

査査
票票

のの
みみ

をを
入入

れれ
てて

、、

１１
月月

３３
１１

日日
（（

金金
））

まま
でで

にに
投投

函函
しし

てて
くく

だだ
ささ

いい
。。
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○○施施設設入入所所高高齢齢者者  調調査査票票  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

所
沢
市
高
齢
者
福
祉
・
介
護
実
態
調
査

ご
協
力
の
お
願
い

（
介
護
保
険
施
設
で
生
活
し
て
い
る
方
）

市
民

の
皆

さ
ま

に
は

、
日

ご
ろ

よ
り

市
政

発
展

の
た

め
、
ご

理
解

と
ご

協
力

い
た

だ
き

厚
く

お
礼

申
し

上
げ

ま
す

。

所
沢
市
で
は
、「

第
８
期
所
沢
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
令
和
３
年
度
～
令

和
５
年

度
）
※

」
を
策

定
す
る
に

あ
た
り

、
皆
さ

ま
の
生
活

実
態
や

ご
意
見

を
お
聞
か

せ
い
た
だ

く
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の

調
査

の
対

象
と

な
る

方
に

つ
き

ま
し

て
は

、
介

護
保

険
の

施
設

サ
ー

ビ
ス

（
特

別
養

護

老
人

ホ
ー

ム
と

介
護

老
人

保
健

施
設

）
を

利
用

さ
れ

て
い

る
方

の
中

か
ら

、
１

０
０

名
を

無
作

為
に

選
ば

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

ご
回

答
い

た
だ

い
た

内
容

は
す

べ
て

統
計

的
に

処
理

し
、

他
の

目
的

に
使

用
す

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

お
忙
し
い
と
こ
ろ
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
調
査
の
趣
旨
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

令
和
２
年
１
月

所
沢
市

長
藤
本

正
人

※
こ
の
計
画
は
、
高
齢
者
に
関
す
る
福
祉
施
策
や
認
知
症
施
策
を
定
め
る
と
と
も
に
、
令
和
３
年
度
か
ら
の

介
護

保
険

料
を
決

め
る

た
め
の

介
護
保

険
サ
ー

ビ
ス

見
込
量

を
定

め
る

重
要

な
も

の
で
す

。
所
沢

市
の
実

態
に
合
っ
た
計
画
を
作
成
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

【【
ここ
のの

調調
査査
票票

のの
ごご

記記
入入
にに

ああ
たた

っっ
てて
】】

●
こ
の
調
査
は
、
無
記
名
で
す
。

●
こ
の
調
査
は
、
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
の
状
況
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

●
調
査

の
対

象
と
な

っ
た
方

お
ひ
と

り
で

の
回
答

が
む
ず

か
し
い

場
合

は
ご
家

族
や
施

設
職
員

の
方

が
お

手
伝
い

い
た
だ

く
か
、

調
査
の

対
象

と
な
っ

た
方

の
意
見
を

聞
い

た
う
え

で
ご
家

族
も
し

く
は

施
設
職

員

の
方
が
代
わ
り
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
ご

回
答

は
、

あ
て

は
ま

る
回

答
に
□□

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
質

問
に

よ
っ

て
は

、
「

回
答

は
１

つ
」

「
あ

て
は

ま
る

も
の

す
べ

て
に

回
答

」
な
ど
、
□□

を
つ
け
る
数
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て

、
も
し
く
は
施
設
に
て
取
り
ま
と
め
の
上
、

１１
月月
３３

１１
日日

（（
金金

））
ま
で
に
ご
返
送
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の

調
査

票
に

つ
い

て
の

お
問

い
合
わ

せ
は

、
下

記
ま

で
お

願
い
い

た
し

ま
す

。

所
沢

市
福

祉
部

高
齢

者
支

援
課

電
話

０
４
（

２
９

９
８

）
９
１

２
０

Ｆ
Ａ

Ｘ
０

４
（

２
９

９
８

）
９
１

３
８

所
沢

市
福

祉
部

介
護

保
険

課
電

話
０

４
（

２
９

９
８

）
９
４

２
０

Ｆ
Ａ

Ｘ
０

４
（

２
９

９
８

）
９
４

１
０

  
 

【【
調調
査査

のの
目目
的的

及及
びび

活活
用用
目目

的的
にに

つつ
いい
てて

】】

◆
こ
の
調
査
は
、
第
８
期
所
沢
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。
本
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所
沢
市
に
よ
る

高
齢
者
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
と
効
果
評
価
の
目
的
以
外
に
は
利
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
当
該
情

報
に
つ
い
て
は
、
所
沢
市
で
適
切
に
管
理
い
た
し
ま
す
。

◆
本
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
以
下
の
方
法
で
公
開
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

公
開
方
法
：
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー

公
開
時
期
：
令
和
２
年
５
月
以
降
（
予
定
）
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-
 1

 -
 

◆◆
調調
査査
票票
をを
記記
入入
ささ
れれ
るる
のの
はは
どど
なな
たた
でで
すす
かか
。。（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
方

が
記
入

 
□

ご
家
族
が
記
入

（
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
方
か
ら
み
た
続
柄

）

□
施
設
職
員
が
記
入

□
そ
の
他
（

）
 

 ◆◆
調調
査査
のの
対対
象象
とと
なな
っっ
たた
方方
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問
１１
．．
以以
下下
はは
調調
査査
のの
対対
象象
とと
なな
っっ
たた
方方
にに
つつ
いい
てて
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。

 
（（
令令
和和
２２
年年
１１
月月
１１
日日
現現
在在
でで
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
））

  

年
齢

□
歳
未
満

□
～

歳

□
～

歳

□
～

歳

□
～

歳

□
～

歳

□
～

歳

□
歳
以
上

性
別

□
男

□
女

要
介

護
度

□
要
介
護
１

□
要
介
護
２

□
要
介
護
３

□
要
介
護
４

□
要
介
護
５

 
問問
２２
．．
現現
在在
入入
所所
しし
てて
いい
るる
施施
設設
はは
、、
次次
のの
どど
れれ
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
介
護
老
人
福
祉
施
設
）

□
老
人
保
健
施
設

（
介
護
老
人
保
健
施
設
）

 
問問
３３
．．
現現
在在
のの
施施
設設
へへ
入入
所所
すす
るる
まま
でで
、、
申申
込込
みみ
かか
らら
どど
のの
くく
らら
いい
のの
期期
間間
待待
ちち
まま
しし
たた
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
３
か
月
未
満

□
３
か
月
～
６
か
月
未
満

□
６
か
月
～
１
年
未
満

□
１
年
～
１
年
６
か
月
未
満

□
１
年
６
か
月
～
２
年
未
満

□
２
～
４
年
未
満

□
４
～
５
年
未
満

□
５
年
以
上

  
 

-
 2

 -
 

◆◆
介介
護護
保保
険険
施施
設設
でで
のの
生生
活活
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問
４４
．．
介介
護護
保保
険険
施施
設設
にに
入入
所所
をを
しし
たた
理理
由由
はは
何何
でで
すす
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

 

□
介
護
者
が
い
な
い
等
の
理
由
で
、
在
宅
で
介
護
を
受
け
ら
れ
な
い
か
ら

□
リ
ハ
ビ
リ
等
が
必
要
で
あ
り
、
医
師
等
に
入
所
を
す
す
め
ら
れ
た
か
ら

□
住
居
が
介
護
に
適
し
て
い
な
い
か
ら

□
自
己
負
担
が
少
な
い
か
ら

□
家
族
介
護
の
負
担
が
少
な
く
て
す
む
か
ら

□
そ
の
他

（
）

 
問問
５５
．．
現現
在在
入入
所所
しし
てて
いい
るる
施施
設設
のの
ササ
ーー
ビビ
スス
にに
満満
足足
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
満
足
し
て
い
る

□
ほ
ぼ
満
足
し
て
い
る

□
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

□
や
や
不
満
で
あ
る

□
不
満
で
あ
る

 
問問
６６
．．
以以
下下
のの
項項
目目
にに
つつ
いい
てて
、、「「
自自
宅宅
でで
のの
生生
活活
」」
とと
「「
施施
設設
でで
のの
生生
活活
」」
にに
おお
いい
てて
、、『『
生生
活活
のの
質質
』』
とと
いい
うう

視視
点点
でで
考考
ええ
たた
際際
、、
どど
ちち
らら
のの
ほほ
うう
がが
良良
いい
とと
感感
じじ
まま
すす
かか
。。
（（
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 
項項

目目
自自

宅宅
でで

のの
生生
活活

施施
設設

でで
のの

生生
活活

①
日
常
生
活
に
お
け
る
動
作

（
動
き
や
す
さ
、
生
活
の
し
や
す
さ
等
）

□
□

②
楽
し
み
・
生
き
が
い

□
 

□
 

③
家
族
・
親
族
と
の
関
わ
り

□
 

□
 

④
人
と
人
と
の
関
わ
り

（
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

□
 

□
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-
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問問
７７
．．
施施
設設
のの
ササ
ーー
ビビ
スス
にに
対対
しし
てて
、、
望望
むむ
ここ
とと
はは
何何
でで
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
３３
つつ
まま
でで
））

 

□
入
所
の
際
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
ほ
し
い

□
介
護
や
食
事
な
ど
の
時
間
を

守
っ
て
ほ
し
い

□
介
護
の
内
容
や
方
法
な
ど
の
希
望
を
聞
き
入
れ
て
ほ
し
い

□
安
心
し
て
介
護
が
受
け
ら
れ
る

人
材
を
確
保
し
て
ほ
し
い

□
食
事
の
内
容
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い

（
メ
ニ
ュ
ー
や
食
事
の
温
か
さ
な
ど
）

□
優
し
く
接
し
て
ほ
し
い
（

態
度
や
言
葉
づ
か
い
な
ど
）

□
入
所
者
の
人
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対

し
て
配
慮
し
て
ほ
し
い

□
外
出
の
際
の
移
動
手
段
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い

□
建
物
の
設
備
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い

（
廊
下
や
部
屋
を
広
く
し
て
ほ
し
い

、
使
い
勝
手
な
ど
）

□
そ
の
他
（

）

 
【【
介介
護護
相相
談談
員員
のの
ここ
とと
にに
つつ
いい
てて
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

  

問問
８８
．．
介介
護護
相相
談談
員員
をを
知知
っっ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
知
っ
て
い
る

→ →
問問
８８

--
11
へへ

  

□
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
よ
く
知
ら
な
い

→ →
問問
９９
へへ

  

□
知
ら
な
い

→ →
問問
９９
へへ

  
※
介
護
相
談
員
は
、
定
期
的
に
市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
を
訪
問
し
、
入
所
者
や
利
用
者
の
心
配
事
等

の
相
談
に
応
じ
る
等
、
施
設
と
の
橋
渡
し
役
を
務
め
て
い
ま
す
。

 

 
問問
８８
－－
１１
．．
【【
問問
８８
でで
「「
知知
っっ
てて
いい
るる
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
介介
護護
相相
談談
員員
とと
話話
をを
しし
たた
りり
、、
心心
配配
事事
等等
をを
相相
談談
しし
たた
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
は
い
→→
問問
８８

--
22
へへ

  
□

い
い
え
→→
問問
９９
へへ

 
問問
８８
－－
２２
．．
【【
問問
８８
－－
１１
でで
「「
はは
いい
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

 
介介
護護
相相
談談
員員
とと
話話
をを
しし
てて
どど
うう
思思
いい
まま
しし
たた
かか
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
話
し
が
で
き
て
良
か
っ
た

□
話
し
を
し
て
気
分
が
晴
れ
た

□
相
談
を
し
て
問
題
が
解
決
し
た

□
良
く
な
か
っ
た

□
相
談
を
し
て
も
問
題
が
解
決
し
な
か
っ
た

□
わ
か
ら
な
い

 
問問
９９
．．
今今
後後
のの
生生
活活
のの
希希
望望
をを
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
こ
の
ま
ま
施
設
で
生
活
し
た
い

□
自
宅
に
戻
っ
て
生
活
を
し
た
い

□
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
 

-
 4

 -
 

問問
11

00
．．
今今
後後
のの
生生
活活
でで
心心
配配
なな
ここ
とと
はは
ああ
りり
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
３３
つつ
まま
でで
））

 

□
経
済
的
な
こ
と

□
お
金
の
管
理
の
こ
と

□
自
分
の
健
康
の
こ
と

□
家
族
の
健
康
の
こ
と

□
家
族
と
の
不
和

□
施
設
内
で
の
人
と
の
付
き
合
い

□
そ
の
他
（

）

□
特
に
心
配
な
こ
と
は
な
い

 ◆◆
介介
護護
保保
険険
制制
度度
やや
高高
齢齢
者者
福福
祉祉
ササ
ーー
ビビ
スス
なな
どど
にに
つつ
いい
てて
、、
ごご
意意
見見
・・
ごご
要要
望望
なな
どど
がが

ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
らら
、、
ごご
自自
由由
にに
おお
書書
きき
くく
だだ
ささ
いい
。。

 

 

【【
自自
由由
記記
入入
欄欄
】】

  

質質
問問

はは
以以

上上
にに

なな
りり

まま
すす

。。

おお
忙忙

しし
いい

中中
、、

ごご
協協

力力
ああ

りり
がが

とと
うう

ごご
ざざ

いい
まま

しし
たた

。。

同同
封封

のの
返返

信信
用用

封封
筒筒

にに
ここ

のの
調調

査査
票票

のの
みみ

をを
入入

れれ
てて

、、

１１
月月

３３
１１

日日
（（

金金
））

まま
でで

にに
投投

函函
しし

てて
くく

だだ
ささ

いい
。。
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所
沢
市
高
齢
者
福
祉
・
介
護
実
態
調
査

ご
協
力
の
お
願
い

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
方
）

市
民

の
皆

さ
ま

に
は

、
日

ご
ろ

よ
り

市
政

発
展

の
た

め
、
ご

理
解

と
ご

協
力

い
た

だ
き

厚
く

お
礼

申
し

上
げ

ま
す

。

所
沢
市
で
は
、「

第
８
期
所
沢
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
令
和
３
年
度
～
令

和
５

年
度

）
※

」
を

策
定

す
る

に
あ

た
り

、
高

齢
者

の
生

活
実

態
や

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
の

方
の

活

動
実

態
、

ご
意

見
を

お
聞

か
せ

い
た

だ
く

た
め

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

う
こ

と
と

い
た

し
ま

し
た

。

こ
の
調

査
の
対

象
と
な

る
方
に
つ

き
ま
し

て
は
、

所
沢
市
内

の
居
宅

介
護
支

援
事
業
所

に
勤
務

す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

皆
さ
ま
の
中
か
ら
、
５

０
名

の
方

を
無

作
為

に
選

ば
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た
。

ご
回
答

い
た
だ

い
た
内
容

は
す
べ

て
統
計

的
に
処
理

し
、
他

の
目
的

に
使
用
す

る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

お
忙
し
い
と
こ
ろ
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
調
査
の
趣
旨
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

令
和
２
年
１
月

所
沢
市

長
藤
本

正
人

※
こ
の
計
画
は
、
高
齢
者
に
関
す
る
福
祉
施
策
や
認
知
症
施
策
を
定
め
る
と
と
も
に
、
令
和
３
年
度
か
ら
の

介
護

保
険

料
を
決

め
る

た
め
の

介
護
保

険
サ
ー

ビ
ス

見
込
量

を
定

め
る

重
要

な
も

の
で
す

。
所
沢

市
の
実

態
に
合
っ
た
計
画
を
作
成
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

【【
ここ
のの

調調
査査
票票

のの
ごご

記記
入入
にに

ああ
たた

っっ
てて
】】

●
こ
の
調
査
は
、
無
記
名
で
す
。

●
こ
の
調
査
は
、
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
の
状
況
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

●
設
問
は
「
事
業
所
」
と
し
て
で
は
な
く
、
「
介
護
支
援
専
門
員
個
人
」
と
し
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

●
ご

回
答

は
、

あ
て

は
ま

る
回

答
に
□□

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
質

問
に

よ
っ

て
は

、
「

回
答

は
１

つ
」

「
あ

て
は

ま
る

も
の

す
べ

て
に

回
答

」
な
ど
、
□□

を
つ
け
る
数
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
ご
記

入
い

た
だ
い

た
調
査

票
は
、

同
封

の
返
信

用
封
筒

へ
封
入

の
上

、
事
業

所
ご
と

に
取
り

ま
と

め
て

１１
月月
３３

１１
日日

（（
金金

））
ま
で
に
ご
返
送
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の

調
査

票
に

つ
い

て
の

お
問

い
合
わ

せ
は

、
下

記
ま

で
お

願
い
い

た
し

ま
す

。

所
沢

市
福

祉
部

介
護

保
険

課
電

話
０

４
（

２
９

９
８

）
９
４

２
０

Ｆ
Ａ

Ｘ
０

４
（

２
９

９
８

）
９
４

１
０

所
沢

市
福

祉
部

高
齢

者
支

援
課

電
話

０
４
（

２
９

９
８

）
９
１

２
０

Ｆ
Ａ

Ｘ
０

４
（

２
９

９
８

）
９
１

３
８

  
 

【【
調調
査査

のの
目目
的的

及及
びび

活活
用用
目目

的的
にに

つつ
いい
てて

】】

◆
こ
の
調
査
は
、
第
８
期
所
沢
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。
本
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所
沢
市
に
よ
る

高
齢
者
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
と
効
果
評
価
の
目
的
以
外
に
は
利
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
当
該
情

報
に
つ
い
て
は
、
所
沢
市
で
適
切
に
管
理
い
た
し
ま
す
。

◆
本
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
以
下
の
方
法
で
公
開
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

公
開
方
法
：
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー

公
開
時
期
：
令
和
２
年
５
月
以
降
（
予
定
）
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-
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◆◆
ああ
なな
たた
自自
身身
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問
１１
．．
令令
和和
２２
年年
１１
月月
１１
日日
現現
在在
のの
ああ
なな
たた
のの
年年
齢齢
をを
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
歳
代

□
歳
代

□
歳
代

□
歳
代

□
歳
代

□
歳
以
上

 
問問
２２
．．
ケケ
アア
ママ
ネネ
ジジ
ャャ
ーー
のの
仕仕
事事
をを
はは
じじ
めめ
てて
通通
算算
何何
年年
（（
他他
事事
業業
所所
含含
むむ
））
にに
なな
りり
まま
すす
かか
。。

（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
１
年
未
満

□
１
年
以
上
３
年
未
満

□
３
年
以
上
５
年
未
満

□
５
年
以
上
１
０
年
未
満

□
１
０
年
以
上
１
５
年
未
満

□
１
５
年
以
上

 ◆◆
業業
務務
のの
状状
況況
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問
３３
．．
ああ
なな
たた
のの
勤勤
務務
形形
態態
をを
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
常
勤
・
専
従

□
常
勤
・
兼
務

□
非
常
勤
・
専
従

□
非
常
勤
・
兼
務

□
そ
の
他
（

）

 
問問
４４
．．
ああ
なな
たた
がが
担担
当当
すす
るる
居居
宅宅
のの
ケケ
アア
ププ
ララ
ンン
作作
成成
人人
数数
をを
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
令令
和和
元元
年年

11
22
月月
利利
用用
分分
））
  

（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
～

人
□

～
人

□
～

人
□

～
人

□
人
以
上

 
問問
５５
．．
現現
在在
のの
業業
務務
量量
にに
つつ
いい
てて
どど
のの
よよ
うう
にに
思思
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

 

□
か
な
り
負
担
を
感
じ
て
い
る

□
や
や
負
担
を
感
じ
て
い
る

□
適
当
で
あ
る

□
負
担
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い

□
負
担
は
小
さ
い

  
 

-
 2

 -
 

問問
６６
．．
どど
のの
業業
務務
にに
特特
にに
負負
担担
をを
感感
じじ
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
３３
つつ
まま
でで
））

 

□
利
用
者
本
人
と
家
族
の
意
向
と
の
調
整

□
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
連
絡
・
調
整

□
主
治
医
や
他
の
専
門
職
と
の
連
絡
・
調
整

□
行
政
と
の
連
絡
・
調
整

□
家
族
と
の
連
絡

□
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

□
介
護
予
防
プ
ラ
ン
の
作
成

□
国
保
連
へ
の
請
求
事
務
（
給
付
管
理
）

□
制
度
に
関
す
る
理
解

□
そ
の
他
（

）

□
特
に
負
担
を
感
じ
る
業
務
は
な
い

 
問問
７７
．．
地地
域域
ケケ
アア
個個
別別
会会
議議
にに
おお
いい
てて
、、
得得
らら
れれ
てて
いい
るる
とと
感感
じじ
てて
いい
るる
ここ
とと
をを
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
多
職
種
の
視
点
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
課
題
解
決
能
力
が
向
上
し
た

□
様
々
な
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る

□
連
携
が
取
り
や
す
い

□
地
域
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
掴
む
こ
と
が
で
き
る

□
地
域
ケ
ア
個
別
会
議
に
出
席
し
た
こ
と
が
な
い

□
何
も
得
ら
れ
な
い

□
そ
の
他
（

）

 
問問
８８
．．
医医
療療
関関
係係
者者
とと
のの
現現
在在
のの
連連
絡絡
手手
段段
をを
おお
答答
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

 

□
電
話

□
Ｆ
Ａ
Ｘ

□
電
子
メ
ー
ル

□
文
書

□
直
接
面
会

□
Ｍ
Ｃ
Ｓ
（
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

□
そ
の
他
（

）

 
問問
９９
．．
今今
後後
、、
医医
療療
関関
係係
者者
とと
のの
連連
携携
をを
充充
実実
ささ
せせ
るる
たた
めめ
にに
はは
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
ここ
とと
がが
必必
要要
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
かか
。。  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
各
機
関
が
把
握
し
た
細
か
な
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

□
情
報
を
共
有
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
（
連
絡
手
段
、
時
間
帯
、
書
式
等
）

□
情
報
を
共
有
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

□
顔
と
顔
を
合
わ
せ
た
情
報
共
有
の
場
を
適
切
に
設
け
る
こ
と

□
そ
の
他
（

）
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◆◆
ケケ
アア
ププ
ララ
ンン
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問

11
00
．．
ケケ
アア
ププ
ララ
ンン
のの
作作
成成
やや
給給
付付
管管
理理
なな
どど
、、
業業
務務
上上
でで
判判
断断
にに
悩悩
んん
だだ
場場
合合
はは
どど
うう
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
介
護
報
酬
の
解
釈
（
い
わ
ゆ
る
「
青
本
」
「
赤
本
」）

を
確
認
し
て
い
る

□
他
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て
い
る

□
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
相
談
し
て
い
る

□
保
険
者
（
市
区
町
村
）
に
相
談
し
て
い
る

□
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
い
る

□
そ
の
他
（

）

 
問問

11
11
．．
ケケ
アア
ププ
ララ
ンン
をを
作作
成成
すす
るる
際際
にに
、、
介介
護護
保保
険険
外外
のの
公公
的的
福福
祉祉
ササ
ーー
ビビ
スス
をを
活活
用用
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。

  

（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
で
き
る
だ
け
活
用
し
て
い
る

□
た
ま
に
活
用
す
る
こ
と
が
あ
る

□
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
か
は
把
握
し
て
い
る
が
、

活
用
し
て
い
な
い

□
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か
把
握
し
て
い
な
い

□
そ
の
他
（

）

 
問問

11
22
．．
ケケ
アア
ププ
ララ
ンン
をを
作作
成成
すす
るる
際際
にに
、、
イイ
ンン
フフ
ォォ
ーー
ママ
ルル
ササ
ーー
ビビ
スス
（（
住住
民民
主主
体体
のの
通通
いい
のの
場場
やや
民民
間間
のの
家家
事事

援援
助助
ササ
ーー
ビビ
スス
等等
））
をを
活活
用用
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
（（
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
は
い
→→
問問

11
22

--
11
へへ

□
い
い
え
→→
問問

11
22

--
22
へへ

 
問問

11
22
－－
１１
．．
【【
問問

11
22
でで
「「
はは
いい
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

活活
用用
しし
たた
のの
はは
どど
のの
よよ
うう
なな
イイ
ンン
フフ
ォォ
ーー
ママ
ルル
ササ
ーー
ビビ
スス
でで
すす
かか
。。（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））  

□
日
常
的
な
見
守
り
・
声
か
け

□
緊
急
時
に
救
助
・
救
命
す
る
サ
ー
ビ
ス

□
話
し
相
手
（
訪
問
）

□
家
事
援
助
（
調
理
、
掃
除
、
洗
濯
等
）

□
配
食
サ
ー
ビ
ス

□
宅
配
、
買
い
物
支
援

□
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

□
剪
定
業
、
工
務
店
、
電
気
店
等
の
専
門
的
サ
ー
ビ
ス

□
外
出
時
の
付
き
添
い

□
移
送
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
）

□
定
期
的
な
通
い
の
場
（
サ
ロ
ン
等
）

□
金
銭
管
理

□
権
利
擁
護

□
法
律
や
各
種
手
続
き
等
に
関
す
る
相
談

□
そ
の
他
（

）
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 -
 

問問
11

22
－－
２２
．．
【【
問問

11
22
でで
「「
いい
いい
ええ
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

イイ
ンン
フフ
ォォ
ーー
ママ
ルル
ササ
ーー
ビビ
スス
をを
活活
用用
しし
てて
いい
なな
いい
理理
由由
はは
何何
でで
すす
かか
。。（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））  

□
情
報
が
な
い

□
活
用
し
て
も
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
料
が
つ
か
な
い

□
忙
し
く
、
そ
こ
ま
で
手
が
回
ら
な
い

□
活
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
が
な
い

□
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
は
不
要
と
考
え
て
い
る

□
信
頼
で
き
な
い
た
め
、
安
心
し
て
紹
介
で
き
な
い

□
そ
の
他
（

）

 
問問

11
33
．．
イイ
ンン
フフ
ォォ
ーー
ママ
ルル
ササ
ーー
ビビ
スス
でで
必必
要要
だだ
とと
思思
うう
ササ
ーー
ビビ
スス
がが
ああ
れれ
ばば
、、
ごご
記記
入入
くく
だだ
ささ
いい
。。

【
自
由
回
答
】

 
問問

11
44
．．
ここ
れれ
まま
でで
にに
、、
利利
用用
者者
かか
らら
のの
苦苦
情情
はは
どど
のの
よよ
うう
なな
もも
のの
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
かか
。。

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
説
明
が
不
十
分
で
あ
る

□
希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
変
更
し
て
く
れ
な
い

□
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
の
希
望
を
聞
い
て
く
れ
な
い

□
利
用
者
の
望
む
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
選
ば
な
い

□
利
用
者
の
希
望
を
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
伝
え
て
く
れ
な
い

□
希
望
す
る
と
き
に
来
て
く
れ
な
い

□
そ
の
他
（

）

□
苦
情
は
な
い
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◆◆
介介
護護
保保
険険
ササ
ーー
ビビ
スス
にに
つつ
いい
てて

 

 
問問

11
55
．．
居居
宅宅
介介
護護
ササ
ーー
ビビ
スス
計計
画画
書書
（（
介介
護護
予予
防防
ササ
ーー
ビビ
スス
計計
画画
書書
））
のの
作作
成成
まま
たた
はは
見見
直直
しし
時時
にに
、、
ああ
なな
たた
がが

充充
実実
ささ
せせ
るる
べべ
きき
とと
感感
じじ
るる
ササ
ーー
ビビ
スス
にに
つつ
いい
てて
、、「「
アア

  居居
宅宅
介介
護護
」」「「
イイ

  介介
護護
予予
防防
」」
のの
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
５５
つつ

選選
んん
でで
、、
番番
号号
をを
記記
入入
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

 

 

１
．
訪
問
介
護

２
．
訪
問
入
浴
介
護

３
．
訪
問
看
護

４
．
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

５
．
通
所
介
護
・
地
域
密
着
型
通
所
介
護

６
．
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

７
．
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

８
．
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

９
．
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

．
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

．
福
祉
用
具
貸
与

．
福
祉
用
具
購
入

．
住
宅
改
修

．
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

．
医
療
型
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

．
居
宅
療
養
管
理
指
導

 
ああ
なな
たた
がが
充充
実実
ささ
せせ
るる
べべ
きき
とと
感感
じじ
るる
ササ
ーー
ビビ
スス

  

アア
  
居居
宅宅
介介
護護

  

１
２

３
４

５

 
イイ

  
介介
護護
予予
防防

  

１
２

３
４

５
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問問
11

66
．．
定定
期期
巡巡
回回
・・
随随
時時
対対
応応
型型
訪訪
問問
介介
護護
看看
護護
ササ
ーー
ビビ
スス
にに
つつ
いい
てて
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
イイ
メメ
ーー
ジジ
をを
おお
持持
ちち
でで
すす
かか
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

項項
目目

とと
てて

もも

そそ
うう

思思
うう

そそ
うう

思思
うう

ああ
まま

りり

思思
わわ

なな
いい

思思
わわ

なな
いい

①
重
度
の
要
介
護
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

□
□

□
□

②
医
療
対
応
が
必
要
な
方
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

□
 

□
 

□
 

□
 

③
夜
間
・
深
夜
の
対
応
が
中
心
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

□
 

□
 

□
 

□
 

④
介

護
報

酬
が

定
額

な
の

で
状

況
に

応
じ

て
柔

軟
な

利

用
が
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

□
 

□
 

□
 

□
 

⑤
短
時
間
で
頻
回
の
利
用
が
可
能
で
あ
る

□
 

□
 

□
 

□
 

⑥
ど

の
よ

う
な

状
態

像
に

適
し

た
サ

ー
ビ

ス
な

の
か

う

ま
く
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い

□
 

□
 

□
 

□
 

⑦
単
位
数
が
高
い
、
利
用
料
が
高
い

□
 

□
 

□
 

□
 

⑧
介
護
報
酬
の
算
定
が
複
雑

□
 

□
 

□
 

□
 

  
問問

11
77
．．
小小
規規
模模
多多
機機
能能
型型
居居
宅宅
介介
護護
ササ
ーー
ビビ
スス
にに
つつ
いい
てて
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
イイ
メメ
ーー
ジジ
をを
おお
持持
ちち
でで
すす
かか
。。

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

項項
目目

とと
てて

もも

そそ
うう

思思
うう

そそ
うう

思思
うう

ああ
まま

りり

思思
わわ

なな
いい

思思
わわ

なな
いい

①
重
度
の
要
介
護
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

□
□

□
□

②
認
知
症
の
方
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

□
 

□
 

□
 

□
 

③
介

護
報

酬
が

定
額

な
の

で
利

用
者

の
状

態
に

応
じ

て

柔
軟
な
利
用
が
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

□
 

□
 

□
 

□
 

④
ど

の
よ

う
な

状
態

像
に

適
し

た
サ

ー
ビ

ス
な

の
か

う

ま
く
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い

□
 

□
 

□
 

□
 

⑤
利
用
者
や
家
族
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

□
 

□
 

□
 

□
 

⑥
利
用
料
が
高
い

□
 

□
 

□
 

□
 

⑦
他
の
事
業
所
を
利
用
で
き
な
く
な
る
の
で
、
利
用
に
つ

な
が
り
に
く
い

□
 

□
 

□
 

□
 

⑧
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

引
き

継
が

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
の
で
、
利
用
に
つ
な
が
り
に
く
い

□
 

□
 

□
 

□
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問問
11

88
．．
ここ
れれ
まま
でで
、、
高高
齢齢
者者
虐虐
待待
がが
疑疑
わわ
れれ
るる
よよ
うう
なな
事事
例例
をを
経経
験験
しし
たた
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
すす
かか
。。

 
（ （
回回
答答
はは
１１
つつ
））

  

□
あ
る
→→
問問

11
88

--
11
へへ

□
な
い
→→
自自
由由
記記
入入
欄欄
へへ

 
問問

11
88
－－
１１
．．
【【
問問

11
88
でで
「「
ああ
るる
」」
とと
回回
答答
しし
たた
方方
にに
おお
たた
ずず
ねね
しし
まま
すす
。。
】】

虐虐
待待
がが
疑疑
わわ
れれ
るる
状状
態態
にに
気気
づづ
いい
たた
後後
、、
どど
ここ
へへ
通通
報報
しし
まま
しし
たた
かか
。。

  

（（
ああ
てて
はは
まま
るる
もも
のの
すす
べべ
てて
にに
回回
答答
））

  

□
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
た

□
市
へ
連
絡
し
た

□
警
察
へ
連
絡
し
た

□
そ
の
他
（

）

 ◆◆
介介
護護
保保
険険
制制
度度
やや
高高
齢齢
者者
福福
祉祉
ササ
ーー
ビビ
スス
なな
どど
にに
つつ
いい
てて
、、
ごご
意意
見見
・・
ごご
要要
望望
なな
どど
がが

ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
らら
、、
ごご
自自
由由
にに
おお
書書
きき
くく
だだ
ささ
いい
。。

 

 

【【
自自
由由
記記
入入
欄欄
】】

  

質質
問問

はは
以以

上上
にに

なな
りり

まま
すす

。。

おお
忙忙

しし
いい

中中
、、

ごご
協協

力力
ああ

りり
がが

とと
うう

ごご
ざざ

いい
まま

しし
たた

。。

同同
封封

のの
返返

信信
用用

封封
筒筒

にに
ここ

のの
調調

査査
票票

のの
みみ

をを
入入

れれ
てて

、、

１１
月月

３３
１１

日日
（（

金金
））

まま
でで

にに
投投

函函
しし

てて
くく

だだ
ささ

いい
。。



第Ⅸ部 資料編（使用した調査票） 
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